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変更履歴
次の表に、このガイドの変更点の変更内容とリンク、および変更が行われた日時を示します。最

も新しい変更は下の行に表示されます。

リンク日付変更内容

2015年 8月このマニュアルの初回リリース

http://docwiki.cisco.com/wiki/
Compatibility_Matrix_for_
Packaged_CCE

ソフトウェアの互換性に関する

情報は、『Cisco Packaged CCE
Software Compatibility Matrix
DocWiki』に移動されました。

http://docwiki.cisco.com/wiki/
Virtualization_for_Cisco_
Packaged_CCE

ハードウェア、仮想化、および

ネットワーキングに関する情報

は、『Virtualization for Cisco
PackagedCCEDocWiki』に移動
されました。
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リンク日付変更内容

設定, （67ページ）PackagedCCEの初期化により、
多数のシステム設定タスクが自

動的に実行されます。すべての

コンポーネントの設定手順は、

この機能の一部として変更され

ました。

共通グラウンドアップグレー

ドプロセス, （147ページ）
Packaged CCEは、コンタクト
センターのダウンタイムを最小

限に抑えるように設計されてい

る新しい共通グラウンドアッ

プグレードプロセスをサポー

トしています。

IPv6を設定する,（129ページ）Packaged CCEは、エージェン
トおよびスーパバイザデスク

トップと電話機の IPv6接続を
サポートしています。

ガイド全体での変更Windows 2012およびコンポー
ネントソフトウェア 11.0(1)リ
リースの更新。

帯域幅のプロビジョニングおよ

びネットワーク QoSの考慮事
項, （21ページ）

ソフトウェアライセンス, （
6ページ）

Packaged CCEでは VMware
vNetwork Distributed Switchと
Cisco Nexus 1000Vがサポート
されています。

ゴールデンテンプレート機能

およびすべての関連手順はこの

リリースで削除されました。

このマニュアルについて
このマニュアルでは、Cisco Packaged Contact Center Enterprise（Packaged CCE）のインストール、
設定、およびアップグレードの方法について説明します。

Packaged CCEは、仮想化環境で Cisco Unified Contact Center Enterpriseを提供するためのソリュー
ション導入です。Packaged CCEでは、容量制限を厳守する必要があります。これについては、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps12586/prod_technical_reference_list.htmlで入手できる『Cisco
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Packaged Contact Center Enterprise DesignGuide』で詳しく説明されています。設計ガイドに記載さ
れているすべてのルールおよび要件に従うことが必要です。

このマニュアルでは、Packaged CCEのラボ限定の導入について説明していません。この導入の詳
細については、『Packaged CCEDocWiki』（http://docwiki.cisco.com/wiki/Packaged_CCE）を参照し
てください。

対象読者
このマニュアルは、シスココンタクトセンターアプリケーションに関する専門知識があり、

VMwareテクノロジーを使用した仮想マシンの導入および管理に関する経験が豊富な、Packaged
CCEを実装するパートナーおよびサービスプロバイダーを対象としています。

関連資料

リンク資料名

http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Packaged Contact Center Enterprise

http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Unified Contact Center Enterprise

http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Unified Communications Manager

http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-intelligence-center/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Unified Intelligence Center

http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/finesse/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Finesse

http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-customer-voice-portal/
tsd-products-support-series-home.html

Customer Voice Portal
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マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What'sNew inCiscoProductDocumentation』を参照してください。このドキュ
メントは、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.htmlから入手できます。

『What's New in Cisco Product Documentation』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧を、RSSフィードとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用して、コ
ンテンツをデスクトップに配信することもできます。RSSフィードは無料のサービスです。

フィールドアラートおよびフィールド通知
シスコ製品が変更された可能性や、主要プロセスが重要であると判断された可能性があることに

注意してください。こうした情報は、シスコのフィールドアラートおよびフィールド通知メカニ

ズムを使用して通知されます。フィールドアラートおよびフィールド通知は、Cisco.comのProduct
Alert Toolで登録すると受信できます。このツールを使用して関心のある製品を選択し、通知を受
信するプロファイルを作成することができます。Cisco.comにログインして、次の URLからツー
ルにアクセスします。

http://www.cisco.com/cisco/support/notifications.html

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。

contactcenterproducts_docfeedback@cisco.com

お客様からのご意見をお待ちしております。

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

アイコン、ボタン名、ダイアログボックス名など、画面に表示される項

目は、[ ]で囲んで表示しています。次に、例を示します。

• [編集（Edit）] > [検索（Find）]を選択します。

• [終了（Finish）]をクリックします。

太字フォント
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説明表記法

イタリック体は、次の場合に使用しています。

•新しい用語の紹介。例：スキルグループとは、類似したスキルを持
つエージェントの集合です。

•ユーザが置き換える必要がある構文値。例：IF (condition, true-value,
false-value)

•ドキュメントのタイトル。例：『CiscoUnifiedContactCenterEnterprise
Installation and Upgrade Guide』を参照してください。

italicフォント

Courierなどのウィンドウフォントは、次の場合に使用されます。

•コード中のテキストや、ウィンドウに表示されるテキスト。例：
<html><title>Cisco Systems, Inc. </title></html>

window フォント

山カッコは、次の場合に使用されます。

•コンテキストでイタリックが許可されない引数（ASCII出力など）。

•ユーザが入力する文字列で、ウィンドウには表示されないもの（パ
スワードなど）。

< >
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ソリューションのコンポーネント

Cisco Packaged CCEコンタクトセンターアプリケーションは次のとおりです。

Cisco Unified CCEコールサーバは、コールルータとして機能し、すべてのルーティング決
定を行います。Unified CCEコールサーバはペリフェラルゲートウェイおよび CTI OSオブ
ジェクトサーバとしても動作します。

Cisco Unified CCEデータサーバは、ロガーとして機能し、コンタクトセンターの設定デー
タおよびレポーティングデータを保存します。UnifiedCCEデータサーバは管理およびリア
ルタイムデータサーバ（または AW）としても動作します。

CiscoUnifiedCustomerVoice Portal（CVP）コールサーバは、プロンプト、キューイング、
およびコール制御を提供します。UnifiedCVPサーバは、コールサーバ、メディアサーバ、
および VXMLサーバの機能を組み合わせています。このマニュアルでは、このサーバを
Unified CVPコールとして言及します。

Cisco Unified Communications Managerサーバは、コール処理コンポーネントとして機能し
ます。パブリッシャは読み取り書き込みデータベースを保存します。電話やゲートウェイな

どのデバイスは、サブスクライバに登録します。

Cisco Unified CVP OAMPサーバは、Unified CVPクラスタを維持します。

CiscoUnifiedCVPReporting Serverは、UnifiedCVPコンポーネントから情報を収集し、Cisco
Unified Intelligence Centerでその情報を使用できるようにします。

Cisco Unified Intelligence Centerは、Webベースのレポートアプリケーションで、Unified
Contact Center Enterpriseおよび Cisco Unified CVPのリアルタイムおよび履歴レポートを生成
します。Unified Intelligence CenterにはライブデータVOSサービスが含まれています。ライ
ブデータはストリーム内のイベントを集約および処理し、情報をパブリッシュするストリー

ムの処理システムです。Unified Intelligence Centerはリアルタイムイベントを受け取り、引
き続きライブデータレポートを更新するためにメッセージストリームをサブスクライブし

ます。

Cisco Finesseはブラウザベースのエージェントおよびスーパバイザデスクトップです。

これらのアプリケーションのVMは、次に示すようにサイドAサーバおよびサイド Bサーバに存
在している必要があります。

サイド B に必要な VMサイド A に必要な VM

Unified CCEコールサーバUnified CCEコールサーバ

Unified CCEデータサーバUnified CCEデータサーバ

Unified CVPサーバ 1BUnified CVPサーバ 1A
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サイド B に必要な VMサイド A に必要な VM

Unified CVPサーバ 2BUnified CVPサーバ 2A

—Unified CVP OAMPサーバ

Unified Intelligence CenterサブスクライバUnified Intelligence Centerパブリッシャ

FinesseセカンダリFinesseプライマリ

Unified CommunicationsManagerパブリッシャサーバとサブスクライバは、展開の一環として展開
されている必要があります。サイド Aとサイド Bに存在する VM、または外部マシンとして設定
できます。Unified CVP Reporting Serverの VMは、オプションです。

サイド B の他の VMサイド A の他の VM

Unified CommunicationsManagerサブスクライバ
2

Unified Communications Managerパブリッシャ

Unified CVP Reporting Server（任意）Unified CommunicationsManagerサブスクライバ
1

外部のUnifiedCommunicationsManagerクラスタを使用している場合でも、PackagedCCEVMware
ホストで追加の VMを使用することはできません。

（注）

VMware ホスティングおよびハードウェアサポート
PackagedCCEの新規インストールおよびアップグレードでサポートされているCiscoUCSCシリー
ズおよび Bシリーズのサーバと、サポートされている VMware vSphere ESXiバージョンについて
は、『Virtualization for Cisco Packaged CCE DocWiki』（http://docwiki.cisco.com/wiki/Virtualization_
for_Cisco_Packaged_CCE）を参照してください。

ソフトウェアの互換性

次の製品のバージョン互換性については、http://docwiki.cisco.com/wiki/Compatibility_Matrix_for_
Packaged_CCEの『Cisco PackagedCCE Software CompatibilityMatrix DocWiki』を参照してください。

• Cisco Systemsコンタクトセンターの必須コンポーネントとオプションコンポーネント

•エージェントと発信者のエンドポイント

• Ciscoゲートウェイのハードウェアおよびソフトウェア
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•サードパーティ製ソフトウェア

ソフトウェアライセンス

詳細必須かどう

か

Packaged
CCE ライセ
ンス SKU に
含まれてい

るか

数量ソフトウェアラ

イセンスまたは
PAK

4つの必要な Unified CVPサーバごとに 1つの PAKYesYes4つの
PAK

Unified CVP

サイド Aの Unified Intelligence Centerパブリッシャに適用
する 1つの PAK

YesYes1つの
PAK

Unified
Intelligence Center

各 Unified Call Studioワークステーションに 1つの PAK。YesYes2つの
PAK

Unified Call Studio

最大 2つの追加 Unified CVP PAK（オプションの Unified
CVP Reporting Serverごとに 1つの PAK）。

NoNo1つまたは
2つの
PAK

Unified CVP
Reporting Server

必要な Unified CCEコールサーバおよびデータサーバごと
に 1つの仮想 OSライセンス = 4ライセンス。

必要な 4つのUnified CVPサーバごとに 1つの仮想OSライ
センス = 4ライセンス。

Unified CVP OAMPサーバに 1つの仮想 OSライセンス = 1
ライセンス。

オプションの Unified CVP Repoting Server（オンボックスが
1つ、外部が 1つ）ごとに 1つの追加Windows Server仮想
OSライセンス=最大 2ライセンス。

オプションの外部AW-HDS-DDSごとに 1つの追加Windows
Server仮想 OSライセンス =最大 2ライセンス。

Microsoft Windows Serverライセンスオプション
の詳細については、MicrosoftまたはMicrosoftの
認定リセラーにお問い合わせください。

（注）

YesNo9 - 13Microsoft
Windows Server
2012 R2

データサーバごとに 1ライセンス = 2ライセンス。

オプションの外部 AW-HDS-DDSごとに 1つの追加ライセ
ンス =最大 2ライセンス。

YesNo2 - 4ライ
センス

Microsoft SQL
Server 2014
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詳細必須かどう

か

Packaged
CCE ライセ
ンス SKU に
含まれてい

るか

数量ソフトウェアラ

イセンスまたは
PAK

詳細については、『Virtualization for Cisco Packaged CCE
DocWiki』（http://docwiki.cisco.com/wiki/Virtualization_for_
Cisco_Packaged_CCE）を参照してください。

VMware vSphere Enterprise Plusは、vNetworkDistributed Switch
または Cisco Nexus 1000Vサポートに必要です。

YesNoCPUあた
り 1ライ
センス

VMware vSphere
Standardまたは
Enterprise ESXi

VMware vNetworkDistributed SwitchまたはCiscoNexus 1000V
を使用したカスタマーによる導入に必要です。

VMware vCenterのバージョンが管理される vSphere ESXiホ
ストのバージョン以降である必要があります。

NoNo1ライセン
ス

VMware vCenter

Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)   

7

ソフトウェアライセンス

http://docwiki.cisco.com/wiki/Virtualization_for_Cisco_Packaged_CCE
http://docwiki.cisco.com/wiki/Virtualization_for_Cisco_Packaged_CCE


   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)
8

ソフトウェアライセンス



第 2 章

カスタマーサイトサーバの準備

• カスタマーサイトサーバの準備, 9 ページ

• Cisco UCS Cシリーズカスタマーサイトサーバの準備, 9 ページ

• Cisco UCS Bシリーズカスタマーサイトサーバの準備, 13 ページ

• NTPおよび時刻同期, 17 ページ

カスタマーサイトサーバの準備

このセクションのすべての手順をサイド Aとサイド Bのサーバで実行します。

Cisco UCS C シリーズカスタマーサイトサーバの準備

C240 MS3 TRC#1 の RAID の設定
この手順を使用して作成される各アレイに対して、次の設定値を使用します。

• [ストライプサイズ（Stripe size）]：[128KB]

• [読み取りポリシー（Read Policy）]：[常に先読み（Read Ahead Always）]

• [書き込みポリシー（Write Policy）]：[ライトバック（BBU）（Write Back with BBU）]
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手順

ステップ 1 UCSサーバの電源を投入し、Quiet Bootが BIOSで無効になっていることを確認します。

ステップ 2 初期の起動シーケンス中に [Ctrl+H]キーを押して、MegaRAIDBIOS設定ユーティリティを入力し
ます。

ステップ 3 [開始（Start）]をクリックします。

ステップ 4 左側のパネルで [設定ウィザード（Configuration Wizard）]を選択します。[新規設定（New
Configuration）]をクリックします。次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 設定をクリアするプロンプトで、[はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 6 [手動設定（Manual Configuration）]を選択します。次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 次の画面の左側のパネルで、最初の 8つのドライブを追加して、次のようにドライブグループ 0
を作成します。

a) ドライブ 1～ 8を選択します。
b) [アレイに追加（Add to Array）]をクリックします。
c) [DGの受け入れ（Accept DG）]をクリックします。

ステップ 8 残りの 8つのドライブを追加して、次のようにドライブグループ 1を作成します。
a) 左側のパネルで、ドライブ 9～ 16を選択します。
b) [アレイに追加（Add to Array）]をクリックします。
c) [DGの受け入れ（Accept DG）]をクリックします。
d) [次へ（Next）]をクリックして、ドライブグループを受け入れます。

ステップ 9 次のように、ドライブグループ 0をスパンに追加します。
a) [ドライブグループ 0（Drive Group0）]を選択します。
b) [スパンに追加（Add to Span）]をクリックします。
c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 次のように、Drive Group0に対して RAIDを設定します。
a) [RAIDレベル（RAID Level）]の場合、[RAID 5]を選択します。
b) [ストライプサイズ（Stripe Size）]の場合、[128KB]を選択します。
c) [読み取りポリシー（Read Policy）]の場合、[read ahead = always]を選択します。
d) [書き込みポリシー（Write Policy）]の場合、[ライトバック（BBU）（write back with bbu）]を
選択します。

e) [サイズの更新（Update Size）]をクリックして、RAIDのボリュームを最終決定し、結果とし
て生成されるボリュームのサイズを確認します。1.903TBになります。

f) [受け入れ（Accept）]をクリックして、仮想ドライブの定義 VD0を受け入れます。
g) [次へ（Next）]をクリックします。
h) [戻る（Back）]をクリックして、2つめの RAID 5アレイを追加します。

ステップ 11 [戻る（Back）]をクリックして、次のように 2つめの RAID 5アレイを追加します。
a) [デバイスグループ 1（Drive Group1）]を選択します。
b) [スパンに追加（Add to Span）]をクリックします。
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c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [RAID選択（RAID Selection）]画面で、次の手順を実行します。
a) [RAIDレベル（RAID Level）]の場合、[RAID 5]を選択します。
b) [ストライプサイズ（Stripe Size）]の場合、[128KB]を選択します。
c) [読み取りポリシー（Read Policy）]の場合、[read ahead = always]を選択します。
d) [書き込みポリシー（Write Policy）]の場合、[ライトバック（BBU）（write back with bbu）]を
選択します。

e) [サイズの更新（Update Size）]をクリックします。サイズは 1.903TBになります。
f) [受け入れ（Accept）]をクリックして、仮想ドライブの定義の VD1を受け入れます。

ステップ 13 BBU警告画面で [はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 14 [Virtual Live Definition]画面で [次へ（Next）]をクリックして、仮想ドライブの定義が終了したこ
とを通知します。

ステップ 15 [設定プレビュー（Configuration Preview）]画面で [受け入れ（Accept）]をクリックして、RAID
設定を受け入れます。

ステップ 16 [はい（Yes）]をクリックして設定を保存します。

ステップ 17 [はい（Yes）]をクリックしてドライブの設定を開始します。

ステップ 18 両方のドライブのステータスが [最適化済み（Optimal）]と表示されたら、[ホーム（Home）]を
クリックして、ウィザードを終了します。

ステップ 19 [終了（Exit）]をクリックします。
ドライブの RAID設定が完了すると、システムは新しい RAIDアレイの初期化（フォーマット）
を試みます。この場合、初期化の最新進行状況を [WebBIOS]画面から確認できます。このバック
グラウンドでの初期化が完了するのを待ったうえで、ESXiのインストールなど、後続のサーバ設
定手順に進んでください。

[Web BIOSホーム（Web BIOS Home）]画面または [仮想ドライブ（Virtual Drives）]画面で、バッ
クグラウンド初期化の進行状況を確認できます。

VMware vSphere ESXi のインストール
Packaged CCEは VMware vSphere ESXiの標準インストール手順を使用します。インストールする
Packaged CCEリリースでサポートされている vSphere ESXiバージョンについては、https://
www.vmware.com/support/pubs/にある VMwareのマニュアルを参照してください。

Packaged CCEの場合、1番目のドライブに ESXiがサーバのデフォルトブートドライブとしてイ
ンストールされている必要があります。Packaged CCEに固有の要件はありません。

ホストサーバへのデータストアの追加

vSphereESXiのインストール後に、残りのデータストアを追加します。導入でのvSphereESXiバー
ジョンについては、『vSphere Storage Guide』（https://www.vmware.com/support/pubs/）を参照して
ください。
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必要なデータストアは、使用するハードウェアプラットフォームによって決まります。CiscoUCS
Cシリーズサーバでは、固定および検証済みの設定が必要です。UCS Bシリーズでは、Packaged
CCEの IOPS要件を満たすようにプロビジョニングされた SAN上で、可変数の LUNを使用でき
ます。

IOPの要件については、『Virtualization for Cisco Packaged CCEDocWiki』（http://docwiki.cisco.com/
wiki/Virtualization_for_Cisco_Packaged_CCE）を参照してください。

vCenter へのカスタマー ESXi ホストの追加

次のサイトで、vCenterサーバおよびホスト管理のマニュアルを参照してください。 https://
www.vmware.com/support/pubs/

vCenterを使用していないお客様は管理デスクトップにインストールして、PackagedCCEサーバを
管理できます。

RAID Config Validator ユーティリティの実行
RAID設定をセットアップした後、データソースを追加し、RAID Config Validatorユーティリティ
を実行して、データストア設定が正しいことを確認します。

はじめる前に

このユーティリティを実行するには、Java7（任意のアップデート）をインストールする必要があ
ります。Java 8以降のリリースはサポートされていません。

手順

ステップ 1 http://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=284360381&i=rmで、[Packaged CCEソフトウェア
のダウンロード（Packaged CCE Download Software）] > [導入スクリプト（Deployment Scripts）]
ページから Packaged CCE RAID Config Validatorユーティリティをダウンロードします。zipファ
イルをローカルに解凍します。

ステップ 2 Windowsコマンドプロンプトを開き、ファイルをダウンロードしたディレクトリに変更します。

ステップ 3 ツールを実行するため、java -jar PackagedCCEraidConfigValidator-<バージョン>.jar <サイド A
サーバの IPアドレス><ユーザ名> <パスワード>コマンドを入力します。
次に、例を示します。
C:\Users\Administrator\Desktop>java -jar PackagedCCEraidConfigValidator-11.0.jar xx.xx.xxx.xxx
userName password

検証が開始していることを示すメッセージがモニタに表示されます。有効または無効の設定のイ

ンジケータが表示されます。

ステップ 4 設定が有効な場合はステップ 2を繰り返します。サイド Aサーバではなくサイド Bサーバの IP
アドレスを入力します。

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)
12

Cisco UCS C シリーズカスタマーサイトサーバの準備

http://docwiki.cisco.com/wiki/Virtualization_for_Cisco_Packaged_CCE
http://docwiki.cisco.com/wiki/Virtualization_for_Cisco_Packaged_CCE
https://www.vmware.com/support/pubs/
https://www.vmware.com/support/pubs/
http://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=284360381&i=rm


次の作業

ユーティリティが無効の設定を報告する場合、RAID構成を再作成する必要があります。このため
には、RAID設定をリセットし、ESXiを再びインストールし、RAID Config Validatorユーティリ
ティを再実行して、設定を検証します。

RAID設定エラーには次のようなものがあります。

•サポート対象でないサーバが検出されました。または使用されています。

•誤った数のデータストアが検出されました。

•データストアに設定されたサイズが正しくありません。

Cisco UCS B シリーズカスタマーサイトサーバの準備
この項での設定手順は、カスタマーサイトUCSBシリーズがインストールおよび設定され、運用
されていることが前提です。

UCS Bシリーズのインストールおよび設定の詳細およびガイダンスについては、UCS Bシリーズ
のマニュアル（http://www.cisco.com/c/en/us/products/servers-unified-computing/product-listing.html）
または Cisco Data Center Unified Computingで Authorized Technology Providerを参照してください。

この項では、UCS Bシリーズプラットフォームに Packaged CCEを展開する場合での、特定の設
定要件のみを説明します。顧客には、データセンターの要件とインフラストラクチャに応じて、

多様な設計と設定が必要になる場合があります。ただし、どの設定でも、高可用性についての

Packaged CCEの要件を満たす必要があります。たとえば、設計では、単一点障害を発生させる可
能性を排除する必要があります。これは、シスコのコール処理アプリケーションの運用に悪影響

を及ぼす場合があるためです。

この項での UCSハードウェアのすべての構成例は、Cisco UCS Manager GUIを使用していま
す。また、UCS Managerの CLIまたは APIも使用できます。

（注）

ファブリックインターコネクトの要件

イーサネットモード

ファブリックインターコネクトのイーサネットモードは、[エンドホスト（End Host）]に設定す
る必要があります。
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イーサネットアップリンク

Packaged CCE用の Cisco UCSファブリックインターコネクトイーサネットアップリンク（アッ
プリンクポート）が 10Gである必要があります。この場合、各ファブリックインターコネクト
が 2つの共通 L2データセンタースイッチと相互接続します。アップリンクとしてシングルリン
ク、ポートチャネル（EtherChannel）、vPCまたは VSS（MEC）アップリンクトポロジを使用で
きます。

ポートチャネルアップリンクを使用する場合、対応するポートチャネルがUCSManagerで作成さ
れている必要があります。この場合、ポートチャネルの IDは、データセンタースイッチの IDと
一致しています。

データセンタースイッチへのポートチャネルアップリンクが使用されている場合、UCSBシリー
ズファブリックインターコネクトは Link Aggregation Control Protocol（LACP）だけをサポートし
ます。データセンタースイッチおよびポートチャネルが LACP向けに設定されており、LACPを
サポートしていることを確認します。この要件は、vPCおよびVSSポートチャネルにも適用され
ます。

FC モード

[エンドホスト（End Host）]モードと [スイッチング（Switching）]モードの両方がサポートされ
ています。[エンドホスト（EndHost）]は、サポートされている FCスイッチでの FCおよび FCoE
NPIVのデフォルトです。[スイッチング（Switching）]モードでは、ファブリックインターコネ
クトで FCゾーニングを設定する必要があります。これらのモードと使用例についての詳細は、
UCSファブリックインターコネクトのマニュアルを参照してください。また必要に応じて特定の
SANスイッチおよび SANコントローラのベンダーの資料も参照してください。UCSファブリッ
クインターコネクトのドキュメントは、http://www.cisco.com/c/en/us/products/servers-unified-computing/
ucs-6200-series-fabric-interconnects/index.htmlで入手できます。

FC ストレージポートと FCoE アップリンク

すべてのストレージ冗長性、遅延、IO、および帯域幅の要件を満たしている場合、UCSファブ
リックインターコネクトでサポートされているすべての FCおよび FCoE接続 SANトポロジが、
Packaged CCEでもサポートされています。
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直接接続 SANを使用する場合、現時点では直接接続 FCおよび FCoEストレージの認定ベン
ダーは、EMC、日立データシステムズ、NetAppに限定されています。最新の認定ベンダーと
モデルについては、最新の Cisco UCSハードウェア互換性一覧（http://www.cisco.com/en/US/
products/ps10477/prod_technical_reference_list.html）を参照してください。

（注）

QoS システムクラスと QoS ポリシー

Unified CMおよび CCEアプリケーションは L3 QoS DSCP（AF/CS）を設定します。これは、ファ
ブリックインターコネクトでは処理されません。ファブリックインターコネクトは L3認識型で
はありません。Packaged CCEでは、VMware vSwitchの特定の QoSシステムクラスまたは QoSポ
リシー設定は不要です。

Cisco UCS B シリーズブレードの要件
CiscoUCSManagerはプール、ポリシー、およびテンプレートを使用します。これらは、サービス
プロファイルテンプレートに収集され、サービスプロファイルとしてブレードに適用されます。

Packaged CCEには、ネットワーク VLANと FC/FCoE VSANの要件に適合させるための vNICと
vHBAの要件はありますが、ブレードのサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテン
プレートに対する具体的な要件はありません（vNICの要件, （15ページ）および vHBAの要件,
（17ページ）を参照）。

設定の一貫性と検証可能性、およびサーバの設定の準拠を確保するには、vNIC、vHBA、および
サービスプロファイルテンプレートを使用します。

UCSブレード設定やサービスプロファイルとテンプレートの詳細については、該当するCiscoUCS
Managerのマニュアルを参照してください。

vNIC の要件
Packaged CCEでは、UCS Bシリーズブレードで 2つ以上の vNICイーサネットインターフェイス
を設定する必要があります。冗長性を確保するために、これら 2つのインターフェイスを、代替
ファブリックインターコネクトにそれぞれ割り当てます。

Packaged CCEホストの vNICインターフェイスでは、ファブリックフェイルオーバーを有効にし
ないでください。
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VMware VMKernel and Managementインターフェイスは、Packaged CCEと同じ vNICを共有できま
す。

次の表に、すべての VLANの展開された vNICインターフェイスの例を示します。

注記ファブリックVLANvNIC

「Active」と「Standby」は、
VMwareレイヤで制御される
ファブリックインターコネ

クトに、vNICがアラインメ
ントされるトラフィックフ

ローのリファレンス設計を示

します。詳細については、

UCSBシリーズのネットワー
クに関する項を参照してくだ

さい。

APCCE Visible
（Active）

PCCE Private
（Standby）

VMware Kernel &
Management
（Active）

Default VLAN
（Active）

Other Management
（Active）

eth0

BPCCE Visible
（Standby）

PCCE Private
（Active）

VMware Kernel &
Management
（Standby）

Default VLAN
（Standby）

Other Management
（Standby）

eth1
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この表に示すように、Packaged CCE Visibleおよび Privateネットワーク以外のネットワークを
Active/Standbyに設定する必要はありません。これらのネットワークはActive/Active（オーバー
ライドなし）に設定するか、またはインフラストラクチャ全体で負荷を均等に分散するため必

要に応じて割り当てることができます。

（注）

vHBA の要件
UCS Bシリーズブレードでは、2つ以上の vHBA FCインターフェイスを設定する必要がありま
す。冗長性を確保するために、これら 2つのインターフェイスを、代替ファブリックインターコ
ネクトにそれぞれ割り当てます。

これらの FC vHBAは、FCまたは FCoEのいずれかに接続された SANに使用できます。CiscoUCS
のベストプラクティスは、共通 VSANもサポートされていますが、ファブリックインターコネ
クト（A/B）の SANへのパスごとに、別の VSANを使用することです。

共通（図に示す）または別のvHBAインターフェイスは、SANストレージパスからPackagedCCE
データストアと ESXiの起動に使用される場合があります。

NTP および時刻同期
Packaged CCEでは、ソリューションのすべての部分が同じ時刻に設定されている必要がありま
す。時間のずれは自然に発生しますが、ソリューションコンポーネントの同期を維持するために

NTPを設定することは重要です。

ライブデータレポートの時間のずれを回避するには、データサーバ VMの NTP設定、コール
サーバの VM、および Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャとサブスクライバの VMが同
期されている必要があります。

Cisco UCS Bシリーズサーバの場合、UCSManagerを使用して、タイムゾーンとNTPタイムサー
バを設定する必要があります。詳細については、Cisco UCS Bシリーズサーバのタイムゾーンと
NTPタイムサーバの設定, （19ページ）を参照してください。

Windows Active Directory ドメイン

Packaged CCEドメインが常駐する（同じであるか、親またはピア）フォレストのWindows Active
DirectoryPDCエミュレータマスターが、外部時刻源を使用するように適切に設定されている必要
があります。この外部時刻源は信頼できる確実なNTPプロバイダーである必要があり、お客様の
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フォレストにすでに設定されている場合は、Packaged CCEソリューションのこのセクションに記
載されているように、他のすべてのアプリケーションで同じ時刻源として使用されており、使用

可能である必要があります。

NTP外部時刻源のWindows Active Directoryドメインを適切に設定するには、次の参考資料を参照
してください。

•『How to configure an authoritative time server in Windows Server』。

この記事の「Fix it for me」機能は使用しないでください。（注）

•『AD DS: The PDC emulator master in this forest should be configured to correctly synchronize time
from a valid time source』

Microsoft Windows Serverのドメインは、ハードウェア障害または別の方法で、PDCエミュレータ
マスターサーバが失われると、ドメインの権限のある内部時刻源を自動的に回復したり、内部時

刻源のフェールオーバーを行いません。『Time Service Configuration on the DCwith PDC Emulator
FSMO Role』の記事は、ドメインの権限のある内部時刻源になるように新しいターゲットサーバ
をさらに追加する必要性について補助的に説明します。また、別のドメインコントローラに対す

る PDC FSMOの役割の回復、確保、または再割り当ての手動による介入について説明します。

ドメインの Windows コンポーネント

ドメインのWindowsホストは、権限のある内部時刻源を持つ PDCエミュレータで、またはドメ
インフォレスト階層で同じように連結されて、PDFエミュレータと時間を同期するように自動的
に設定されます。

ドメインにない Windows コンポーネント

ドメインに結合されていないWindows ServerのNTP時刻源を設定するには、次の手順を使用して
ください。

1 [コマンドプロンプト（Command Prompt）]ウィンドウで、次の行を入力して、Enterキーを押
します。w32tm /config /manualpeerlist:PEERS /syncfromflags:MANUAL

NTPサーバのカンマ区切りリストを使用して、ピアを置き換えます。（注）

2 w32timeサービスを再開します。net stop w32time && net start w32time

3 ピアと w32timeサービスを同期します。w32tm /resync

4 次のサービスコントロールコマンドを使用して、サーバの再起動で w32timeサービスが適切
に起動していることを確認します。sc triggerinfo w32time start/networkon
stop/networkoff
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Cisco サービス統合型ルータ

Cisco IOS音声ゲートウェイは、ログインおよびデバッグの正確な時間を提供するためにソリュー
ションで同じ NTPソースを使用するように設定する必要があります。『Basic System Management
Configuration Guide, Cisco IOS Release 15M&T: Setting Time and Calendar Services』を参照してくだ
さい。

VOS コンポーネント

Unified Intelligence Center、Finesse、Social Miner、およびUnified CommunicationsManagerなどのコ
ンポーネントは、ドメインの権限のある内部時刻源と同じNTPサーバを指している必要がありま
す。

NTPサーバの CLIコマンド

NTPサーバは通常、インストール時間に指定されていますが、ntpサーバを表示、追加、および削
除する上記のコンポーネントのプラットフォーム CLIから使用できるいくつかのコマンドを示し
ます。プラットフォーム CLIから、次の内容を実行します。

•既存の ntpサーバを表示する場合：utils ntp servers list

•追加の NTPサーバを追加する場合：utils ntp server add <追加するホストまたは IP アドレス>

•既存のNTPサーバを削除する場合： utils ntp server delete（削除する項目の行番号）Enterキー
を押します。

ESXi ホスト

すべてのPackagedCCEESXiホスト（任意のコンポーネントを含む）は、外部時刻源としてWindows
ドメイン PDCエミュレータマスターによって使用される同じ NTPサーバを指している必要があ
ります。

Cisco UCS B シリーズサーバのタイムゾーンと NTP タイムサーバの設定
UCS Managerで UCS Bシリーズサーバのタイムゾーンと NTPタイムサーバを設定します。

手順

ステップ 1 UCS Managerの [管理（Admin）]タブで、[統計情報管理（Stats Mangement）] > [タイムゾーン管
理（Time Zone Management）]を選択します。

ステップ 2 ドロップダウンメニューから、[タイムゾーン（Time Zone）]を選択します。

ステップ 3 [NTPタイムサーバの追加（Add NTP Time Server）]をクリックします。

ステップ 4 NTPタイムサーバの IPアドレスを入力し、[OK]をクリックします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。
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第 3 章

ネットワーク設計の考慮事項

• ネットワーク設計の考慮事項, 21 ページ

• 帯域幅のプロビジョニングおよびネットワーク QoSの考慮事項, 21 ページ

ネットワーク設計の考慮事項

Cisco UCS Cシリーズと Bシリーズサーバのネットワーク設計に関する要件と考慮事項について
は、『Virtualization for Cisco Packaged CCE DocWiki』（http://docwiki.cisco.com/wiki/Virtualization_
for_Cisco_Packaged_CCE）を参照してください。

帯域幅のプロビジョニングおよびネットワーク QoS の考慮事項
ワイドエリアネットワークがQoSをサポートしている必要があります。詳細については、『Cisco
Unified Contact Center Enterprise Design Guide』（http://www.cisco.com/en/US/partner/products/sw/
custcosw/ps1844/products_implementation_design_guides_list.html）の「Bandwidth Provisioning and QoS
considerations」の項を参照してください。

ビデオコールの帯域幅プロビジョニングについては、『CiscoCollaboration SystemSolutionReference
Network Designs』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/tsd-products-support-series-home.html）の「Cisco
Collaboration Solutions Design and Deployment Sizing Considerations」の章を参照してください。

Cisco MediaSenseビデオ再生の帯域幅プロビジョニングについては、『Cisco MediaSense Design
Guide』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/mediasense/
tsd-products-support-series-home.html）の「Scalability and Sizing」の章を参照してください。

Nexus 1000V QoSプロビジョニングの詳細と設定例については、『Virtualization for Cisco Packaged
CCEDocWiki』（http://docwiki.cisco.com/wiki/Virtualization_for_Cisco_Packaged_CCE）を参照してく
ださい。
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第 II 部

インストール
• コンポーネントの仮想マシンの作成, 25 ページ

• 仮想マシンの共通タスク, 33 ページ

• コンポーネントのソフトウェアインストール, 41 ページ





第 4 章

コンポーネントの仮想マシンの作成

• VMの作成について, 25 ページ

• Cisco Unified Contact Center Enterpriseコールサーバ用の VMの作成, 26 ページ

• Unified Contact Center Enterpriseデータサーバ用の VMの作成, 26 ページ

• Cisco Unified Customer Voice Portalサーバ用の VMの作成, 27 ページ

• Cisco Unified CVP Reporting Server用の VMの作成, 28 ページ

• Cisco Unified Communications Managerパブリッシャ用の VMの作成, 28 ページ

• Cisco Unified Communications Managerサブスクライバ用の VMの作成, 29 ページ

• Cisco Finesseプライマリ用の VMの作成, 30 ページ

• Cisco Finesseセカンダリ用の VMの作成, 30 ページ

• Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャ用の VMの作成, 31 ページ

• Cisco Unified Intelligence Centerサブスクライバ用の VMの作成, 31 ページ

VM の作成について
ここでは、各ホストサーバに仮想マシンを作成するタスクの手順について説明します。

次の手順で行います。

1 OVAファイルをダウンロードします。仮想化ファイルを開く, （33ページ）を参照してくだ
さい。

2 VMを作成します（この章）。

3 すべての VMを作成した後で、初期設定を実行します。設定, （67ページ）を参照してくだ
さい。
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Cisco Unified Contact Center Enterprise コールサーバ用の VM の作成
サイド Aとサイド Bの Unified CCEコールサーバ用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタ
スクを実行します。

タスク順序

CCE-PAC-MI-CCE.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （34ページ）。
ドロップダウンリストから [CCEコールサーバ（CCE Call Server）]を選択します。

1

Microsoft Windows Serverのインストール, （42ページ）2

VMwareツールのインストール, （43ページ）3

Unified CCEコールサーバおよびUnified CCEデータサーバのネットワークアダプタ
の設定, （44ページ）

4

アンチウイルスソフトウェアのインストール, （38ページ）5

固定の静的ルートの設定, （46ページ）6

Windowsアップデートの実行, （47ページ）7

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール, （52ページ）8

Unified Contact Center Enterprise データサーバ用の VM の作成
サイド Aとサイド Bの Unified CCEデータサーバ用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタ
スクを実行します。

タスク順序

CCE-PAC-MI-CCE.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （34ページ）。
ドロップダウンリストから [CCEデータベースサーバ（CCEDatabase Server）]を選択
します。

1

Microsoft Windows Serverのインストール, （42ページ）2

VMwareツールのインストール, （43ページ）3

Unified CCEコールサーバおよびUnified CCEデータサーバのネットワークアダプタ
の設定, （44ページ）

4

アンチウイルスソフトウェアのインストール, （38ページ）5

データベースドライブの設定, （37ページ）6
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タスク順序

固定の静的ルートの設定, （46ページ）7

Windowsアップデートの実行, （47ページ）8

Microsoft SQL Serverのインストール, （47ページ）9

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール, （52ページ）10

Cisco Unified Customer Voice Portal サーバ用の VM の作成
Unified CVPサーバおよび Unified CVP OAMPサーバ用の仮想マシンを作成するには、次の一連の
タスクを実行します。各 Unified CVPサーバは、Unified CVPコールサーバ、メディアサーバ、
および VXMLサーバの機能を組み合わせています。

• Unified CVPサーバが 4台の仮想マシン（サイド Aに 2台およびサイド Bに 2台）として導
入されます。

• Unified CVP OAMPサーバは、サイド Aの 1台の仮想マシンとして展開されます。

このプロセスはUnified CVPサーバおよびUnified CVPOAMPサーバでも同様です。違いは、イン
ストール時に OVAドロップダウンリストから、または [パッケージの選択（Select Packages）]オ
プションで選択する内容です。

タスク順序

CCE-PAC-M1-CVP.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （34ページ）。
ドロップダウンリストで、次の内容を実行します。

• UnifiedCVPサーバVMを作成する場合は [CiscoUnifiedCVPコールサーバ-VXML
サーバ（Cisco Unified CVP Call Server-VXML Server）]を選択します。

• Unified CVP OAMPサーバ VMを作成する場合は [Cisco Unified CVP Operations
Console]を選択します。

1

Microsoft Windows Serverのインストール, （42ページ）

NTPの設定は、このマシンが Unified CCEコールサーバおよびデータサーバと同じ
ドメインにない場合に必要です。NTPおよび時刻同期, （17ページ）を参照してく
ださい。

2

VMwareツールのインストール, （43ページ）3

Cisco Unified CVPのネットワークアダプタの設定, （52ページ）4

アンチウイルスソフトウェアのインストール, （38ページ）5

Windowsアップデートの実行, （47ページ）6
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タスク順序

Cisco Unified CVPサーバのインストール, （53ページ）7

Cisco Unified CVP Reporting Server 用の VM の作成
Unified CVP Reporting Server用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを実行します。
Unified CVP Reporting Serverはオプションコンポーネントであり、サイド Bだけにインストール
されます。

タスク順序

CCE-PAC-M1-CVP.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （34ページ）。
ドロップダウンリストから [Cisco Unified CVP Reporting Server]を選択します。

1

Microsoft Windows Serverのインストール, （42ページ）

NTPの設定は、このマシンが Unified CCEコールサーバおよびデータサーバと同じ
ドメインにない場合に必要です。NTPおよび時刻同期, （17ページ）を参照してく
ださい。

2

VMwareツールのインストール, （43ページ）3

Cisco Unified CVPのネットワークアダプタの設定, （52ページ）4

アンチウイルスソフトウェアのインストール, （38ページ）5

データベースドライブの設定, （37ページ）6

Windowsアップデートの実行, （47ページ）7

Cisco Unified CVP Reporting Serverのインストール, （54ページ）8

Cisco Unified Communications Manager パブリッシャ用の VM の作成
Unified Communications Managerパブリッシャ用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスク
を実行します。

タスク順序

CCE-PAC-M1-CUCM.ovaを使用。OVAからの仮想マシンの作成, （34ページ）.ド
ロップダウンリストから [7500ユーザノード（7500 user node）]を選択します。

1

DNSサーバの設定, （36ページ）2
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タスク順序

Unified Communications Managerパブリッシャをインストールします。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリノー
ドのインストール, （55ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール, （43ページ）4

Cisco Unified Communications Manager用のクラスタの設定, （59ページ）5

Unified Communications Manager AXLユーザアカウントの作成, （59ページ）6

Unified Communications Managerライセンス, （63ページ）を生成してインストール
します。

7

サービスのアクティブ化, （64ページ）8

Cisco Unified Communications Manager サブスクライバ用の VM の作成
サイド Aとサイド Bの Unified Communications Managerサブスクライバ用の仮想マシンを作成す
るには、次の一連のタスクを実行します。

タスク順序

CCE-PAC-M1-CUCM.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （34ページ）。
ドロップダウンリストから [7500ユーザノード（7500 user node）]を選択します。

1

DNSサーバの設定, （36ページ）2

Unified Communications Managerサブスクライバをインストールします。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリ
ノードのインストール, （61ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール, （43ページ）4

Unified Communications Managerライセンス, （63ページ）を生成してインストール
します。

5

サービスのアクティブ化, （64ページ）6
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Cisco Finesse プライマリ用の VM の作成
サイドAの Cisco Finesseプライマリノード用の仮想マシンを作成するには、次の一連の手順を実
行します。

タスク順序

（Sequence）

CCE-PAC-M1-Finesse.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （34ページ）。

ドロップダウンリストから [2000 HTTPエージェント（2000 HTTP Agent）]または
[1500 HTTPSエージェント（1500 HTTPS Agent）]を選択します。

[1]

DNSサーバの設定, （36ページ）2

Cisco Finesseプライマリノードのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリノー
ドのインストール, （55ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール, （43ページ）4

Cisco Finesseのクラスタの設定, （61ページ）5

Cisco Finesse セカンダリ用の VM の作成
次の手順に従ってタスクを実行し、サイド Bの Cisco Finesseセカンダリノードの仮想マシンを作
成します。

タスク順序

CCE-PAC-M1-Finesse.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （34ページ）。

ドロップダウンリストから [2000 HTTPエージェント（2000 HTTP Agent）]または
[1500 HTTPSエージェント（1500 HTTPS Agent）]を選択します。

1

DNSサーバの設定, （36ページ）2

Cisco Finesseセカンダリノードのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリ
ノードのインストール, （61ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール, （43ページ）4
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Cisco Unified Intelligence Center パブリッシャ用の VM の作成
Unified Intelligence Centerパブリッシャ用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを実行
します。

タスク順序

CCE-PAC-M1-CUIC.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （34ページ）。1

DNSサーバの設定, （36ページ）2

Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリノー
ドのインストール, （55ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール, （43ページ）4

ライセンスを取得してアップロードします。

参照先 Cisco Unified Intelligence Centerライセンス, （57ページ）

5

Cisco Unified Intelligence Centerのクラスタの設定, （60ページ）6

Cisco Unified Intelligence Center サブスクライバ用の VM の作成
Unified Intelligence Centerサブスクライバ用の仮想マシンを作成するには、次の一連のタスクを実
行します。

タスク順序

（Sequence）

CCE-PAC-M1-CUIC.ovaを使用した、OVAからの仮想マシンの作成, （34ページ）。[1]

DNSサーバの設定, （36ページ）2

Cisco Unified Intelligence Centerサブスクライバのインストール。

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリ
ノードのインストール, （61ページ）を参照してください。

3

VMwareツールのインストール, （43ページ）4
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第 5 章

仮想マシンの共通タスク

• 仮想化ファイルを開く, 33 ページ

• ISOファイルのマウントおよびアンマウント, 33 ページ

• OVAからの仮想マシンの作成, 34 ページ

• DNSサーバの設定, 36 ページ

• データベースドライブの設定, 37 ページ

• アンチウイルスソフトウェアのインストール, 38 ページ

• Java Runtime Environmentの更新（任意）, 39 ページ

仮想化ファイルを開く

Open Virtualization Formatファイルは、CPU、RAM、ディスク容量、CPUの予約、およびメモリ
の予約を含む作成された VMの基本構造を定義します。

Packaged CCEの OVAファイルは、Cisco.comにある CCE-PAC-M1-OVA.zipファイルに含まれて
います。

1 http://cisco.com/en/US/products/ps12586/tsd_products_support_series_home.htmlに進みます。[Download
Software]をクリックします。[Packaged Contact Center Enterprise仮想マシンテンプレート
（Packaged Contact Center Enterprise Virtual Machine Templates）]を選択します。

2 ファイルをダウンロードして解凍し、OVAをローカルドライブに保存します。

ISO ファイルのマウントおよびアンマウント
データストアに ISOイメージをアップロードします。

1 vSphereクライアントでホストを選択し、[設定（Configuration）]をクリックします。次に、左
側のパネルで [ストレージ（Storage）]をクリックします。
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2 ISOファイルを保持するデータストアを選択します。

3 右クリックして、[データストアを参照（Browse datastore）]を選択します。

4 [アップロード（Upload）]アイコンをクリックし、[ファイルのアップロード（Upload file）]
を選択します。

5 ISOファイルを保存したローカルドライブの場所を参照し、ISOをデータストアにアップロー
ドします。

ISOイメージをマウントします。

1 vSphereクライアントで VMを右クリックし、[仮想マシン設定の編集（Edit virtual machine
settings）]を選択します。

2 [ハードウェア（Hardware）]をクリックし、[CD|DVDドライブ 1（CD|DVD Drive 1）]を選択
します。

3 [デバイスのステータス（Device status）]パネル（右上）で [電源投入時に接続（Connect at Power
On）]をオンにします。

4 [データストア ISOファイル（Datastore ISO File）]オプションボタンをクリックし、[参照
（Browse）]をクリックします。

5 ファイルをアップロードするデータストアに移動します。

6 [ISO]を選択します。

ISOイメージをアンマウントします。

1 vSphereクライアントで VMを右クリックし、[仮想マシン設定の編集（Edit virtual machine
settings）]を選択します。

2 [ハードウェア（Hardware）]をクリックし、[CD|DVDドライブ 1（CD|DVD Drive 1）]を選択
します。

3 [デバイスのステータス（Device status）]パネル（右上）で [電源投入時に接続（Connect at Power
On）]をオフにします。

OVA からの仮想マシンの作成

はじめる前に

OVAを使用して仮想マシンを作成する前に、OVAの READMEファイルをお読みください。
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手順

ステップ 1 vSphereクライアントでホストを選択します。

ステップ 2 [ファイル（File）] > [OVFテンプレートの展開（Deploy OVF Template）]を選択します。

ステップ 3 ローカルドライブ上で OVAが保存されている場所を参照します。[開く（Open）]をクリックし
てファイルを選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [OVFテンプレートの詳細（OVF Template Details）]ページで [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 仮想マシン名を入力します。スペースや特殊文字は使用できません。32文字以内で入力します。
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [展開の設定（Deployment Configuration）]ページで、ドロップダウンを使用して適切な設定を選
択します。次に、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 新しい仮想マシンを展開するデータストアを選択します。[次へ（Next）]をクリックします。
次の表は、各データストアに対して、サーバのRAIDグループ、ESXiホストおよび仮想マシンに
ついて説明します。

C240 M3Sの RAID設定

仮想マシンESXi ホストVM データストアRAID グループ

ESXiオペレーティングシステム

UnifiedCCEデータサーバ、サイド
A

Adatastore1VD0

UnifiedCCEコールサーバ、サイド
A

Unified CVP Server 1A

Unified CVP Server 2A

Unified Intelligence Centerサーバパ
ブリッシャ

Unified CVP OAMPサーバ

Unified Communications Managerパ
ブリッシャ

Unified Communications Managerサ
ブスクライバ 1

Cisco Finesseプライマリ

Adatastore2VD1

ESXiオペレーティングシステム

UnifiedCCEデータサーバ、サイド
B

Bdatastore1VD0
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仮想マシンESXi ホストVM データストアRAID グループ

UnifiedCCEコールサーバ、サイド
B

Unified CVPサーバ 1B

Unified CVPサーバ 2B

Unified Intelligence Centerサーバサ
ブスクライバ

Unified Communications Managerサ
ブスクライバ 2

Unified CVP Reporting Server（任
意）

Cisco Finesseセカンダリ

[B]datastore2VD1

ステップ 8 [ディスクフォーマット（Disk Format）]ページでは、デフォルトの仮想ディスクフォーマット
（[シックプロビジョニング（LazyZeroed）フォーマット（Thick provisionedLazyZeroed format）]）
のままにします。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [ネットワークマッピング（Network Mapping）]ページが CCEコールサーバおよびデータサーバ
で正しいことを確認してください。

a) コールサーバおよびデータサーバの場合：

• UCCEパブリックネットワークにパブリックをマッピングする

• UCCEプライベートネットワークにプライベートをマッピングする

b) 他のすべてのサーバについては、UCCEパブリックネットワークにパブリックをマッピングす
る

ステップ 10 「正常に完了しました（Successfully Completed）」というメッセージが表示されたら、[閉じる
（Close）]をクリックします。

DNS サーバの設定
この手順のステップは、Windows DNSサーバを対象としています。
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手順

ステップ 1 DNSサーバにログインします。

ステップ 2 Windowsで [管理ツール（Administrative Tools）] > [DNS]を選択します。DNSマネージャが起動
されます。

ステップ 3 [前方参照ゾーン（Forward lookup zone）]で、導入のドメイン名に移動します。

ステップ 4 ドメイン名を右クリックし、[新しいホスト（Aまたは AAAA）（New Host (A or AAAA))]を選択
します。

ステップ 5 [新しいホスト（New Host）]ダイアログボックスで、VOSコンポーネントのコンピュータ名およ
び IPアドレスを入力します。[ホストの追加（Add Host)]をクリックします。

ステップ 6 [逆引き参照ゾーン（Reverse lookup zone）]で、導入のドメイン名に移動します。

ステップ 7 [新規ptrレコード（new ptr record）]を選択します。

ステップ 8 VOSコンポーネントのホスト IPアドレス、FQDN、ホスト名を追加します。

データベースドライブの設定

手順

ステップ 1 Windowsで [ディスク管理（Disk Management）]を選択します。

ステップ 2 [ディスク1（Disk 1）]ボックスを右クリックし、[オンライン（Online）]を選択します。

ステップ 3 ディスク 1を次のように初期化します。
a) [ディスク1（Disk 1）]ボックスを右クリックし、[ディスクの初期化（Initialize Disk）]を選択
します。

b) [ディスク1（Disk 1）]チェックボックスをオンにします。
c) [MBR（マスターブートレコード）（MBR (Master Boot Record)）]オプションボタンをオンに
します。

d) [OK]をクリックします。

ステップ 4 新しいディスクパーティションを作成するには、次の手順を実行します。

a) [ディスク1（Disk 1）]のグラフィック表示を右クリックし、[新規シンプルボリューム（New
Simple Volume）]を選択します。

b) [新規シンプルボリュームウィザード（New Simple Volume Wizard）]の最初のページで [次へ
（Next）]をクリックします。

c) [ボリュームサイズの指定（Specify Volume Size）]ページで、ボリュームサイズをデフォルト
のままにします。[次へ（Next）]をクリックします。

d) [ドライブ文字またはパスの割り当て（Assign Drive Letter or Path）]ページで、ドライブ文字
（E）を割り当てます。[次へ（Next）]をクリックします。
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e) [パーティションのフォーマット（Format Partition）]ページで、パーティションを次のように
フォーマットします。

1 [次の設定でこのボリュームをフォーマットする（Format this volume with the following
settings）]オプションボタンをオンにします。

2 [ファイルシステム（File system）]ドロップダウンメニューから [NTFS]を選択します。

3 [アロケーションユニットサイズ（Allocation unit size）]ドロップダウンメニューから [デ
フォルト（Default）]を選択します。

4 [ボリュームラベル（Volume label）]フィールドに値を入力します。

5 [クイックフォーマットの実行（Performaquick format）]チェックボックスをオンにします。

6 [次へ（Next）]をクリックします。

f) [終了（Finish）]をクリックします。
ステータスが Healthyに変わったら、フォーマットは完了です。

アンチウイルスソフトウェアのインストール

サポートされているアンチウイルスソフトウェア製品のいずれかをインストールします。

サポートされる製品の一覧については、『CiscoPackagedCCESoftwareCompatibilityMatrixDocWiki』
（http://docwiki.cisco.com/wiki/Compatibility_Matrix_for_Packaged_CCE）を参照してください。

自動アップデートを無効にします。アンチウイルスソフトウェアは手動で更新します。重要

インストールプログラムファイルまたはフォルダに対して必要なアクセスを許可するには、

アンチウイルス製品のファイルおよびフォルダ保護ルールでファイルブロックの除外を実行し

ます。McAfee VirusScanでこれを行うには、次の手順を実行します。

ヒント

1 VirusScanコンソールを起動します。

2 [アクセス保護（Access Protection）]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択し
ます。

3 [ウイルス対策標準保護（Anti-virus Standard Protection）]カテゴリの [ブロック（Block）]列
で、[IRCコミュニケーションをさせない（Prevent IRC communication）]というルールがオ
フになっていることを確認します。
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Symantec Endpoint Protection 12.1のファイアウォールコンポーネントのネットワーク脅威防止
機能は、必ずディセーブルにする必要があります。この機能は有効の状態のままで（デフォル

ト）、デュプレックスルータの両側がシンプレックスモードで稼働するため、ルータの両側

間の通信がブロックされます。このブロックは、すべての導入タイプに影響します。

重要

Java Runtime Environment の更新（任意）
UnifiedCCEインストーラは、JavaRuntimeEnvironment（JRE）をデフォルトの場所（例：C:\Program
Files\Java\jre6）にインストールし、JAVA_HOME環境変数を作成してその場所に設定します。ほ
とんどの場合、JREを変更または設定する必要はありません。

インストールされている JREのバージョンについては、『CiscoPackagedCCESoftwareCompatibility
Matrix DocWiki』（http://docwiki.cisco.com/wiki/Compatibility_Matrix_for_Packaged_CCE）を参照し
てください。

異なるバージョンの JREを使用する必要がある場合は、JREを新しいバージョンに更新できます。

JREを新しいバージョンに更新するには、次の手順を実行します。

1 『Cisco Packaged CCE Software Compatibility Matrix DocWiki』を参照し、インストールする JRE
のバージョンが Packaged CCEでサポートされていることを確認します。

2 Oracle JREインストーラの手順に従い、Unified CCEコンポーネントがインストールされてい
る VMに JREをインストールします。

3 JAVA_HOME環境変数に新しい JREの場所を設定します。
4 仮想マシンを再起動します。

新しい JREバージョンへの更新が完了したら、古い JREをアンインストールします。
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第 6 章

コンポーネントのソフトウェアインストー

ル

• Microsoft Windows Serverのインストール, 42 ページ

• VMwareツールのインストール, 43 ページ

• Unified CCEコールサーバおよびUnified CCEデータサーバのネットワークアダプタの設定,
44 ページ

• 固定の静的ルートの設定, 46 ページ

• Windowsアップデートの実行, 47 ページ

• Microsoft SQL Serverのインストール, 47 ページ

• Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール, 52 ページ

• Cisco Unified CVPのネットワークアダプタの設定, 52 ページ

• Cisco Unified CVPサーバのインストール, 53 ページ

• Cisco Unified CVP Reporting Serverのインストール, 54 ページ

• VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリノードのイ
ンストール, 55 ページ

• Cisco Unified Intelligence Centerライセンス, 57 ページ

• Cisco Unified Communications Manager用のクラスタの設定, 59 ページ

• Unified Communications Manager AXLユーザアカウントの作成, 59 ページ

• Cisco Unified Intelligence Centerのクラスタの設定, 60 ページ

• Cisco Finesseのクラスタの設定, 61 ページ

• VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリノードの
インストール, 61 ページ

• Unified Communications Managerライセンス, 63 ページ
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• サービスのアクティブ化, 64 ページ

Microsoft Windows Server のインストール
サーバベースのアプリケーションのすべての仮想マシンにMicrosoft Windows Server 2012 R2をイ
ンストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Microsoft Windows Server ISOイメージを仮想マシンにマウントします。
ISOをマウントするときに、[電源投入時に接続（Connect at power on）]チェックボックスをオン
にします。

ステップ 2 VMの電源を投入します。

ステップ 3 [言語（Language）]、[時刻と通貨の形式（Time and Currency Format）]、および [キーボード設定
（Keyboard settings）]を入力します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [今すぐインストール（Install Now）]をクリックします。

ステップ 5 Windows Server 2012 R2のプロダクトキーを入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [Windows Server 2012 R2 Standard（GUI使用サーバー）（Windows Server 2012 R2 Standard (Server
with a GUI)）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 ライセンス条項に同意し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [カスタム：Windowsのみをインストールする（詳細設定）（Custom: Install Windows only
(advanced)）]を選択し、Microsoft Windows Serverをインストールするドライブとして [ドライブ0
（Drive 0）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。
インストールが開始されます。インストールが完了すると、システムはプロンプトを表示せずに

再起動します。

ステップ 9 管理者アカウントのパスワードを入力して確認し、[終了（Finish）]をクリックします。

ステップ 10 リモートデスクトップ接続を次のように有効にします。

a) [コントロールパネル（Control Panel）] > [システムとセキュリティ（System and Security）] >
[システム（System）]を選択します。

b) [リモート設定（Remote Settings）]をクリックします。
c) [リモート（Remote）]タブをクリックします。
d) [このコンピューターへのリモート接続を許可する（Allow remote connections to this computer）]
オプションボタンをオンにし、[OK]をクリックします。

ステップ 11 [コントロールパネル（Control Panel）] > [システムとセキュリティ（System and Security）] > [シス
テム（System）]を選択し、コンピュータ名を、MicrosoftWindowsServerのインストール時にラン
ダムに生成された名前から別の名前に変更します。名前にアンダースコアやスペースは利用でき

ません。

変更を有効にするには再起動する必要があります。
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Microsoft Windows Server 2012 R2がインストールされます。また、Internet Explorer 11も自動的に
インストールされます。

Unified CCEをWindows Server 2012 R2の多言語バージョンにインストールする場合は、MUI
言語パックを実行します。http://www.microsoft.com/oem/en/installation/downloads/Pages/
Windows-Server-2012-Language-Packs.aspx#fbid=EwmxpS7EfPfを参照してください。

Unified CCE言語バックを中国語のWindowsマシンに適用する場合は、画面の解像度を 1600 X
1200に設定してください。

（注）

関連トピック

ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （33ページ）

VMware ツールのインストール
VMware vSphere Clientから VMwareツールをインストールおよびアップグレードするには、次の
手順を実行します。

Cisco FinesseおよびCiscoUnified IntelligenceCenterでのVOSを使用したインストールまたはアッ
プグレード：

1 仮想マシンの電源がオンになっていることを確認します。

2 [VM]メニューを右クリックします。[ゲスト（Guest）] > [VMwareツールのインストール/アッ
プグレード（Install / Upgrade VMware tools）]を選択します。

3 自動ツール更新を選択し、[OK]をクリックします。

このプロセスには数分かかります。このプロセスが完了すると、vSphereの VMの [サマリー
（Summary）]タブで、ツールが [実行中（最新）（Running（Current））]と表示されます。

Cisco Unified Communications Managerでの VOSを使用したインストールまたはアップグレー
ド：

1 仮想マシンの電源がオンになっていることを確認します。

2 [VM]メニューを右クリックします。[ゲスト（Guest）] > [VMwareツールのインストール/アッ
プグレード（Install / Upgrade VMware tools）]を選択します。

3 ツールのインタラクティブ更新を選択し、[OK]をクリックします。

4 コンソールを開き、コマンドプロンプトでログインします。

5 utils vmtools refreshコマンドを入力して確認します。

サーバが自動的に 2回再起動します。

6 再起動後に、VMの [サマリー（Summary）]タブを調べ、VMwareツールのバージョンが最新
であることを確認します。最新でない場合は、VMを再起動し、バージョンを再度確認しま
す。
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このプロセスには数分かかります。このプロセスが完了すると、vSphereの VMの [サマリー
（Summary）]タブで、ツールが [実行中（最新）（Running（Current））]と表示されます。

Windowsゲストオペレーティングシステムを使用したインストールまたはアップグレード：

1 Windows仮想マシンの電源がオンになっていることを確認します。

2 仮想マシンのメニューで [VM]を右クリックし、[ゲスト（Guest）] > [VMwareツールのインス
トール/アップグレード（Install/Upgrade VMware Tools）]を選択します。ポップアップウィン
ドウで [OK]をクリックします。

3 管理権限を持つユーザとして VMにログインします。

4 DVDドライブから VMwareツールを実行します。

インストールウィザードが起動します。

5 ウィザードのプロンプトに従って、VMwareツールをインストールします。[標準（Typical）]
インストールオプションを選択します。

6 VMwareツールのインストールが完了したら、変更を有効にするために仮想マシンを再起動し
ます。

このプロセスが完了すると、vSphereの VMの [サマリー（Summary）]タブで、ツールが [実行中
（最新）（Running（Current）]と表示されます。

Unified CCE コールサーバおよび Unified CCE データサーバのネットワー
クアダプタの設定

Unified CCEコールサーバおよび Unified CCEデータサーバには、それぞれ 2つのネットワーク
アダプタが装備されています。MACアドレスおよびネットワークラベルでネットワークアダプ
タを特定し、名前を変更し、設定してから、バインディング順序を設定する必要があります。

手順

ステップ 1 次の手順に従って、ネットワークアダプタのMACアドレスとラベルを特定します。
a) vSphererから VMを選択し、右クリックします。
b) [設定の編集（Edit Settings）]を選択します。[ハードウェア（Hardware）]タブで、[ネットワー
クアダプタ 1（Network adapter 1）]をクリックします。右側のパネルで、MACアドレスの最
後の数桁を書き留め、ラベルが UCCEパブリックまたは UCCEプライベートかどうかをメモ
します。たとえば、ネットワークアダプタ 1のMACアドレスは 08:3bで終わり、ネットワー
クラベルが UCCEパブリックである可能性があります。

c) ネットワークアダプタ 2で繰り返します。MACアドレスとラベルをメモします。
d) VMコンソールで、コマンドラインから ipconfig /allと入力します。これはアダプタ名と物理
アドレスを表示します。

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)
44

Unified CCE コールサーバおよび Unified CCE データサーバのネットワークアダプタの設定



e) アダプタ名と物理アドレスをメモし、VMwareでメモしたMACアドレスとラベルと照合しま
す。たとえば、ipconf/allでは、ローカルエリア接続 2の物理アドレスは、08-3bで終了する可
能性があります。

f) VMwareがUCCEパブリックとして識別したネットワークアダプタのMACアドレスを、ロー
カルエリアコネクタの対応する物理アドレスと照合します。この例では、ローカルエリア接

続 2（08-3b）の物理アドレスがネットワークアダプタ 1のMACアドレス（08-3b）に一致し
ます。ローカルエリア接続 2が UCCEパブリックであることを意味します。

ステップ 2 次のように、Windowsのネットワークアダプタを検索して、名前を変更します。
a) Windowsで [ネットワークと共有センター（Network and Sharing Center）]を開き、[アダプタ設
定の変更（Change Adaptor Settings）]をクリックします。

b) [ローカルエリア接続（Local Area Connection）]を右クリックして、[名前の変更（Rename）]
を選択します。上記の照合に応じて、 UCCEパブリックまたは UCCEプライベートに名前を
変更します。

c) [ローカルエリア接続2（LocalAreaConnection 2）]を右クリックして、[名前の変更（Rename）]
を選択します。上記の照合に応じて、UCCEパブリックまたは UCCEプライベートに名前を
変更します。上記の例では、[ローカルエリア接続 2（Local Area Connection 2）]がUCCEパブ
リックに名前が変更されます。

ステップ 3 次のように UCCEパブリックのプロパティを設定します。
a) [UCCEパブリック（UCCE Public）]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択しま
す。

b) [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョ
ン 6（TCP/IPv6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPv6)）]を選択解除します。

c) [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョ
ン 4（TCP/IPv4）（Internet Protocol Version 4 (TCP/IPv4)）]を選択し、[プロパティ（Properties）]
を選択します。

d) インターネットプロトコルバージョン 4の [全般（General）]ダイアログボックスで、[次の
IPアドレスを使用する（Use the following IP address）]を選択して、IPアドレス、サブネット
マスク、デフォルトゲートウェイ、および DNSサーバを入力します。

e) [OK]と [閉じる（Close）]をクリックして、終了します。

ステップ 4 次のように UCCEプライベートのプロパティを設定します。
a) [UCCEプライベート（UCCE Private）]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択し
ます。

b) [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョ
ン 6（TCP/IPv6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPv6)）]を選択解除します。

c) [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョ
ン 4（TCP/IPv4）（Internet Protocol Version 4 (TCP/IPv4)）]を選択し、[プロパティ（Properties）]
をクリックします。

d) インターネットプロトコルバージョン 4の [全般（General）]ダイアログボックスで、[次の
IPアドレスを使用する（Use the following IP address）]を選択して、IPアドレスとサブネット
マスクを入力します。
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e) [詳細設定（Advanced）]をクリックします。[DNS]タブを開きます。[この接続のアドレスを
DNSに登録（Register this connection's addresses in DNS）]をオフにします。

f) [OK]をクリックして終了します。
g) DNSサーバでは、プライベート IPアドレスのエントリを追加します。この IPのホスト名に p
などのサフィックスを追加します（プライベートであることを識別するため）。

ステップ 5 バインディング順序は、次のように設定します。

a) [ネットワーク接続（Network Connections）]では、Altキーを押します。次に、[詳細
（Advanced）] > [詳細設定（Advanced Settings）]を選択します。

b) [アダプタおよびバインディング（Adapters andBindings）]ダイアログボックスの上部パネルで
は、UCCEパブリック接続がUCCEプライベート接続の上にあることを確認します。正しい順
序に並べ替える必要がある場合、矢印ボタンを使用します。次に、[OK]をクリックします。

固定の静的ルートの設定

導入で、Package CCEのサイド Aのサーバとサイド Bのサーバの間にレイヤ 3ルーティングが設
定されている場合は、UnifiedCCEデータサーバとUnifiedCCEコールサーバの仮想マシン（VM）
ごとに、Windowsの固定の静的ルートを設定します。このルーティングタイプは、WAN上でク
ラスタリングが行われるマルチサイト導入で一般的に使用されます。1サイトだけの導入では固
定の静的ルートを設定しないでください。このような導入では、Packaged CCEのサイドAサーバ
とサイド Bサーバの間で共通のサブネットが実装されています。

routeaddコマンドで固定の静的ルートを作成する場合は、宛先サブネット、サブネットマスク、
ローカルゲートウェイ IP、およびローカルプライベートネットワークインターフェイスのイン
ターフェイス番号が必要です。

route add <宛先サブネット> mask <サブネット マスク> <ゲートウエイ IP> IF <インターフェイス番号> -p

この手順でコマンドを実行するには、管理者としてDOSプロンプトを起動する必要があります。

手順

ステップ 1 Unified CCEコールサーバおよび Unified CCEデータサーバの各 VMで、ipconfig /allを実行し

ます。

プライベートネットワークインターフェイスの IPv4 アドレス、サブネット マスク、および物

理アドレス（MACアドレス）を記録します。

ステップ 2 各 VMで route print –4を実行します。

プライベートネットワークのインターフェイスを記録します。インターフェイスの物理アドレス

（MACアドレス）を確認することで、正しいインターフェイスを特定できます。

ステップ 3 各 VMで、route add <宛先サブネット> mask <サブネット マスク> <ゲートウェイ IP> IF <インターネット

番号> -pを実行し、リモートプライベートネットワークの固定の静的ルートを追加します。
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Windows アップデートの実行

手順

Microsoft Windows Updateを実行します。
アップデートが完了したら、[自動アップデートを有効にしない（Donot enable automatic updates）]
をクリックします。

Microsoft SQL Server のインストール
Microsoft SQL Server 2014をインストールし、オペレーティングシステムと同じ物理ディスクに
SQL Serverログおよびテンポラリファイルを保存します。

サポートされているエディションまたはサービスパックについては、『Cisco Packaged CCE
Software Compatibility Matrix DocWiki』（http://docwiki.cisco.com/wiki/Compatibility_Matrix_for_
Packaged_CCE）を参照してください。

（注）

はじめる前に

SQL Server 2014をインストールする前に、Microsoft .NET Framework 3.5 SP1を有効にする必要が
あります。WindowsServerで、サーバマネージャが役割と機能の追加ウィザードを使用して .NET
Framework 3.5 SP1を有効にします。詳しい手順については、Microsoftの資料（https://
technet.microsoft.com/en-au/library/dn482071.aspx）を参照してください。

コンピュータで更新プログラムを取得するためのインターネット接続がない場合は、Microsoft
.NET Framework 3.5 SP1を手動でダウンロードしてインストールする必要があります。

（注）
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手順

ステップ 1 Microsoft SQL Server ISOイメージを仮想マシンにマウントします。詳細については、ISOファイ
ルのマウントおよびアンマウント, （33ページ）を参照してください。

ステップ 2 setup.exeを実行します。

ステップ 3 左側のペインで [インストール（Installation）]を選択し、[SQL Serverの新規スタンドアロンイン
ストールを実行するか、既存のインストールに機能を追加します（New SQL Server stand-alone
installation or add features to an existing installation）]をクリックします。[OK]をクリックします。

ステップ 4 [プロダクトキー（Product Key）]ページでプロダクトキーを入力し、[次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 5 [ライセンス条項（License Terms）]に同意し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 オプション：[Microsoft Update]ページで、[Microsoft Updateを使用して更新プログラムを確認する
（Use Microsoft Update to check for updates）]チェックボックスをオンにし、[次へ（Next）]をク
リックします。

[MicrosoftUpdateを使用して更新プログラムを確認する（UseMicrosoftUpdate to check for
updates）]チェックボックスをオンにしない場合は、[製品の更新（Product Updates）]
ページで [次へ（Next）]をクリックします。

（注）

ステップ 7 [インストールルール（Install Rules）]ページで [次へ（Next）]をクリックします。
このステップでは、インストールプログラムにより、ご使用のシステムがハードウェアとソフト

ウェアの要件を満たしているかどうかが確認されます。

問題がある場合は、警告またはエラーが表示されます。ルールの詳細については、[ス
テータス（Status）]カラムで、該当する [警告（Warning）]または [エラー（Error）]リ
ンクをクリックします。

（注）

ステップ 8 [セットアップロール（SetupRole）]ページで、[SQLServer機能のインストール（SQLServer Feature
Installation）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [機能の選択（Feature Selection）]ページで、次に示す機能だけを選択し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

• Database Engine Services

• Client Tools Connectivity

• Documentation Components

• Management Tools - Basic

• Management Tools - Complete

• SQL Client Connectivity SDK

ステップ 10 [インスタンス設定（Instance Configuration）]ページで、[既定のインスタンス（Default Instance）]
を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [サーバ設定（Server Configuration）]ページで [サービスアカウント（Services Account）]タブをク
リックします。
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[サービスアカウント（Services Account）]タブで、SQLサービスを仮想アカウントに関連付ける
必要があります。

• SQL Serverデータベースエンジンの場合は、[アカウント名（Account Name）]フィールドで
[NT Service\MSSQLSERVER]を選択します。

• SQL Serverエージェントサービスの場合は、[アカウント名（Account Name）]フィールドで
[NT Service\SQLSERVERAGENT]を選択します。

仮想アカウントの代わりにネットワークまたはローカルサービスアカウントを使用で

きますが、仮想アカウントを使用するとセキュリティが強化されます。

（注）

ステップ 12 その他のサービスでは、デフォルト値を受け入れます。

ステップ 13 [開始タイプ（Start Up Type）]カラムで、[SQL Serverエージェントサービス（SQL Server Agent
service）]アカウントに対しリストから [自動（Automatic）]を選択します。

ステップ 14 [サーバ設定（Server Configuration）]ページで [照合順序（Collation）]タブを選択します。
a) [データベースエンジン（Database Engine）]セクションで [カスタマイズ（Customize）]をク
リックします。

b) [Windows照合順序指定子と並べ替え順序（Windows Collation designator and sort order）]オプ
ションボタンをオンにします。

c) 適切な照合順序を選択します。通常、組織で最もよく使用されるWindowsシステムロケール
をサポートするSQLServer照合順序を選択します（たとえば、英語の場合は「Latin1_General」
など）。

選択する照合順序は、データベースに書き込まれる内容に影響します。たとえば、Latin1_General
の照合順序を設定した場合に、カスタマーサイトのユーザがサインイン時の言語選択で中国語

を選択し、フィールド値を中国語で入力すると、データベースで文字を保存できないため、ア

プリケーションからサポート対象外の文字であることを示すエラーが戻されます。

カスタマーの言語表示に適した照合順序の設定を選択することが重要です。インストー

ル時に正しい照合順序を選択しなかった場合、カスタマー側でMicrosoft SQL Serverを
アンインストールしてから再インストールする必要があります。

重要

d) [バイナリ（Binary）]チェックボックスをオンにします。
e) [OK]をクリックし、次に [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 15 [データベースエンジン設定（Database Engine Configuration）]ページで、次を実行します。
a) [サーバ設定（Server Configuration）]ページで [混合モード（Mixed Mode）]オプションボタン
をクリックします。

b) SQL Serverシステム管理者アカウントのパスワードを入力し、確認のためもう一度入力しま
す。

c) [現在のユーザの追加（Add Current User）]をクリックして、SQLサーバをインストールする
ユーザを管理者として追加します。
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d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 16 [インストールの準備完了（Ready to Install）]ページで、[インストール（Install）]をクリックしま
す。

ステップ 17 [完了（Completing）]ページで、[閉じる（Close）]をクリックします。

ステップ 18 名前付きパイプをイネーブルにして、次のように並べ替え順序を設定します。

a) SQL Server 2014 Configuration Managerを開きます。
b) 左側のペインで、[SQLNative Client 11.0設定（32ビット）（SQLNative Client 11.0 Configuration

(32 bit)）] > [クライアントプロトコル（Client Protocols）]を選択します。
c) 右側のペインで、[名前付きパイプ（NamedPipes）]を右クリックして [有効化（Enable）]が選
択されていることを確認します。

d) [クライアントプロトコルのプロパティ（Client Protocols Properties）]ウィンドウで [名前付きパ
イプ（Named Pipes）]を選択し、[上へ移動（Move Up）]または [下へ移動（Move down）]を
クリックしてプロトコルを [共有メモリ（SharedMemory）]、[名前付きパイプ（NamedPipes）]、
[TCP/IP]の順に並べ替えて、[OK]をクリックします。

e) 左側のペインで、[SQL Serverネットワークの設定（SQL Server Network Configuration）] >
[MSSQLSERVERのプロトコル（Protocols for MSSQLSERVER）]の順に選択します。

f) 右側のペインで、[名前付きパイプ（NamedPipes）]を右クリックして [有効化（Enable）]を選
択します。

ステップ 19 次の手順に従い、SQL Serverのデフォルト言語を英語に設定します。
a) [SQL Server Management Studio]からサーバを右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択
します。

b) [詳細設定（Advanced）]をクリックします。
c) [その他（Miscellaneous）]セクションで、[既定の言語（Default Language）]を [英語（English）]
に設定します。

d) [OK]をクリックします。

SQL Serverのデフォルト言語を英語に設定するのは、Unified CCEでは米国の日付形式
（MDY）が必要であるためです。ヨーロッパ言語の多くでは、ヨーロッパの日付形式
（DMY）が使用されます。この不一致が原因で、select * from table where date =

'2012-04-08 00:00:00'などのクエリーを実行すると誤った日付のデータが戻されます。

クライアントアプリケーション（Cisco Unified Intelligence Centerなど）でローカリゼー
ションを処理します。

重要

ステップ 20 SQL Serverサービスを次のように再起動します。
a) Windowsの [サービス（Services）]ツールに移動します。
b) [SQL Server (MSSQLSERVER)]を右クリックし、[停止（Stop）]をクリックします。
c) [SQL Server (MSSQLSERVER)]を右クリックし、[開始（Start）]をクリックします。

ステップ 21 SQL Server Browserが起動していることを次のように確認します。
a) Windowsの [サービス（Services）]ツールに移動します。
b) SQL Server Browserに移動します。
c) 右クリックして、[プロパティ（Properties）]ウィンドウを開きます。
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d) サービスを有効にし、スタートアップのタイプを [自動（Automatic）]に変更します。

次の作業

SQL Serverのインストールでは、Windowsコンピュータブラウザサービスが無効にされます。
ICMDBAにはこのサービスが必要です。このサーバで ICMDBAを実行する必要がある場合は、
コンピュータブラウザサービスを有効にします。

関連トピック

ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （33ページ）

ローカリゼーションの照合順序とロケールの設定

言語の Microsoft SQL Server 照合順序設定

Microsoft SQL Serverのインストール時に照合順序を選択する必要があり、これは、カスタマーの
言語表示に対応する照合順序である必要があります。

最初の照合順序の選択が誤っている場合、カスタマーはMicrosoft SQLServerをアンインストー
ルし、正しい照合順序設定で再インストールする必要があります。

メモ

各言語のPackagedCCEおよびSQLServerの照合順序設定でサポートされている言語については、
『Cisco Packaged CCE Software Compatibility Matrix DocWiki』（http://docwiki.cisco.com/wiki/
Compatibility_Matrix_for_Packaged_CCE）を参照してください。

Windows のシステムロケール

Windowsのシステムロケールが表示言語と一致する必要があります。異なる場合、ユーザイン
ターフェイスの一部の文字が正しく表示されず、データベースに正しく保存されません。たとえ

ば、システムロケールが英語で、ユーザがスペイン語で作業している場合、文字鋭アクセント a
は正しく表示されません。

この手順を両方の CCEコールサーバ、両方の CCEデータサーバ、および任意の外部 HDSシス
テムで実行します。

1 [コントロールパネル（ControlPanel）]> [時計、言語、および地域（Clock,Language, andRegion）]
> [言語（Language）]を開きます。

2 [言語の設定の変更（Change your language preferences）]ページで必要な言語を追加します。

3 左側のペインで [詳細設定（Advance settings）]を選択します。

4 [Windowsの表示言語の上書き（Override for Windows display language）]オプションの言語を選
択します。

5 [既定の入力方式の上書き（Override for default inputmethod）]オプションの言語を選択します。
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6 仮想マシンを再起動します。

Cisco Unified Contact Center Enterprise のインストール

手順

ステップ 1 仮想マシンをドメインに追加します。

ステップ 2 Cisco Unified CCE ISOイメージを仮想マシンにマウントします。ISOファイルのマウントおよび
アンマウント, （33ページ）を参照してください。

ステップ 3 D:\ICM-CCE-CCHインストーラディレクトリから setup.exeを実行します。

ステップ 4 InstallShieldの手順に従って、Cisco Unified CCEをインストールします。

ステップ 5 インストールが完了し、プロンプトが表示されたら、コンピュータを再起動します。

ステップ 6 再起動時に、メンテナンスリリースがある場合は、メンテナンスリリースのインストーラが開始

されます。

ステップ 7 コンピュータを再起動することを要求するプロンプトが表示されたら、[はい（Yes）]をクリック
します。次に、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 8 ISOイメージをアンマウントします。

Cisco Unified CVP のネットワークアダプタの設定
Unified CVPには、1つのネットワークアダプタだけを設定する必要があります。ファイルの名前
を変更し、プロパティを設定する必要があります。
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手順

ステップ 1 [コントロールパネル（Control Panel）] > [ネットワークとインターネット（Network and Internet）]
を選択します。

ステップ 2 左側のパネルで [ネットワークと共有センター（Network and SharingCenter）]をクリックし、次に
[アダプターの設定の変更（Change adapter settings）]をクリックします。

ステップ 3 アダプタを右クリックして、[名前の変更（Rename）]を選択します。その後、名前をUCCEPublic
に変更します。

ステップ 4 [UCCE Public]を右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択します。

ステップ 5 [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョン
6（TCP/IPv6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPv6)）]を選択解除します。

ステップ 6 [ネットワーク（Networking）]ダイアログボックスでは、[インターネットプロトコルバージョン
4（TCP/IPv4）（Internet Protocol Version 4 (TCP/IPv4)）]を選択し、[プロパティ（Properties）]を
選択します。

ステップ 7 インターネットプロトコルバージョン 4の [全般（General）]ダイアログボックスで、[次の IPア
ドレスを使用する（Use the following IP address）]を選択して、IPアドレス、サブネットマスク、
デフォルトゲートウェイ、および DNSサーバを入力します。

ステップ 8 [OK]と [閉じる（Close）]をクリックして、終了します。

Cisco Unified CVP サーバのインストール

手順

ステップ 1 Unified CVP ISOイメージを仮想マシンにマウントします。詳細については、ISOファイルのマウ
ントおよびアンマウント, （33ページ）を参照してください。

ステップ 2 D:\CVP\Installer_Windowsディレクトリから setup.exeを実行します。

ステップ 3 InstallShieldウィザードに従って、D:\CVP\Installer_Windowsディレクトリから setup.exeを実行し
ます。

a) ライセンス契約に同意します。
b) [パッケージの選択（Select Packages）]画面で、追加するタイプをオンにします。オプション
は、[CVPサーバ（CVP Server）]、[Operations Console]、および [Reporting Server]です。

Unified CVP OAMPサーバ VMの作成時には [Operations Console]を選択しま
す。

（注）

c) [次へ（Next）]をクリックします。
d) U-Lawエンコードされたウェーブ形式を選択します。
e) [インストール先の選択（Choose Destination Location）]画面で、デフォルトを受け入れます。

[次へ（Next）]をクリックします。
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f) [X.509証明書（X.509 certificate）]画面で、証明書に含める情報を入力します。
g) [インストールの準備完了（Ready to Install）]画面で、[インストール（Install）]をクリックし
ます。

h) OAMPサーバのみの場合、パスワードを入力し、確認します。[次へ（Next）]をクリックしま
す。

i) インストールの完了後にコンピュータを再起動するオプションを選択します。[終了（Finish）]
をクリックします。

ステップ 4 UnifiedCVPEngineeringSpecialが使用可能な場合は、ローカルドライブにそれらをコピーします。
InstallShieldウィザードに従ってそれらをインストールします。

ステップ 5 ISOイメージをアンマウントします。

Unified CVPサーバのインストールでは、Unified CVP Ops Console Server Webサービスマネージャ
CLIのデフォルトユーザが作成され、次のクレデンシャルが設定されます。

•ユーザ名：wsmadmin

•パスワード：OAMP Server用に入力したパスワード

必要に応じて、Unified CVP Operations Consoleを使用して追加のWebサービスマネージャ CLIを
作成、管理できます。

Cisco Unified CVP Reporting Server のインストール
このタスクは、オプションの Unified CVP Reporting Serverのインストールに必要です。

IBM Informixデータベースサーバは、Unified CVP Reporting Serverの一部としてインストールさ
れます。

Unified CVP Reporting Serverをインストールする前に、データベースドライブを設定する必要が
あります（データベースドライブの設定, （37ページ）を参照）。

Unified CVP Reporting Serverをインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CVP ISOイメージを仮想マシンにマウントします。詳細については、ISOファイルのマウ
ントおよびアンマウント, （33ページ）を参照してください。

ステップ 2 DVDドライブから、CVP\Installer_Windowsディレクトリにある setup.exeを実行します。

ステップ 3 InstallShieldウィザードに従って、D:\CVP\Installer_Windowsディレクトリから setup.exeを実行し
ます。

a) ライセンス契約に同意します。
b) [パッケージの選択（Select Packages）]画面で、[Reporting Server]をオンにします。
c) [宛先フォルダの選択（Choose Destination Folder）]画面で、CVPインストールフォルダの場所
を選択します。
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d) [X.509証明書（X.509 certificate）]画面で、証明書に含める情報を入力します。
e) [データベースデータとバックアップドライブの選択（Choose the database data and backup drive）]
画面で、ドライブ文字（通常は E）を入力します。

f) [データベースサイズの選択（Database size selection）]画面で、[Premium (375GB)]を選択しま
す。

g) [インストールの準備完了（Ready to Install）]画面で、[インストール（Install）]をクリックし
ます。

h) プロンプトが表示されたら、Reporting Serverのパスワードを入力します。
i) インストールの完了後にコンピュータを再起動するオプションを選択します。[終了（Finish）]
をクリックします。

ステップ 4 UnifiedCVPEngineeringSpecialが使用可能な場合は、ローカルドライブにそれらをコピーします。
InstallShieldウィザードに従ってそれらをインストールします。

ステップ 5 ISOイメージをアンマウントします。

次の作業

導入に 2台目の外部 Unified CVP Reporting Serverが必要な場合は、この手順を繰り返します。

VOS ベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/
プライマリノードのインストール

このタスクは、VOSベースの 3つのコンタクトセンターアプリケーション（Cisco Finesse、Cisco
Unified Communications Manager、および Cisco Unified Intelligence Center）のパブリッシャ/プライ
マリノードに必要です。

はじめる前に

DNS設定は、Cisco Unified CommunicationsManager、Cisco Unified Intelligence Center、およびCisco
Finesseのインストールに必須です。DNSを設定するには、VMを DNSの前方および逆引き参照
に追加します。

手順

ステップ 1 ソフトウェアの ISOイメージを仮想マシンにマウントします。

ステップ 2 仮想マシンを選択して、電源をオンにします。

ステップ 3 インストールウィザードに従い、次のように選択します。

a) [ディスクが見つかりました（Disk Found）]画面で、[はい（Yes）]をクリックして、メディア
の整合性確認を始めます。

b) [成功（Sucess）]画面で、[OK]を選択します。
c) [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]画面で、次のように操作します。
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• FinesseまたはUnified CommunicationsManagerをインストールする場合は、[OK]を選択し
ます。

• Unified Intelligence Centerをインストールする場合は、[Unified Intelligence Centerとライブ
データ（Unified Intelligence Center with Live Data）]を選択し、[OK]を選択します。

d) [インストールの続行（Proceed with Install）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。
e) [プラットフォームのインストールウィザード（Platform Installation Wizard）]画面で、[続行
（Proceed）]を選択します。

f) [パッチの適用（Apply Patch）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。
Finesseにはこの手順はありません。

g) [基本インストール（Basic Install）]画面で、[続行（Continue）]を選択します。
h) [タイムゾーンの設定（Timezone Configuration）]画面で、下矢印を使用して、サーバが配置さ
れている場所に最も近い現地のタイムゾーンを選択します。[OK]を選択します。

i) [自動ネゴシエーションの設定（Auto Negotiation Configuration）]画面で、[続行（Continue）]
を選択します。

j) [MTUの設定（MTUConfiguration）]画面で [いいえ（No）]を選択して、最大伝送単位をデフォ
ルト設定のままにします。

k) [DHCPの設定（DHCP Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。
Finesseにはこの手順はありません。

l) [スタティックネットワーク設定（Static Network Configuration）]画面で、スタティック設定値
を入力します。[OK]を選択します。

m) [DNSクライアントの設定（DNS Client Configuration）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。
Cisco Finesseでは、DNSクライアント設定が必須です。この画面で [はい（Yes）]を
選択します。[いいえ（No）]を選択すると、エージェントはデスクトップにサインイ
ンできなくなり、Finesseを再インストールしなければならなくなります。

重要

n) DNSクライアントの設定を入力します。[OK]を選択します。
o) [管理者ログインの設定（Administrator Login Configuration）]画面で、プラットフォーム管理者
のユーザ名を入力します。管理者のパスワードを入力して確認します。[OK]を選択します。

p) [証明書情報（Certificate Information）]画面で、証明書署名要求を作成するためのデータ（組
織、部門、場所、都道府県、国）を入力します。[OK]を選択します。

q) [最初のノード設定（First Node Configuration）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。
r) [ネットワークタイムプロトコルクライアントの設定（NetworkTimeProtocolClientConfiguration）]
画面で、有効な NTPサーバの IPアドレスを入力し、[OK]を選択します。

適切な NTPの設定が必要で
す。

重要

s) [セキュリティの設定（Security Configuration）]画面で、セキュリティパスワードを入力し、
[OK]を選択します。

t) [SMTPホストの設定（SMTP Host Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。
Finesseにはこの手順はありません。
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u) Unified Communications Managerのみ：[Smart Call Homeの有効化（Smart Call Home Enable）]画
面で [システム起動時にすべてのCallHomeを無効にする（DisableAll CallHomeonSystemStart）]
を選択します。

v) [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]画面で、アプリケーション
ユーザ名を入力します。アプリケーションユーザのパスワードを入力して確認します。[OK]
を選択します。

w) [プラットフォーム設定の確認（PlatformConfigurationConfirmation）]画面で、[OK]を選択しま
す。インストールが始まり、自動で実行されます。

•インストールの途中でリブートが行われます。

• Cisco Unified Intelligence Centerの場合、ライセンスを取得するための URLとメディアア
クセスコントロール（MAC）アドレスを示す [製品ライセンス（ProductLicensing）]画面
が表示されたら、MACアドレスを書き留めます。この情報はライセンスアプリケーショ
ンで必要になります。

•インストールが終了し、サインインプロンプトが表示されます。

ステップ 4 ISOイメージをアンマウントします。

関連トピック

DNSサーバの設定, （36ページ）
NTPおよび時刻同期, （17ページ）
ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （33ページ）

Cisco Unified Intelligence Center ライセンス

ライセンスの入手

はじめる前に

Unified Intelligence Centerに付属の製品認証キー（PAK）にアクセスします。PAKがない場合は、
licensing@cisco.comに連絡します。

手順

ステップ 1 製品ライセンス登録ポータル（https://tools.cisco.com/SWIFT/LicensingUI/Home）にサインインしま
す。

ステップ 2 [製品ライセンスの登録を続行（Continue to Product License Registration）]をクリックします。

ステップ 3 [新規ライセンス（New Licenses）]フィールドに PAKを入力します。
PAKは最大 10個まで、カンマで区切って入力できます。
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ステップ 4 [履行（Fulfill）]をクリックします。

ステップ 5 機能を選択し、数量を入力します。

ステップ 6 [シリアル番号（Serial Number）]フィールドに、MACアドレスを入力します。MACアドレスの
特定, （58ページ）を参照してください。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 ライセンス契約書の条項に同意し、受信者の情報を入力し、[送信（Submit）]をクリックします。
要求が処理されます。

ステップ 9 [ダウンロード（Download）]をクリックしてライセンスをダウンロードします。
ライセンスは、電子メールでも送信されます。

MAC アドレスの特定

Unified ICを実行するためのライセンスを適用するときにコントローラノードのMACアドレスを
指定する必要があります。

MACアドレスは、インストールの最後にオンラインで表示されます。書き留める時間がない場合
は、次のようにインストールの完了後にコマンドラインインターフェイスを使用して検索するこ

とができます。

手順

ステップ 1 システム管理者ユーザのクレデンシャルを使用してサインインします。

ステップ 2 次の CLIコマンドを入力します。show status

ライセンスのアップロード

Unified IC管理インターフェイスでライセンスをアップロードします。

手順

このためには、[クラスタ設定（Cluster Configuration）] > [ライセンス管理（LicenseManagement）]
を選択します。手順については、オンラインヘルプを参照してください。
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Cisco Unified Communications Manager 用のクラスタの設定

手順

ステップ 1 ブラウザで Unified Communications Managerパブリッシャを起動します（http://<CUCMパブリッ
シャの IPアドレス>）。

ステップ 2 [システム（System）] > [サーバ（Server）] > [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 3 [サーバの設定（Server Configuration）]ページで、[サーバタイプ（Server Type）]の [CUCM音声/
ビデオ（CUCM Voice/Video）]を選択します。[次へ]をクリックします。

ステップ 4 [サーバの設定（Server Configuration）]ページで、サブスクライバの IPアドレスを入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

Unified Communications Manager AXL ユーザアカウントの作成
Unified Communications Manager Administrationで Unified Communications Manager AXLユーザを作
成します。最初に標準 AXL APIアクセスを使用してアクセスコントロールグループを作成し、
次にそのアクセスコントロールグループの権限を使用してアプリケーションユーザを作成しま

す。

手順

ステップ 1 ブラウザで Unified Communications Manager Administrationを起動します（https://<Unified
Communications Manager パブリッシャの IP アドレス >/ccmadmin）。

ステップ 2 次のようにアクセスコントロールグループを作成します。

a) [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [アクセスコントロールグ
ループ（Access Control Group）]を選択します。

b) [新規追加（Add New）]をクリックします。
c) アクセスコントロールグループの名前を入力します。
d) [保存（Save）]をクリックします。

[アクセスコントロールグループの設定（Access Control Group Configuration）]ページが開きま
す。

e) [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンメニューで [アクセスコントロールグループに
権限を割り当て（Assign Role to Access Control Group）]を選択し、[検索（Go）]をクリックし
ます。

f) [グループに権限を割り当て（Assign Role to Group）]をクリックします。
[権限の検索/一覧表示（Find and List Roles）]ポップアップウィンドウが開きます。

g) [検索（Find）]をクリックします。
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h) [標準AXL APIアクセス（Standard AXL API Access）]チェックボックスをオンにします。
i) [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
j) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 アプリケーションユーザを次のように作成します。

a) [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [アプリケーションユーザ
（Application User）]を選択します。

b) [新規追加（Add New）]をクリックします。
c) アプリケーションユーザの名前とパスワードを入力します。
d) [権限情報（Permissions Information）]セクションで [アクセスコントロールグループに追加（Add

to Access Control Group）]をクリックします。
[アクセスコントロールグループの検索/一覧表示（Find and List Access Control Groups）]ダイア
ログボックスが開きます。

e) [検索（Find）]をクリックします。
f) 作成したアクセスコントロールグループのチェックボックスをオンにします。
g) [選択項目の追加（Add Selected）]をクリックします。
h) [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Unified Intelligence Center のクラスタの設定

手順

ステップ 1 ブラウザでURL https://<ホスト名>:8443/oampにアクセスします。ここで、<ホスト名>は
Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャのホスト名です。

ステップ 2 インストール時に定義したシステムアプリケーションのユーザ IDとパスワードを使用してサイ
ンインします。

ステップ 3 左側のセクションから、[デバイス管理（Device Management）] > [デバイス設定（Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 4 [メンバーの追加（Add Member）]をクリックします。

ステップ 5 サブスクライバ用の [デバイス設定（DeviceConfiguration）]の各フィールドに、デバイスの名前、
ホスト名または IPアドレス、および説明を入力します。

ステップ 6 クラスタ設定が完了したら、パブリッシャを再起動します。

システムによりライブデータフェールオーバー設定が更新されます。
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Cisco Finesse のクラスタの設定

手順

ステップ 1 ブラウザでCiscoFinesseプライマリノードを起動します（https://<Finesse プライマリ ノー

ドの FQDN>/cfadmin）。
IPv6クライアントを使用する場合は、URLにポート番号を含める必要があります（https://<Finesse
プライマリノードの FQDN>:8445/cfadmin）。

ステップ 2 [ホーム（Home）] > [クラスタの設定（Cluster Settings）]に移動します。（このパスは、デフォル
ト設定に基づいており、クラスタ設定ガジェットのページを変更していないことが前提となりま

す）。

ステップ 3 Cisco Finesseセカンダリノードのホスト名を追加します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 次のように Cisco Finesse Tomcatを再起動します。
a) Cisco Finesse Tomcat Serviceを停止するには、CLIコマンド utils service stopCisco Finesse Tomcat
を入力します。

b) Cisco Finesse Tomcat Serviceを開始するには、CLIコマンド utils service start Cisco Finesse Tomcat
を入力します。

VOS ベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライ
バ/セカンダリノードのインストール

このタスクは、VOSベースの 3つのコンタクトセンターアプリケーション（Cisco Finesse、
Cisco Unified CommunicationsManager、およびCisco Unified Intelligence Center）のサブスクライ
バ/セカンダリノードのインストールに必要です。

（注）

はじめる前に

DNS設定は、Cisco Unified CommunicationsManager、Cisco Unified Intelligence Center、およびCisco
Finesseのインストールに必須です。DNSを設定するには、VMを DNSの前方および逆引き参照
に追加します。

サブスクライバ/セカンダリノードをインストールするには、まず、パブリッシャ/プライマリノー
ドをインストールし、クラスタを設定する必要があります。
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手順

ステップ 1 ソフトウェアの ISOイメージを仮想マシンにマウントします。

ステップ 2 仮想マシンを選択して、電源をオンにします。

ステップ 3 インストールウィザードに従い、次のように選択します。

a) [ディスクが見つかりました（Disk Found）]画面で、[はい（Yes）]をクリックして、メディア
の整合性確認を始めます。

b) [成功（Sucess）]画面で、[OK]を選択します。
c) [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]画面で、次のように操作します。

• FinesseまたはUnified CommunicationsManagerをインストールする場合は、[OK]を選択し
ます。

• Unified Intelligence Centerをインストールする場合は、[Unified Intelligence Centerとライブ
データ（Unified Intelligence Center with Live Data）]を選択し、[OK]を選択します。

d) [インストールの続行（Proceed with Install）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。
e) [プラットフォームのインストールウィザード（Platform Installation Wizard）]画面で、[続行
（Proceed）]を選択します。

f) [パッチの適用（Apply Patch）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。
Finesseにはこの手順はありません。

g) [基本インストール（Basic Install）]画面で、[続行（Continue）]を選択します。
h) [タイムゾーンの設定（Timezone Configuration）]画面で、下矢印を使用して、サーバが配置さ
れている場所に最も近い現地のタイムゾーンを選択します。[OK]を選択します。

i) [自動ネゴシエーションの設定（Auto Negotiation Configuration）]画面で、[続行（Continue）]
を選択します。

j) [MTUの設定（MTUConfiguration）]画面で [いいえ（No）]を選択して、最大伝送単位をデフォ
ルト設定のままにします。

k) [DHCPの設定（DHCP Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。
Finesseにはこの手順はありません。

l) [スタティックネットワーク設定（Static Network Configuration）]画面で、スタティック設定値
を入力します。[OK]を選択します。

m) [DNSクライアントの設定（DNS Client Configuration）]画面で、[はい（Yes）]を選択します。
Cisco Finesseでは、DNSクライアント設定が必須です。この画面で [はい（Yes）]を
選択します。[いいえ（No）]を選択すると、エージェントはデスクトップにサインイ
ンできなくなり、Finesseを再インストールしなければならなくなります。

重要

n) DNSクライアントの設定を入力します。[OK]を選択します。
o) [管理者ログインの設定（Administrator Login Configuration）]画面で、プラットフォーム管理者
のユーザ名を入力します。管理者のパスワードを入力して確認します。[OK]を選択します。

p) [証明書情報（Certificate Information）]画面で、証明書署名要求を作成するためのデータ（組
織、部門、場所、都道府県、国）を入力します。[OK]を選択します。

q) [最初のノード設定（First Node Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。
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r) 警告画面で、[OK]を選択します。
s) [ネットワーク接続性テストの設定（Network Connectivity Test Configuration）]画面で、[いいえ
（No）]を選択します。

t) [最初のノードのアクセス設定（First NodeAccess Configuration）]画面で、最初のノードのホス
ト名と IPアドレスを入力します。セキュリティパスワードを入力および確認します。[OK]を
選択します。

u) [SMTPホストの設定（SMTP Host Configuration）]画面で、[いいえ（No）]を選択します。
Finesseにはこの手順はありません。

v) [プラットフォーム設定の確認（PlatformConfigurationConfirmation）]画面で、[OK]を選択しま
す。インストールが始まり、自動で実行されます。

•インストールの途中でリブートが行われます。

• Cisco Unified Intelligence Centerの場合、ライセンスを取得するための URLとメディアア
クセスコントロール（MAC）アドレスを示す [製品ライセンス（ProductLicensing）]画面
が表示されたら、MACアドレスを書き留めます。この情報はライセンスアプリケーショ
ンで必要になります。

•インストールが終了し、サインインプロンプトが表示されます。

ステップ 4 ISOイメージをアンマウントします。

関連トピック

DNSサーバの設定, （36ページ）
ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （33ページ）

Unified Communications Manager ライセンス

ライセンスの生成と登録

手順

ステップ 1 ブラウザで Unified Communications Managerを起動します（https://<Unified CM パブリッ

シャの IP アドレス>）。

ステップ 2 [Cisco Prime License Manager]をクリックして、[ライセンス（License）] > [履行（Fulfillment）]に
移動します。

ステップ 3 [他の履行（Other Fulfillment）]オプションの下で、[ライセンス要求の生成（Generate License
Request）]をクリックします。
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ステップ 4 [ライセンス要求と次の手順（License Request and Next Steps）]ウィンドウが開いたら、テキスト
（PAK ID）をコピーします。

ステップ 5 [シスコライセンス登録（Cisco License Registration）]リンクをクリックします。

ステップ 6 サインインし、[製品ライセンス登録に進む（Continue to Product License Registration）]をクリック
します。

ステップ 7 [履行するシングル PAK/トークンの入力（Enter a Single PAK or Token to fulfill）]フィールドに、
PAK IDを貼り付けて、[シングル PAK/トークンの履行（Fulfill Single PAK/Token）]をクリックし
ます。

ライセンスファイルが電子メールメッセージで届きます。

ライセンスのインストール

手順

ステップ 1 電子メールメッセージからライセンスファイルを解凍します。

ステップ 2 [その他の履行オプション（OtherFulfillmentOptions）]で、[ライセンスをファイルから履行（Fulfill
Licenses from File）]を選択します。

ステップ 3 [参照（Browse）]をクリックしてライセンスファイルを検索します。

ステップ 4 [インストール（Install）]をクリックし、ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 5 [製品インスタンス（Product Instances）]に移動します。次に、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 6 Cisco Unified Communications Managerパブリッシャの名前、ホスト名/IPアドレス、ユーザ名、お
よびパスワードを入力します。

ステップ 7 Unified CMの製品タイプを選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [今すぐ同期（Synchronize Now）]をクリックします。

サービスのアクティブ化

サービスをアクティブ化するには、次の手順を実行します。

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)
64

サービスのアクティブ化



手順

ステップ 1 https://<CUCM パブリッシャの IP アドレス>/ccmadminで Cisco Unified CM Administration
を開きます。

ステップ 2 [ナビゲーション（Navigation）]メニューから [CiscoUnified Serviceability]を選択し、[移動（Go）]
をクリックします。

ステップ 3 [ツール（Tools）] > [サービスのアクティベーション（Service Activation）]を選択します。

ステップ 4 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、サービスをアクティブ化するサーバを選択し、
[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 5 パブリッシャの場合、次のサービスがアクティブ化されていることを確認し、[保存（Save）]を
クリックします。

• Cisco CallManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco CTIManager

• Cisco Tftp

• Cisco Bulk Provisioning Service

• Cisco AXL Web Service

• Cisco Serviceability Reporter

• Cisco CTL Provider

• Cisco Certificate Authority Proxy Function

• Cisco Dialed Number Analyzer Server

ステップ 6 サブスクライバの場合、次のサービスがアクティブ化されていることを確認し、[保存（Save）]
をクリックします。

• Cisco CallManager

• Cisco IP Voice Media Streaming App

• Cisco CTIManager

• Cisco AXL Web Service

• Cisco CTL Provider

• Cisco Dialed Number Analyzer Server
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第 III 部

設定
• Cisco Unified Contact Center Enterpriseデータサーバの設定, 69 ページ

• Cisco Packaged Contact Center Enterprise導入の初期化 , 71 ページ

• Cisco Unified Contact Center Enterpriseコールサーバの設定, 77 ページ

• Cisco Unified Customer Voice Portalの設定, 79 ページ

• Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting Serverの設定, 87 ページ

• Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの設定, 93 ページ

• Cisco Unified Communications Managerの設定, 101 ページ

• Cisco Unified Intelligence Centerの設定, 111 ページ

• Cisco Finesseの設定, 117 ページ

• IPv6を設定する, 129 ページ





第 7 章

Cisco Unified Contact Center Enterprise データ
サーバの設定

• Cisco Unified Contact Center Enterpriseデータサーバの設定, 69 ページ

• SQL Serverの設定, 69 ページ

• ドメインマネージャの設定, 70 ページ

Cisco Unified Contact Center Enterprise データサーバの設定
この章には、サイド Aとサイド Bの Unified CCEデータサーバに対して実行する必要がある設定
手順が含まれます。

SQL Server の設定

手順

ステップ 1 Windowsの [スタート（Start）]アイコンをクリックし、下向き矢印アイコンを選択してすべての
アプリケーションを表示します。

ステップ 2 [Microsoft SQL Server 2014 Management Studio]を開きます。

ステップ 3 ログインします。

ステップ 4 [セキュリティ（Security）]と [ログイン（Logins）]を順に展開します。

ステップ 5 BUILTIN \ Administratorグループが表示されていない場合:
a) [ログイン（Logins）]を右クリックし、[新しいログイン（New Login）]を選択します。
b) [検索（Search）]をクリックし、[場所（Locations）]を選択して、ドメインツリー内のBUILTIN
の場所を見つけます。

c) Administratorsと入力し、[名前の確認（Check Name）]をクリックし、[OK]をクリックしま
す。
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d) [BUILTIN\Administrators]をダブルクリックします。
e) [サーバロール（Server Roles）]を選択します。
f) [public]と [sysadmin]が両方ともオンになっていることを確認します。

ドメインマネージャの設定

この作業は一度だけ（設定する最初の Unifiedデータサーバ上で）行います。

Unified CCEサーバが属するドメインで、Ciscoルート OUを作成する必要があります。重要

手順

ステップ 1 Windowsの [スタート（Start）]アイコンをクリックし、下向き矢印アイコンを選択してすべての
アプリケーションを表示します。

ステップ 2 アプリケーションの一覧から [ドメインマネージャ（Domain Manager）]アイコンを選択します。

ステップ 3 ドメインに組織単位（OU）を作成する権限を持つユーザとしてログインします。

ステップ 4 左側のセクションで、ドメインを展開します。

ステップ 5 Ciscoルートを Cisco_ICMとして追加します。
a) [Ciscoルート（Cisco root）]の下の [追加（Add）]をクリックします。
b) Ciscoルート OUを作成する OUを選択し、[OK]をクリックします。

ステップ 6 ファシリティ組織単位（OU）を追加します。
a) 右側のセクションの [ファシリティ（Facility）]の下で、[追加（Add）]をクリックします。
b) ファシリティの名前を入力し、[OK]をクリックします。

ステップ 7 インスタンス OUを追加します。
a) 右セクションの[インスタンス（Instance）]の下で[追加（Add）]をクリックします。
b) インスタンス名を入力し、[OK]をクリックします。

ステップ 8 [閉じる（Close）]をクリックします。
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第 8 章

Cisco Packaged Contact Center Enterprise 導入
の初期化

• Packaged CCE導入タイプの初期化, 71 ページ

• システムレベルの設定, 75 ページ

Packaged CCE 導入タイプの初期化
Unified CCE Administrationを使用して Packaged CCE導入を初期化します。

UnifiedCCEAdministrationに初めてログインすると、導入のコンポーネントの情報とクレデンシャ
ルを入力するように求められます。Packaged CCEはこの情報を使用して、コンポーネントを設定
し、システムインベントリを構築します。

手順

ステップ 1 Active Directoryのユーザ名とパスワード（https://<IP アドレス>/cceadmin、<IPアドレス>
はサイド Aのデータサーバのアドレス）を使用して Unified CCE Administrationにログインしま
す。

[導入を設定する（Configure your deployment）]ポップアップウィンドウが自動的に開きます。

ステップ 2 [導入（Deployment）]ページで、[インスタンス（Instance）]ドロップダウンリストからインスタ
ンスを選択します。このとき、ユーザは、選択したインスタンスのセットアップセキュリティグ

ループのメンバーである必要があります。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [VMホスト（VM Host）]ページで、サイド Aとサイド Bの VMwareホストの IPアドレス、ユー
ザ名、およびパスワードを入力し、[次へ（Next）]をクリックします。
VMwareホストは、ESXiがインストールされた 2台の UCSサーバです。[ユーザ名（username）]
と [パスワード（password）]フィールドは、ESXiに設定されたホストのログイン名とパスワード
です。

Packaged CCEが導入の VMを検証します。
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ステップ 4 [クレデンシャル（Credentials）]ページで、導入の各コンポーネントの情報を入力します。コン
ポーネントの情報を入力したら、[次へ（Next）]をクリックします。
システムは、入力されたクレデンシャルを検証し、次のコンポーネントの情報を要求します。

必要な情報コンポーネント

次のいずれかを行います。

•オンボックス Unified Communications Manager導入の Unified CM
パブリッシャ。

•外部 Unified Communications Manager導入の Unified CMパブリッ
シャ名と IPアドレス。

AXLユーザ名およびパスワード。

Unified CM

Unified CVP Ops Console Server Web Servicesマネージャの CLIユーザ
名およびパスワード。

Unified CVP Operations Consoleユーザ名およびパスワード。

Unified CVP

Unified CCE診断フレームワークサービスのドメイン、ユーザ名、お
よびパスワード。

これらのクレデンシャルは、インスタンスの設定のセキュリティグ

ループのメンバーであり、導入（サイド Aおよび B Unified CCEデー
タサーバおよびサイド Aおよび Bは、 Unified CCEサーバ）にコー
ルのすべての CCEコンポーネントの有効な必要があるドメインユー
ザ用である。

Unified CCEデータサー
バ

Unified IntelligenceCenter Administrationのユーザ名およびパスワード。Unified Intelligence Center

Finesse Administrationのユーザ名およびパスワード。Finesse

ステップ 5 [設定（Settings）]ページで、次を選択します。

• [MobileAgentコーデック（MobileAgent Codec）]ドロップダウンメニューから、MobileAgent
コールに使用するコーデックを選択します。選択したコーデックは、音声ゲートウェイで指

定されたコーデックに一致する必要があります。

•外部 Unified Communications Managerの場合は、[サイド A接続（Side A Connection）]および
[サイド B接続（Side B Connection）]ドロップダウンメニューから、サイド Aおよびサイド
B Unified CCEコールサーバを接続する Unified CMサブスクライバを選択します。

• [サービスアカウントの自動作成（Automatically create service accounts）]チェックボックスで
は、次のいずれかを選択します。

◦自動初期化で Active Directoryにサービスアカウントを作成する場合は、チェックボッ
クスをオンのままにします。
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これらのアカウントは、作成されるとサービスグループに追加されます。

◦既存の Active Directoryアカウントを使用する場合は、チェックボックスをオフにしま
す。Packaged CCEサーバと同じドメインの既存の Active Directoryユーザのユーザ名と
パスワードを入力します。

このアカウントはサービスグループに追加されます。

[[次へ（Next）]をクリックします。

導入が初期化されます。[詳細（Details）]ダイアログボックスに自動初期化タスクのステータス
が表示されます。（詳細については、コンポーネントの自動初期化タスク, （73ページ）を参照
してください）。

ステップ 6 自動初期化タスクが完了したら、[完了（Done）]をクリックします。[システムインベントリ
（System Inventory）]が開きます。
自動初期化タスクのいずれかが失敗した場合は、エラーを修正し、[再試行（Retry）]をクリック
します。

再試行が成功した場合は、自動初期化が継続されます。

一部のタスクが失敗した場合、タスクを再試行する前に、完了したすべてのタスクを再試行以前

の状態に戻す必要があります。システムをクリーンな状態に戻す必要があることを通知するメッ

セージが表示されます。

[OK]をクリックし、システムがクリーンな状態に戻ったら、[やり直す（Start Over）]をクリック
します。

初期化が完了し、[完了（Done）]をクリックすると、[システムインベントリ（System
Inventory）]が開き、一部のマシンに関するアラートが表示されます。これらのアラートは、
Unified Communications Managerの設定後にクリアされます。

（注）

関連トピック

Unified Communications Manager AXLユーザアカウントの作成, （59ページ）
Cisco Unified Communications Managerの設定, （101ページ）

コンポーネントの自動初期化タスク

Packaged CCEは初期化中に次のタスクを実行します。
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自動初期化タスクコンポーネント

• UnifiedCommunicationsManagerから JTAPIをダウンロードし、Unified
CCEコールサーバにインストールします。

•ルータを作成します。

• CUCM PIMおよび 4つの VRU PIMを使用して汎用ペリフェラル
ゲートウェイ（PG）を作成します。

•メディアルーティング PG（MR PG）を作成します。

• CTIサーバを作成します。

Unified CCEコール
サーバ

•ロガーを作成します。

•必要な基本設定を使用してロガーデータベースを作成します。

• Administration and Data Server（AW）を作成します。

• AWデータベースを作成します。

• Unified Intelligence Centerデータソースに使用される Cisco Unified
Intelligence Center SQLユーザアカウントを作成します。

• Finesseデータソースに使用される Cisco Finesse SQLユーザアカウ
ントを作成します。

Unified CCEデータ
サーバ

• Unified CCEコールサーバの設定に使用されるアプリケーション
ユーザを作成します。

Unified
Communications
Manager

• Unified CVPコールサーバのコンポーネントを設定します。

• Unified CVP VXMLサーバのコンポーネントを設定します。

• Unified CVP Media Serverのコンポーネントを設定します。

• Unified CVP Reporting Serverのコンポーネントを設定します（使用
する場合）。

Unified Customer Voice
Portal

•履歴データソースおよびリアルタイムデータソースを作成します。
Unified Intelligence
Center

• CTIサーバ設定を設定します。

• AWデータベースへの接続を設定します。

Finesse
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システムレベルの設定

Packaged CCE導入の設定後に、システムレベルの設定を指定できます。たとえば、Unified
Communications Manager、Unified CVP、および発信コールのラベルを入力できます。

システム設定の詳細については、『Cisco Packaged Contact Center Enterprise Administration and
Configuration Guide』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/tsd-products-support-maintain-and-operate.html）を参照してくださ
い。

手順

ステップ 1 Unified CCE Administrationで、[システム（System）] > [設定（Settings）]を選択します。

ステップ 2 [一般（General）]、[エージェント（Agents）]、[コールレポート（Call Reporting）]、および [ラベ
ル（Labels）]の各タブで、システムレベルの設定を指定します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
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第 9 章

Cisco Unified Contact Center Enterprise コール
サーバの設定

• Cisco Unified Contact Center Enterpriseコールサーバの設定, 77 ページ

• メディアルーティングペリフェラルゲートウェイへの PIMの追加, 77 ページ

Cisco Unified Contact Center Enterprise コールサーバの設定
この章には、サイド Aとサイド Bの Unified CCEコールサーバに対して実行する必要がある設定
手順が含まれます。

メディアルーティングペリフェラルゲートウェイへの PIM の追加
メディアルーティングペリフェラルゲートウェイ（MRPG）は、自動初期化中に作成されます。

MR PGの PIMの作成はオプションです。メディアルーティングペリフェラルゲートウェイには
最大 4つの PIMを作成できます。

•アウトバウンド PIM

• SocialMinerに対するマルチチャネル PIM

• E-Mail and Web Interaction Managerに対するマルチチャネル PIM

•サードパーティのマルチチャネルアプリケーションに対するマルチチャネル PIM

マルチチャネル PIMに関連付けられているダイヤル番号を作成するには、最初に次の作業を行い
ます。

•ペリフェラルゲートウェイセットアップを使用して PIMを作成します。

• Unified CCE管理システムを使用して、ソリューションインベントリに外部マシンを追加し
ます。[システム（System）] > [展開（Deployment）]を選択します。下方向にスクロールし、
[マシンの追加（Add Machine）]をクリックします。
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アウトバウンド PIMおよびマルチチャネル PIMの追加の手順については、『Cisco Packaged
Contact Center Enterprise Features Guide』（http://www.cisco.com/en/US/products/ps12586/prod_
maintenance_guides_list.html）を参照してください。

（注）
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第 10 章

Cisco Unified Customer Voice Portal の設定

• Cisco Unified Customer Voice Portalの設定, 79 ページ

• ゲートウェイの設定, 79 ページ

• Unified CVPスクリプトおよびメディアファイルの転送, 80 ページ

• Unified Customer Voice Portalライセンス, 81 ページ

• SNMPの設定, 82 ページ

• SIPサーバグループの設定, 83 ページ

• ダイヤル番号パターンの設定, 84 ページ

Cisco Unified Customer Voice Portal の設定
この章では、サイド Aとサイド Bに Cisco Unified CVPサーバおよび OAMPサーバを設定するた
めに実行する必要がある手順について説明します。

Unified CVP Operations Console（https://<ホスト名>:9443/oamp）に Unified CVP管理者アカウント
でサインインします。

ゲートウェイの設定

Internet Explorer 11を使用する場合、Internet Explorerの互換表示Webサイトのリストに、Unified
CVP Operations Consoleの URLを追加して、Operation Consoleを使用できるようにする必要が
あります。互換表示設定は、Internet Explorerの [ツール（Tool）]メニューからアクセスできま
す。

（注）
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手順

ステップ 1 Unified CVP Operations Consoleで、[デバイス管理（Device Management）] > [ゲートウェイ
（Gateway）]に移動します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [一般（General）]タブで、次のように設定します。
a) IPアドレスを入力します。
b) ホスト名を入力します。
c) デバイスタイプを選択します。
d) [ユーザ名とパスワード（Username and Passwords）]ペインに、ユーザ名とパスワードを入力
し、パスワードを有効にします。

ステップ 4 [サインインのテスト（Test Sign-in）]をクリックして、ゲートウェイとの接続を確立でき、クレ
デンシャルが正しいことを確認します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 すべてのゲートウェイに対して繰り返し行ってください。

Unified CVP スクリプトおよびメディアファイルの転送
通知先を作成し、すべての Unified CVPデバイスに展開します。

手順

ステップ 1 OperationsConsoleにログインし、[一括管理（BulkAdministration）] > [ファイル転送（FileTransfer）]
> [スクリプトおよびメディア（Scripts and Media）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスタイプの選択（Select device type）]フィールドで、[ゲートウェイ（Gateway）]を選択し
ます。

ステップ 3 すべてのゲートウェイを [選択済み（Selected）]に移動します。

ステップ 4 [デフォルトゲートウェイファイル（Default Gateway files）]を選択します。

ステップ 5 [転送（Transfer）]を選択し、ポップアップウィンドウで [OK]を選択します。
別のイングレスゲートウェイおよびVXMLゲートウェイがある場合は、コンポーネントごとに該
当するファイルとスクリプトを選択します。

ステップ 6 [ファイル転送ステータス（FileTransfer Status）]をクリックして転送の進捗状況をモニタします。

ステップ 7 ゲートウェイでアプリケーションサービスを設定した後で、ゲートウェイにログインし、Cisco
IOS CLIコマンド call application voice load <service_Name>を使用して、各 Unified CVPサービス
の Cisco IOSメモリにゲートウェイダウンロード転送ファイルをロードします。
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Unified Customer Voice Portal ライセンス

ライセンスの生成

はじめる前に

Unified CVPソフトウェアとともに受け取った製品認証キー（PAK）にアクセスします。

手順

ステップ 1 製品ライセンス登録ポータル（https://tools.cisco.com/SWIFT/LicensingUI/Home）にサインインしま
す。

ステップ 2 [製品ライセンスの登録を続行（Continue to Product License Registration）]をクリックします。

ステップ 3 [新規ライセンス（New Licenses）]フィールドに PAKを入力します。
PAKは最大 10個まで、カンマで区切って入力できます。

ステップ 4 [履行（Fulfill）]をクリックします。

ステップ 5 機能を選択し、数量を入力します。

ステップ 6 [シリアル番号（Serial Number）]フィールドで、次のように入力します。

• Unified CVPサーバまたはUnified CVPReporting Serverの場合は、IPアドレスを入力します。

• Unified Call Studioの場合は、MACアドレスを入力します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 ライセンス契約書の条項に同意し、受信者の情報を入力し、[送信（Submit）]をクリックします。
要求が処理されます。

ステップ 9 [ダウンロード（Download）]をクリックしてライセンスをダウンロードします。
ライセンスは、電子メールでも送信されます。
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Unified CVP Server のライセンスファイルの転送

手順

ステップ 1 Unified CVP Operations Consoleで、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転送（File
Transfer）] > [ライセンス（Licenses）]に移動します。

ステップ 2 [参照（Browse）]をクリックして、アップロードするライセンスファイルを選択します。

ステップ 3 [転送（Transfer）]をクリックします。次に、確認のメッセージで [OK]をクリックします。

ステップ 4 [ファイル転送ステータス（File Transfer Status）]をクリックします。

ステップ 5 各ファイル転送の [ステータス（Status）]列に [成功（Success）]と表示されていることを確認し
ます。

ステップ 6 [システム（System）] > [コントロールセンター（Control Center）]に移動します。

ステップ 7 正常にシャットダウンしてから、リストの各コールサーバコンポーネントを起動します。

これによって、新しいラインセンスが有効になります。

SNMP の設定

これはオプションです。詳細については、次を参照してください。簡易ネットワーク管理プ

ロトコル, （209ページ）
（注）

手順

ステップ 1 Unified CVP Operations Consoleで、[SNMP] > [V1/V2c] > [コミュニティストリング（Community
String）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
a) コミュニティストリングに名前を付けます。
b) [デバイス（Devices）]タブを選択し、SNMPコミュニティストリングをデバイスに割り当て
ます。

c) [保存して展開（Save and Deploy）]をクリックします。

ステップ 3 通知先を作成し、すべての Unified CVPデバイスに展開します。
a) [SNMP] > [V1/V2c] > [通知の送信先（Notification Destination）]に移動します。
b) 各フィールドに値を指定します。
c) [デバイス（Devices）]タブを選択し、SNMP通知先をデバイスに割り当てます。
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d) [保存して展開（Save and Deploy）]をクリックします。

SIP サーバグループの設定
SIPサーバグループは、CiscoUnified CommunicationsManagerおよびゲートウェイで必要となりま
す。

手順

ステップ 1 UnifiedCVPOperationsConsoleで、[システム（System）] > [SIPサーバグループ（SIP ServerGroup）]
に移動します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerデバイス用のサーバグループを作成します。
a) [一般（General）]タブで、[新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [SRVドメイン名 FQDN（SRV Domain Name FQDN）]フィールドに、Communications Manager
のエンタープライズパラメータの Cluster FQDN設定でも使用される値を入力します。たとえ
ば、cucm.cisco.comのようになります。

c) [IPアドレス/ホスト名（IP Address/Hostname）]フィールドに、Unified Communications Manager
サブスクライバの IPアドレスまたはホスト名を入力します。

d) [追加（Add）]をクリックします。
e) Unified Communications Managerサブスクライバごとにステップ cと dを繰り返します。[保存
（Save）]をクリックします。

サーバグループにパブリッシャノードを挿入しないでくださ

い。

（注）

Communications Managerから SCCモデルの CVPに作成された直接 SIPトランクがないので、
SCCの展開には Communications Managerの SIPサーバグループは必要ありません。

FQDNは、Cisco Unified Communications Managerのエンタープライズパラメータに設定される
Cluster FQDN設定に設定された FQDNに一致する必要があります。完全修飾ドメイン名の設定,
（102ページ）を参照してください。完全修飾ドメイン名の設定, （102ページ）

ステップ 3 ゲートウェイデバイス用にサーバグループを作成します。

a) [一般（General）]タブで、[新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [SRVドメイン名 FQDN（SRV Domain Name FQDN）]フィールドに、SRVドメイン名の FQDN
を入力します。たとえば、vxmlgw.cisco.comのようになります。

c) [IPアドレス/ホスト名（IP Address/Hostname）]フィールドに、導入の VXMLゲートウェイの
IPアドレスまたはホスト名を入力します。

d) [追加（Add）]をクリックします。
e) 導入と支社で該当する場合は、各 VXMLゲートウェイでステップ cと dを繰り返します。[保
存（Save）]をクリックします。
すべてのVXMLゲートウェイをサーバグループに追加すると、すべてのメンバサーバグルー
プゲートウェイに対してコールのロードバランスが行われます。
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ステップ 4 これらのサーバグループをすべての Unified CVPコールサーバに関連付けます。
a) [コールサーバの展開（Call Server Deployment）]タブで、すべての Unified CVPコールサーバ
を [使用可能（Available）]リストから [選択済み（Selected）]リストに移動します。

b) [保存して展開（Save and Deploy）]をクリックします。

ダイヤル番号パターンの設定

ダイヤル番号パターンは、次の場合に必要です。

•エージェントデバイス

•ネットワーク VRU

•呼出音

•エラー

手順

ステップ 1 UnifiedCVPOperationsConsoleで、[システム（System）] > [ダイヤル番号パターン（DialedNumber
Pattern）]に移動します。

ステップ 2 次の表のダイヤル番号パターンごとに、次の手順を実行します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [ダイヤル番号パターン（DialedNumber Pattern）]フィールドに、ダイヤル番号パターンを入力
します。

c) [説明（Description）]フィールドに、ダイヤル番号パターンの説明を入力します。
d) [ダイヤル番号パターンのタイプ（Dialed Number Pattern Types）]ペインで、指定したダイヤル
番号パターンのタイプを確認します。

e) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 すべてのダイヤル番号パターンを設定した後、[展開（Deploy）]をクリックします。

ステップ 4 [展開ステータス（Deployment Status）]をクリックして、設定が適用されていることを確認しま
す。
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ダイヤル番号パターンのタイプ説明ダイヤル番号パター

ン

[ローカルスタティックルートを有効にする（Enable
Local Static Route）]をオンにします。

SIPサーバグループ、および IPアドレス/ホスト名/
サーバグループ名へのルートは、いずれも VXML
ゲートウェイです（たとえば、vxmlgw.cisco.com）。

[発信元へのコールの送信を有効にする（EnableSend
Calls to Originator）]をオンにします。

呼出音91*

[ローカルスタティックルートを有効にする（Enable
Local Static Route）]をオンにします。

SIPサーバグループ、および IPアドレス/ホスト名/
サーバグループ名へのルートは、いずれも VXML
ゲートウェイです（たとえば、vxmlgw.cisco.com）。

[発信元へのコールの送信を有効にする（EnableSend
Calls to Originator）]をオンにします。

エラー92*

[ローカルスタティックルートを有効にする（Enable
Local Static Route）]をオンにします。

SIPサーバグループ、および IPアドレス/ホスト名/
サーバグループ名へのルートは、いずれも Unified
Communications Managerゲートウェイです。

[発信コールのRNAタイムアウトを有効にする
（Enable RNATimeout for Outbound Calls）]をオンに
します。タイムアウトは 60秒です。

エージェントデバイ

ス。SCCの配置モデ
ルには適用されませ

ん。

エージェント拡張パ

ターン。たとえば、

エージェント内線の

範囲が 5001～
500999の場合は
500*と入力します。

[ローカルスタティックルートを有効にする（Enable
Local Static Route）]をオンにします。

SIPサーバグループ、および IPアドレス/ホスト名/
サーバグループ名へのルートは、いずれも VXML
ゲートウェイです（たとえば、vxmlgw.cisco.com）。

[発信元へのコールの送信を有効にする（EnableSend
Calls to Originator）]をオンにします。

ネットワークVRUラ
ベル

777*

ステップ 5 Unified CVPコールサーバのコンポーネントを再起動します。
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第 11 章

Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting
Server の設定

• Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting Serverの設定, 87 ページ

• Unified CVP Reporting Serverのライセンスファイルの転送, 87 ページ

• Cisco Unified Customer Voice Portalレポートテンプレートの取得, 88 ページ

• Cisco Unified CVPレポートデータのデータソースの作成, 88 ページ

• Unified Intelligence Centerへの Unified CVPレポートテンプレートのインポート, 91 ページ

Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting Server の設定
この章には、Unified Voice Portal Reporting Serverを設定するために実行する必要がある設定手順が
含まれます。

Courtesy Callbackを使用し、Unified CVPコールおよびアプリケーションレポートを実行するカス
タマーには、Unified CVP Reporting VMが必要です。

Unified CVP Reporting Server のライセンスファイルの転送

はじめる前に

Unified CVP Reporting Serverにライセンスファイルを転送する前に、そのライセンスファイルを
生成する必要があります。ライセンスの生成, （81ページ）を参照してください。
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手順

ステップ 1 Operations Consoleで、[デバイス管理（Device Management）] > [Unified CVP Reporting Server]を選
択します。

ステップ 2 Unified CVP Reporting Serverのリンクをクリックします。

ステップ 3 ツールバーで、[ファイル転送（File Transfer）] > [ライセンス（Licenses）]をクリックします。
選択した Unified CVP Reporting Serverのホスト名と IPアドレスが一覧表示された [ファイル転送
（File Transfer）]ページが表示されます。

ステップ 4 [使用可能なライセンスファイルから選択（Select From Available License Files）]で、ライセンス
ファイルを選択し、[選択（Select）]をクリックします。

ライセンスファイルが [使用可能なライセンスファイルから選択（Select From Available
License Files）]テキストボックスに示されていない場合は、[ローカルPCからライセン
スファイルを選択（Select a License File from Your Local PC）]をクリックし、テキスト
ボックスにファイル名を入力するか、[参照（Browse）]をクリックし、ローカルファイ
ルシステムのライセンスファイルを検索します。

（注）

ステップ 5 [転送（Transfer）]をクリックします。

ステップ 6 Operations Consoleから Unified CVP Reporting Serverを選択して再起動します。

ステップ 7 2台目のUnified CVPReporting Serverをインストールしている場合は、そのサーバについてこの手
順を繰り返します。

Cisco Unified Customer Voice Portal レポートテンプレートの取得
Packaged CCEの場合は、コールバックレポートのみをインポートします。

Unified CVPレポートテンプレートをインポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CVP Reporting Serverで、[スタート（Start）]をクリックします。

ステップ 2 検索ボックスに、%CVP_HOME%\CVP_Reporting_Templatesと入力して、Enterキーを押しま
す。

ステップ 3 zipフォルダにコールバックレポートだけを圧縮し、Unified Intelligence Center Administratonを実
行するシステムにコピーします。

Cisco Unified CVP レポートデータのデータソースの作成
データソースを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Unified Intelligence Center（ https://<CUIC パブリッシャのホスト アドレス>:8444/cuic）
にログインします。

ステップ 2 [データソース（Data Sources）]ドロワを選択して、[データソース（Data Sources）]ページを開
きます。

ステップ 3 [作成（Create）]をクリックして、[データソースの追加（AddData Source）]ウィンドウを開きま
す。

ステップ 4 このページの各フィールドに次のように入力します。

値フィールド

データソースの名前を入力します。

レポート作成者およびレポート定義作成者は、[データ
ソース（Data Sources）]ページにアクセスできません
が、作成したカスタムレポートのデータソースのリ

ストを表示することができます。これらのユーザにわ

かりやすいように、新しいデータソースに意味のある

名前を付けることです。

名前（Name）

このデータソースの説明を入力します。説明（Description）

[Informix]を選択します。

[タイプ（Type）]は、編集モードでは無効に
なります。

（注）

タイプ（Type）

Unified CVP Reporting Serverの IPアドレスまたはドメ
インネームシステム（DNS）名を入力します。

データベースホスト（Database Host）

ポート番号を入力します。通常、ポートは1526です。

このポートを CVP Reporting Serverのファイアウォー
ルで開くことが必要な場合があります（[Windowファ
イアウォール（Window Firewall）] > [受信の規則
（Inbound rules）] > [新規ルール（new rule）]）。

ポート（Port）

ストックコールバックレポートには、データベース

名 callbackを使用します。

データベース名（Database Name）

目的のデータベースのインスタンス名を指定します。

デフォルトでは、これは cvpです。

インスタンス（Instance）
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値フィールド

データベースに保管されているデータに正しいタイム

ゾーンを選択します。[標準時（Standard Time）]から
[夏時間（Daylight Savings Time）]に変更された場所で
は、このタイムゾーンは自動的に更新されます。

タイムゾーン（Timezone）

Unified CVPレポーティングデータベースにアクセス
するようにOperationsConsoleで設定されたレポーティ
ングユーザのユーザ IDを入力します。

（Unified CVP Reporting Serverのインストール時に
cvp_dbuserアカウントが自動的に作成されます。）

データベースユーザ ID（Database User
ID）

データベースユーザのパスワードを入力して確認しま

す。

[パスワード（Password）]および [パス
ワードの確認（Confirm Password）]

[UTF-8]を選択します。文字セット（Charset）

[マイグループ（My Group）]および [すべてのユーザ
（AllUsers）]グループについて、このデータソースに
対する権限を表示または編集します。

デフォルト権限（Default Permissions）

ステップ 5 [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。
ステータスがオンラインでない場合、エラーメッセージを確認して原因を判別し、それに従って

データソースを編集します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックして、[データソースの追加（Add Data Source）]ウィンドウを閉じま
す。

新しいデータソースが、[データソース（Data Sources）]リストに表示されます。
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Unified Intelligence Center への Unified CVP レポートテンプレートのイ
ンポート

手順

ステップ 1 https://<CUIC パブリッシャの HOST ADDRESS>:8444/cuicでUnified Intelligence Center Webアプリケー
ションを起動します。

ステップ 2 [レポート（Reports）]をクリックします。

ステップ 3 上の Reportsフォルダを右クリックし、[サブカテゴリの作成（Create Sub-Category）]を選択しま
す。

ステップ 4 新しいサブカテゴリに、Unified CVPレポートのコンテナとして名前を付けます。[OK]をクリッ
クします。

ステップ 5 [レポートのインポート（Import Report）]をクリックします。

ステップ 6 Unified CVP Reportingテンプレートファイルをコピーした場所を参照し、callback.zipファイルを
選択します。次に、[OK]をクリックします。

ステップ 7 [保存先（Save To）]フィールドで、ステップ 3で行ったサブカテゴリに移動し、選択します。

ステップ 8 [インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 9 [レポート定義のデータソース（Data source for Report Definition）]ドロップダウンリストから、
Unified CVP Reportingデータベースにアクセスするために作成したデータソースを選択します。

ステップ 10 [インポート（Import）]をクリックします。
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第 12 章

Cisco IOS Enterprise 音声ゲートウェイの設定

• イングレスゲートウェイおよび VXMLゲートウェイの設定について, 93 ページ

• イングレスゲートウェイおよび VXMLゲートウェイの共通設定, 93 ページ

• イングレスゲートウェイの設定, 94 ページ

• VXMLゲートウェイの設定, 97 ページ

• イングレスゲートウェイおよび VXMLゲートウェイの A-lawコーデックの設定, 99 ページ

イングレスゲートウェイおよび VXML ゲートウェイの設定について
イングレスゲートウェイおよびVXMLゲートウェイを設定するには、次の手順を実行します。特
に明記されていない限り、手順は TDMおよび Cisco UBE音声ゲートウェイの両方に適用されま
す。

すべての設定手順を enable > configuration terminalモードで実行します。（注）

イングレスゲートウェイおよび VXML ゲートウェイの共通設定
logging buffered 2000000 debugging
no logging console
service timestamps debug datetime msec localtime
ip routing
ip cef
ip source-route
interface GigabitEthernet0/0

ip route-cache same-interface
duplex auto
speed auto
no keepalive
no cdp enable

voice service voip
no ip address trusted authenticate
ip address trusted list
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ipv4 0.0.0.0 0.0.0.0 # OR an explicit Source IP Address Trust List
allow-connections sip to sip
signaling forward unconditional

イングレスゲートウェイの設定

手順

ステップ 1 グローバル設定を次のように設定します。
voice service voip
no ip address trusted authenticate
allow-connections sip to sip
signaling forward unconditional
# If this gateway is being licensed as a Cisco UBE the following lines are also required
mode border-element
ip address trusted list
ipv4 0.0.0.0 0.0.0.0 # Or an explicit Source IP Address Trust List

sip
rel1xx disable
header-passing
options-ping 60
midcall-signaling passthru

ステップ 2 音声コーデックプリファレンスを次のように設定します。
voice class codec 1

codec preference 1 g729r8
codec preference 2 g711ulaw

ステップ 3 デフォルトのサービスを次のように設定します。
#Default Services
application

service survivability flash:survivability.tcl

ステップ 4 ゲートウェイおよび sip-uaタイマーを次のように設定します。
gateway
media-inactivity-criteria all
timer receive-rtp 1200

sip-ua
retry invite 2
retry bye 1
timers expires 60000
timers connect 1000
reason-header override

ステップ 5 POTSダイヤルピアを次のように設定します。
# Configure Unified CVP survivability
dial-peer voice 1 pots

description CVP TDM dial-peer
service survivability
incoming called-number .T
direct-inward-dial
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ステップ 6 スイッチレッグを次のように設定します。
#Configure the Switch leg where
# preference is used to distinguish between sides.
# max-conn is used prevent overloading of Unifed CVP
# options-keepalive is used to handle failover
# Note: the example below is for gateways located on the A-side of a geographically
#distributed deployment
# Note: Ensure that you configure switch dial-peers for each Unified CVP server.

dial-peer voice 70021 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 1
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... #Customer specific destination pattern
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### #IP Address for Unified CVP1, SideA
session transport tcp
voice-class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

dial-peer voice 70022 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 1
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... # Customer specific destination pattern
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### # IP Address for Unified CVP2, SideA
session transport tcp
voice-class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

dial-peer voice 70023 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 2
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... #Customer specific destination pattern
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### #IP Address for Unified CVP1, SideB
session transport tcp
voice-class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

dial-peer voice 70024 voip
description Used for Switch leg SIP Direct
preference 2
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... # Customer specific destination pattern
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### # IP Address for Unified CVP2, SideB
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session transport tcp
voice-class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

ステップ 7 ハードウェアリソース（トランスコーダ、会議ブリッジ、およびMTP）を次のように設定しま
す。

# Configure the voice-cards share the DSP resources located in Slot0
voice-card 0

dspfarm
dsp services dspfarm

voice-card 1
dspfarm
dsp services dspfarm

voice-card 2
dspfarm
dsp services dspfarm

voice-card 3
dspfarm
dsp services dspfarm

voice-card 4
dspfarm
dsp services dspfarm

# Point to the contact center call manager
sccp local GigabitEthernet0/0

sccp ccm ###.###.###.### identifier 1 priority 1 version 7.0 # Cisco Unified CM sub 1
sccp ccm ###.###.###.### identifier 2 priority 1 version 7.0 # Cisco Unifed CM sub 2

# Add a SCCP group for each of the hardware resource types
sccp ccm group 1

associate ccm 1 priority 1
associate profile 2 register <gw70mtp>
associate profile 1 register <gw70conf>
associate profile 3 register <gw70xcode>

# Configure DSPFarms for Conference, MTP and Transcoder

dspfarm profile 1 conference
codec g711ulaw
codec g711alaw
codec g729r8
maximum sessions 24
associate application SCCP

dspfarm profile 2 mtp
codec g711ulaw
codec g711alaw
codec g729r8
maximum sessions software 500
associate application SCCP

dspfarm profile 3 transcode universal
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codec g711ulaw
codec g711alaw
codec g729r8
maximum sessions 52
associate application SCCP

ステップ 8 （任意）SIPトランキングを設定します。
# Configure the resources to be monitored
voice class resource-group 1

resource cpu 1-min-avg threshold high 80 low 60
resource ds0
resource dsp
resource mem total-mem
periodic-report interval 30

# Configure one rai target for each CVP Server
sip-ua

rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 # CVP1A
rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 # CVP2A
rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 # CVP1B
rai target ipv4:###.###.###.### resource-group1 # CVP2B
permit hostname dns:%Requires manual replacement - ServerGroup Name defined in

CVP.System.SIP Server Groups%

ステップ 9 着信 PSTN SIPトランクダイアルピアを次のように設定します。
dial-peer voice 70000 voip

description Incoming Call From PSTN SIP Trunk
service survivability
incoming called-number xxxx…… # Customer specific incoming called-number pattern
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
session protocol sipv2
voice class codec 1
no vad

VXML ゲートウェイの設定

手順

ステップ 1 グローバル設定を次のように設定します。
voice service voip
no ip address trusted authenticate
allow-connections sip to sip
signaling forward unconditional
# If this gateway is being licensed as a Cisco UBE the following lines are also required
mode border-element
ip address trusted list
ipv4 0.0.0.0 0.0.0.0 # Or an explicit Source IP Address Trust List
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sip
rel1xx disable
header-passing
options-ping 60
midcall-signaling passthru

ステップ 2 デフォルトの Unified CVPサービスを次のように設定します。
#Default Unified CVP Services
application

service new-call flash:bootstrap.vxml
service CVPSelfService flash:CVPSelfServiceBootstrap.vxml
service ringtone flash:ringtone.tcl
service cvperror flash:cvperror.tcl
service bootstrap flash:bootstrap.tcl
service handoff flash:handoff.tcl

ステップ 3 ダイヤルピアを次のように設定します。

VXMLゲートウェイの設定時には、音声クラスコーデックは使用しないでください。
ダイヤルピアには一般にG711ulawを使用できますが、実装によってはその他のコーデッ
クを使用することがあります。

（注）

# Configure Unified CVP Ringtone
dial-peer voice 919191 voip

description CVP SIP ringtone dial-peer
service ringtone
incoming called-number 9191T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

# Configure Unified CVP Error
dial-peer voice 929292 voip

description CVP SIP error dial-peer
service cvperror
incoming called-number 9292T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

ステップ 4 デフォルトの Unified CVP http ivr、rtsp、mrcpおよび vxml設定を行います。
http client cache memory pool 15000
http client cache memory file 1000
http client cache refresh 864000
no http client connection persistent
http client connection timeout 60
http client connection idle timeout 10
http client response timeout 30
ivr prompt memory 15000

vxml tree memory 500
vxml audioerror
vxml version 2.0
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ステップ 5 着信コール番号がネットワーク VRUラベルと一致する VXMLレッグを設定します。
dial-peer voice 7777 voip

description Used for VRU leg
service bootstrap
incoming called-number 777T
dtmf-relay rtp-nte
codec g711ulaw
no vad

イングレスゲートウェイおよび VXML ゲートウェイの A-law コーデッ
クの設定

この項の手順は、A-lawコーデックを使用する場合にだけ実行してください。

イングレスゲートウェイの設定

手順

ステップ 1 ダイヤルピアでコード設定を行うため、音声クラスコーデック 1を追加します。
voice class codec 1

codec preference 1 g729r8
codec preference 2 g711alaw

例：
dial-peer voice 70021 voip

description Used for Switch leg SIP Direct
preference 1
max-conn 225
destination-pattern xxxx...... # Customer specific destination
session protocol sipv2
session target ipv4:###.###.###.### # IP Address for Unified CVP
session transport tcp
voice class codec 1
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
no vad

ステップ 2 ダイヤルピアを変更し、ダイヤルピアに対しコーデックを明示的に指定します。
dial-peer voice 9 voip

description For Outbound Call for Customer
destination-pattern <Customer Phone Number Pattern>
session protocol sipv2
session target ipv4:<Customer SIP Cloud IP Address>
session transport tcp
voice-class sip rel1xx supported "100rel"
voice-class sip options-keepalive up-interval 12 down-interval 65 retry 2
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad
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dial-peer voice 10 voip
description ***To CUCM Agent Extension For Outbound***
destination-pattern <Agent Extension Pattern to CUCM>
session protocol sipv2
session target ipv4:<CUCM IP Address>
voice-class sip rel1xx supported "100rel"
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw

VXML ゲートウェイの設定

手順

次のダイヤルピアを変更し、ダイヤルピアに対しコーデックを明示的に指定します。
dial-peer voice 919191 voip

description Unified CVP SIP ringtone dial-peer
service ringtone
incoming called-number 9191T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad

dial-peer voice 929292 voip
description CVP SIP error dial-peer
service cvperror
incoming called-number 9292T
voice-class sip rel1xx disable
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad

dial-peer voice 7777 voip
description Used for VRU leg #Configure VXML leg where the incoming called
service bootstrap
incoming called-number 7777T
dtmf-relay rtp-nte
codec g711alaw
no vad
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第 13 章

Cisco Unified Communications Manager の設定

• Cisco Unified Communications Managerの設定, 101 ページ

• 完全修飾ドメイン名の設定, 102 ページ

• Cisco Unified Communications Managerグループの設定, 102 ページ

• 会議ブリッジの設定, 102 ページ

• メディアターミネーションポイントの設定, 103 ページ

• Unified CMと IOSゲートウェイでのトランスコーダの設定, 104 ページ

• メディアリソースグループの設定, 105 ページ

• メディアリソースグループリストの設定および関連付け, 106 ページ

• CTIルートポイントの設定, 106 ページ

• ロケーションベースのコールアドミッション制御のためのイングレスゲートウェイの設定,
107 ページ

• ルートグループの設定, 107 ページ

• Unified CMでの SIPプロファイルの追加, 109 ページ

• トランクの設定, 109 ページ

Cisco Unified Communications Manager の設定
この章には、サイド Aとサイド Bに Unified Communications Managerを設定するために実行する
必要がある設定手順が含まれます。
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完全修飾ドメイン名の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerを開き、ログインします。

ステップ 2 [システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]に移動します。

ステップ 3 [クラスタ全体のドメイン設定パラメータ（Clusterwide Domain Configuration）] > [クラスタの完全
修飾ドメイン名（Cluster Fully Qualified Domain Name）]にクラスタの完全修飾ドメイン名を入力
します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

Cisco Unified Communications Manager グループの設定
CiscoUnified CommunicationsManagerをUnified CommunicationsManagerグループに追加するには、
次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]メニューから [Cisco Unified CM管理者（Cisco Unified CM
Administrator）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 2 [システム（System）] > [Cisco Unified CMグループ（Cisco Unified CM Group）]を選択します。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。[デフォルト（Default）]をクリックします。

ステップ 4 2つのサブスクライバを [使用可能（Available）]パネルから [選択済み（Selected）]パネルに移動
します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [リセット（Reset）]をクリックします。

会議ブリッジの設定

この手順は、配置の各ゲートウェイに対して実行します。
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手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [会議ブリッジ（Conference bridge）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [Cisco IOS会議ブリッジ（Cisco IOS Conference Bridge）]の [会議ブリッジタイプ（Conference
Bridge Type）]を選択します。

ステップ 4 [会議ブリッジ名（Conference Bridge name）]フィールドに、ゲートウェイ上の設定と一致する会
議ブリッジ名の固有識別子を入力します。

例では、[gw70conf]です。
# Add a SCCP group for each of the hardware resource types
sccp ccm group 1
associate ccm 1 priority 1
associate profile 2 register gw70mtp
associate profile 1 register gw70conf
associate profile 3 register gw70xcode

ステップ 5 [デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

関連トピック

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの設定, （93ページ）

メディアターミネーションポイントの設定

この手順は、配置の各ゲートウェイに対して実行します。

手順

ステップ 1 [メディアリソース（MediaResources）] > [メディアターミネーションポイント（MediaTermination
Point）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [メディアターミネーションポイント名（Media Termination Point Name）]フィールドに、ゲート
ウェイ上の設定と一致するメディアターミネーションの固有識別子を入力します。

例では、[gw70mtp]です。
# Add a SCCP group for each of the hardware resource types
sccp ccm group 1
associate ccm 1 priority 1
associate profile 2 register gw70mtp
associate profile 1 register gw70conf
associate profile 3 register gw70xcode
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ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

関連トピック

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの設定, （93ページ）

Unified CM と IOS ゲートウェイでのトランスコーダの設定
トランスコーダは、ストリームを G.711コーデックから G.729コーデックに変換するマルチコー
デックシナリオで必要です。

Unified Communications Managerとゲートウェイでのトランスコーダ設定の詳細については、http:/
/www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlの『System Configuration Guide for Cisco Unified
Communications Manager』の「Configure Transcoders and Media Termination Points」の項を参照して
ください。

トランスコーダの設定

この手順は、配置の各ゲートウェイに対して実行します。

手順

ステップ 1 Unified Communications Manager Administrationで、[メディアリソース（Media Resource）] > [トラ
ンスコーダ（Transcoder）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [トランスコーダタイプ（Transcoder Type）]の場合、[Cisco IOS拡張メディアターミネーション
ポイント（Cisco IOS Enhanced Media Termination Point）]を選択します。

ステップ 4 [デバイス名（DeviceName）]フィールドに、ゲートウェイ上の設定と一致するトランスコーダ名
の固有識別子を入力します。
# Add a SCCP group for each of the hardware resource types
sccp ccm group 1
associate ccm 1 priority 1
associate profile 2 register gw70mtp
associate profile 1 register gw70conf
associate profile 3 register gw70xcode

ステップ 5 [デバイスプール（Device Pool）]フィールドで、適切なデバイスプールを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。
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関連トピック

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの設定, （93ページ）

イングレスゲートウェイでの CPU コールサーバダイヤルピアの設定
イングレスゲートウェイからUnified CVPへのアウトバウンドダイヤルピアの設定では、Unified
CVPの IPv4アドレスをセッションターゲットとして使用します。

メディアリソースグループの設定

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループ（Media Resource Group）]
を選択します。

ステップ 2 会議ブリッジ用のメディアリソースグループを追加します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) 名前を入力します。
c) [使用可能（Available）]リストから、導入内にある入力/VXMLの組み合わせのゲートウェイご
とに設定された Cisco IOS会議ブリッジリソースをすべて選択し、それらをグループに追加し
ます。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 メディアターミネーションポイント用のメディアリソースグループを追加します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) 名前を入力します。
c) [使用可能（Available）]リストから、設定されたすべてのハードウェアメディアターミネー
ションポイントを選択し、それらをグループに追加します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 トランスコーダ用のメディアリソースグループを追加します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) 名前を入力します。
c) [使用可能（Available）]リストから、設定されたすべてのトランスコーダを選択し、それらを
グループに追加します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)   

105

メディアリソースグループの設定



メディアリソースグループリストの設定および関連付け

手順

ステップ 1 [メディアリソース（Media Resources）] > [メディアリソースグループリスト（Media Resource
Group List）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックし、名前を入力します。

ステップ 3 メディアリソースグループリストを追加し、すべてのメディアリソースグループを関連付けま

す。[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [システム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]を選択します。[検索（Find）]をクリッ
クします。適切なデバイスプールを選択します。

ステップ 5 [メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]ドロップダウンリストから、
ステップ 2で追加したメディアリソースグループリストを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。[リセット（Reset）]をクリックします。

CTI ルートポイントの設定
エージェントが転送と会議に使用するコンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）ルー
トポイントを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]を
選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 デバイス名（例：PCCEInternalDNs）を設定します。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]で [デフォルト（Default）]を選択します。

ステップ 5 リストからメディアリソースグループリストを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 回線 [1]をクリックして、このルートポイントに関連付けられる電話番号を設定します。
この電話番号は、内部ルーティングされるコール用にPackagedCCEで設定された任意の内部ダイ
ヤル番号と一致するようにパターンで指定します。（たとえば、転送用や会議用）。

目的のすべての内部ダイヤル番号と一致するほど柔軟で、ダイヤルプランの他の部分に

対して定義した他のルートパターン向けのコールが誤って代行受信されることがないほ

どに十分限定されたパターンを定義します。内部コールには一意のプレフィックスを使用

します。たとえば、内部ダイヤル番号 1230000と 1231111がある場合、CTIルートポイン
トに入力する適切な回線番号は 123XXXXになります。

重要
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ステップ 8 [ユーザ管理（UserManagement）] > [アプリケーションユーザ（ApplicationUser）]を選択します。

ステップ 9 Packaged CCEの自動初期化中に作成された pguserを選択します。
ステップ 10 [使用可能なデバイス（Available Devices）]リストから [CTIルートポイント（CTI Route Point）]を

選択し、[制御するデバイス（Controlled Devices）]のリストに追加します。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

ロケーションベースのコールアドミッション制御のためのイングレ

スゲートウェイの設定

ロケーションベースのコールアドミッション制御（CAC）は、Unified CCE支社コールフローモ
デル（別名、集中型モデル）で使用されます。これは、すべてのサーバ（Unified CVP、Unified
CCE、Unified Communications Manager、および SIPプロキシサーバ）が 1つまたは 2つのデータ
センターおよびそれぞれの支社に集中化されることを意味します。

コールの発信元ロケーションとして Unified CVPではなくイングレスゲートウェイを使用するよ
うに Unified Communications Managerを設定します。この設定により、CACが発信側エンドポイ
ントと電話機の場所に基づいて適切に調整されます。

Unified CommunicationsManagerのゲートウェイデバイスとしてUnified CVPを定義しないでく
ださい。

重要

手順

Cisco Unified CMAdministrationで、イングレスゲートウェイをゲートウェイデバイスとして定義
します。デバイスに正しい場所を割り当てます。

ルートグループの設定

ルートグループを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 UnifiedCommunicationsManagerで、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルートハント（Route
Hunt）] > [ルートグループ（Route Group）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 ルートグループ名を入力します。たとえば、CVP Route Group。

ステップ 4 [ルートグループに追加（Add to Route Group）]ボタンを使用して、選択されたデバイスとしてす
べての CVPトランクを追加します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ルートリストの設定

ルートグループにルートリストを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 UnifiedCommunicationsManagerで、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルートハント（Route
Hunt）] > [ルートリスト（Route List）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 ルートリスト名を入力します（例：CVP Route List）。

ステップ 4 [Cisco Unified CMグループ（Cisco Unified Communications Manager Group）]を選択します。

ステップ 5 作成したルートグループを追加します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ルートパターンの設定

ルートリストにルートパターンを追加するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 UnifiedCommunicationsManagerで、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルートハント（Route
Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 ルートパターンとして「8881111000XXXX」を入力します。

ステップ 4 作成したルートリストを選択します。

ステップ 5 すべてのパネルのすべてのデフォルトをそのまま使用します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 強制承認コードに関するメッセージで [OK]をクリックします。強制承認コードは必要ありませ
ん。

Unified CM での SIP プロファイルの追加
このオプションにより、デュアルスタック SIPトランクが IPv4と IPv6の両方のメディアを提供
できるようになります。この手順は、IPv6対応導入でのみ実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプ
ロファイル（SIP Profile）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして、SIPプロファイルの名前を入力します。

ステップ 3 SIPプロファイルで [ANATの有効化（Enable ANAT）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 変更を保存します。

トランクの設定

4台の Unified CVPサーバがあり、各サーバを Unified Communications Managerの SIPトランクに
関連付ける必要があります。次の手順では、それぞれが異なる Unified CVPサーバを対象として
いる 4つの SIPトランクを設定する方法を示します。

実際のカスタマーサイトトポロジでは、代替SIPトランクプランの使用が必要になる可能性があ
ります。設定された SIPトランクによって 4台の Unified CVPサーバが対象となっている限りサ
ポートされます。
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手順

ステップ 1 Unified Cisco CMの管理で、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [トランクタイプ（Trunk Type）]ドロップダウンリストから、[SIPトランク（SIP Trunk）]を選
択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [デバイス情報（Device Information）]セクションで次の内容を入力します。
a) [デバイス名（Device Name）]フィールドに、SIPトランクの名前を入力します（たとえば、

sipTrunkCVP1A）。
b) [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストで、お客様が定義したデバイスプー
ルを選択します。

c) リストからメディアリソースグループリストを選択します。
d) [メディアターミネーションポイントが必須（MediaTerminationPointRequired）]チェックボッ
クスがオフになっていることを確認します。

ステップ 5 [SIP情報（SIP Information）]セクションにスクロールします。
a) [接続先（Destination）]テーブルの [行 1（Row 1）]に、CVPサーバの IPアドレスを入力しま
す。5060のデフォルトの宛先ポートを受け入れます。

b) [SIPトランクセキュリティプロファイル（SIP Trunk Security Profile）]ドロップダウンリスト
で、[非セキュア SIPトランクプロファイル（Non Secure SIP Trunk Profile）]を選択します。

c) [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストで、[標準 SIPプロファイル（Standard
SIP Profile）]を選択します。

d) [DTMFシグナリング方式（DTMF Signaling Method）]ドロップダウンリストで、[RFC 2833]を
選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 [リセット（Reset）]をクリックします。

ステップ 8 導入内の残りのすべての Unified CVPサーバに対して繰り返します。

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)
110

トランクの設定



第 14 章

Cisco Unified Intelligence Center の設定

• Cisco Unified Intelligence Centerの設定, 111 ページ

• 外部 AW-HDS-DDSの Unified Intelligence Centerデータソースの設定, 111 ページ

• レポートバンドルのダウンロード, 113 ページ

• レポートバンドルのインポート, 114 ページ

• Unified Intelligence Center Administrationの設定, 115 ページ

Cisco Unified Intelligence Center の設定
この章には、サイド Aとサイド Bに Unified Intelligence Centerを設定するために実行する必要が
ある設定手順が含まれます。

外部 AW-HDS-DDS の Unified Intelligence Center データソースの設定
この手順は、外部 AW-HDS-DDSが導入に含まれている場合にのみ実行してください。

はじめる前に

データソースを設定する前に、外部 AW-HDS-DDSデータベースの Unified Intelligence Center SQL
ユーザを設定します。詳細については、外部 AW-HDS-DDSでの Unified Intelligence Centerの SQL
ユーザアカウントの設定, （144ページ）を参照してください。
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手順

ステップ 1 Cisco IntelligenceCenter管理者アカウント（https://<hostname>:8444/cuic）でUnified IntelligenceCenter
にサインインします。

ステップ 2 左側のパネルで [データソース（Data Sources）]をクリックします。

ステップ 3 [Unified CCE Historicalデータソース（Unified CCE Historical Data Source）]を選択します。[編集
（Edit）]をクリックします。
a) [データソースホスト（Datasource Host）]フィールドに、外部 AW-HDS-DDSサーバの IPアド
レスを入力します。

b) [ポート（Port）]フィールドに、1433と入力します。
c) [データベース名（Database Name）]フィールドに、{instance}_awdbと入力します。
d) [インスタンス（Instance）]フィールドはブランクのままにします。
e) タイムゾーンを選択します。
f) [データベースユーザID（Database User ID）]に、Cisco Unified Intelligence Centerの SQL Server
ユーザアカウント用に設定したユーザ名を入力します。

g) SQL Serverユーザのパスワードを入力して確認します。
h) SQLサーバインストールの照合順序に基づいて文字セットを選択します。
i) [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。
j) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 [セカンダリ（Secondary）]タブをクリックして、Unified CCE Historicalデータソースを設定しま
す。

a) [フェールオーバー有効（Failover Enabled）]チェックボックスをオンにします。
b) [データソースホスト（Datasource Host）]フィールドに、2番目の外部AW-HDS-DDSサーバの

IPアドレスを入力します。
c) [ポート（Port）]フィールドに、1433と入力します。
d) [データベース名（Database Name）]フィールドに、{instance}_awdbと入力します。
e) その他のフィールドを [プライマリ（Primary）]タブと同様に入力します。
f) [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。
g) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 Unified CCE Realtimeデータソースについてこの手順を繰り返します。
Realtimeデータソースのデータベース名は、{instance}_awdbです。

関連トピック

外部AW-HDS-DDSでのUnified Intelligence Centerの SQLユーザアカウントの設定, （144ペー
ジ）
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レポートバンドルのダウンロード

次の Cisco Unified Intelligence Centerレポートのバンドルは、Cisco.comからダウンロードとして入
手できます（http://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=282163829&catid=null）。入手でき
る次のバンドルをすべて表示するには、[Intelligence Center Reports]リンクをクリックしてくださ
い。

•リアルタイムおよび履歴移行テンプレート：新しいユーザ向けの導入テンプレート。これら
のテンプレートは、全フィールドテンプレートの簡易バージョンで、他のコンタクトセン

ターソリューションで使用可能なテンプレートに似ています。

•リアルタイムおよび履歴全フィールドテンプレート：データベースのすべてのフィールドの
データを提供するテンプレート。これらのテンプレートは、カスタムレポートテンプレー

トを作成するためのベースとして特に有用です。

•ライブデータテンプレート：コンタクトセンターのアクティビティの最新のデータを提供
するテンプレート。

•リアルタイムおよび履歴アウトバウンドテンプレート：アウトバウンドオプションのアク
ティビティに関するレポートを作成するテンプレート。展開にアウトバウンドオプションが

含まれている場合、このテンプレートをインポートします。

•リアルタイムおよび履歴 Cisco SocialMinerテンプレート：SocialMinerアクティビティを報告
するテンプレート。展開にSocialMinerが含まれている場合、このテンプレートをインポート
します。

• Cisco Unified Intelligence Center Admin Securityテンプレート：Cisco Unified Intelligence Server
監査証跡、許可、テンプレートの所有権に関する報告をするテンプレート。

これらのバンドルのテンプレートの一部は、CiscoPackagedCCE展開に適用されません。Packaged
CCE導入で使用されるテンプレートの詳細については、http://www.cisco.com/en/US/products/ps12586/
tsd_products_support_series_home.htmlの『Cisco Packaged Contact Center Enterprise Reporting User
Guide』を参照してください。

また、サンプルのカスタムレポートテンプレートは、Cisco Developer Network（http://
developer.cisco.com/web/ccr/documentation）から入手可能で、次のテンプレートが含まれます。

• Cisco Unified E-Mail Interaction Manager（Unified EIM）

• Cisco Unified Web Interaction Manager（Unified WIM）

• Cisco Unified Customer Voice Portal（Unified CVP）

レポートテンプレートバンドルをダウンロードするときには、コンタクトセンターに導入され

ているソフトウェアのバージョンに対応したバンドルを選択してください。
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レポートバンドルのインポート

手順

ステップ 1 Unified Intelligence Centerの左側のペインで、[レポート（Reports）]をクリックします。

ステップ 2 [レポートのインポート（Import Report）]をクリックします。

ステップ 3 [ファイル名（XMLまたはZIPファイル）（File Name (XML or ZIP file)）]フィールドで、[参照
（Browse）]をクリックします。

ステップ 4 ブラウズし、レポートバンドル zipファイルを選択して、[開く（Open）]をクリックします。
コンタクトセンターに導入されているソフトウェアバージョンに対応するレポートバンドルを

選択します。

ステップ 5 ファイルを保存する場所を選択します。

ステップ 6 [インポート（Import）]をクリックします。

ステップ 7 次のいずれかを実行します。

•レポートがまだ作成されていない場合、データソースを指定する必要があります。[値リス
トのデータソース（Data Source for ValueList）]ドロップダウンリストから、使用するデータ
ソースを選択します。次に [インポート（Import）]をクリックします。

値リストのデータソースがレポート定義と同じデータソースを使用しない場合の

み、そのデータソースを選択する必要があります。LiveDataレポートの場合、
ReportDefinitionのデータソースが LiveDataストリーミングであり、ValueListの
データソースがUCCE Realtimeです。リアルタイムレポートでは、データソース
が UCCE Realtimeです。履歴レポートでは、データソースが UCCE Historicalで
す。

（注）

•レポートが存在する場合、既存のレポートを置換するかどうかを確認するメッセージが表示
されます（置換すると、レポートに関連付けられているレポート定義の変更はすべて上書き

されます）。[はい（Yes）]、[すべてはい（Yes toAll）]、[いいえ（No）]、または [すべてい
いえ（No to All）]をクリックします。
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Unified Intelligence Center Administration の設定

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Center管理コンソール（https://<ホスト名>:8443/oamp）にサインイ
ンします。

ステップ 2 [クラスタ設定（Cluster Configuration）] > [レポート設定（Reporting Configuration）]から [Active
Directory]タブを設定します。
a) プライマリ Active Directoryサーバのホストアドレスを入力します。
b) [ポート（Port）]はデフォルト値のままにします。
c) [マネージャの識別名（Manager Distinguished Name）]フィールドに情報を入力します。
d) マネージャがドメインコントローラにアクセスするときに使用するパスワードを入力し、確認
します。

e) [ユーザ検索ベース（User Search Base）]で、検索するドメインの識別名を指定します。
f) [ユーザ IDの属性（Attribute for User ID）]で [sAMAccountName]を選択します。
g) UserName IDに対して少なくとも 1つのドメインを追加します。ドメイン名の前に@記号を入
力しないでください。

h) ドメインをデフォルトとして設定します。
i) [テスト接続（Test Connection）]をクリックします。
j) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 すべてのデバイスの syslogを設定します。
a) [デバイス管理（Device Management）] > [ログおよびトレースの設定（Log and Trace Settings）]
を選択します。

b) ホストアドレスごとに、次を実行します。

•関連付けられたサーバを選択します。

• [サービスアビリティの設定の編集（Edit Serviceability Settings）]画面の [Syslogの設定
（Syslog Settings）]ペインで、プライマリホストとバックアップホストを設定します。
[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 4 使用する場合は、すべてのデバイスの SNMPを設定します。
a) [ネットワーク管理（Network Management）] > [SNMP]を選択します。
b) SNMPへの移動、および各サーバに対して、次の内容を追加します。

• V1/V2cコミュニティストリング

•通知先
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第 15 章

Cisco Finesse の設定

• Cisco Finesseの設定, 117 ページ

• ライブデータレポートのためのコンタクトセンターエージェントおよびルーティングの設
定, 117 ページ

• デフォルトのデスクトップレイアウトのエージェントキュー統計情報ガジェットの無効化,
118 ページ

• ライブデータレポート, 119 ページ

Cisco Finesse の設定
この章では、サイドAとサイドBにCisco Finesseを設定するためにユーザが設定する必要がある
設定手順について説明します。

ライブデータレポートのためのコンタクトセンターエージェントお

よびルーティングの設定

Finesseデスクトップでライブデータレポートをテストするには、Unified CCE Administration
（https://<サイド A/B のUnified CCE データサーバのIP アドレス>/cceadmin）で次を
設定します。

•エージェント

•スキルグループまたはプレシジョンキュー

•コールタイプ

•ダイヤル番号

•ネットワーク VRUスクリプト

•ルーティングスクリプト
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手順については、『Cisco Packaged Contact Center Enterprise Administration and Configuration Guide』
（http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

デフォルトのデスクトップレイアウトのエージェントキュー統計情

報ガジェットの無効化

エージェントキュー統計情報ガジェット（QueueStatistics.jsp）は、デフォルトのデスクトップレ
イアウトの XMLコードではデフォルトで無効です。ただし、このガジェットは、Packaged CCE
の導入で、エージェントの役割に対応していません。ライブデータレポートガジェットには、

エージェントの役割に対して同等の機能があります。

次の手順では、エージェントの役割のデフォルトのデスクトップレイアウトで、エージェント

キュー統計情報ガジェットを無効にする方法を説明します。Cisco Finesseの新規インストール後
に次の手順を使用します。

Cisco Finesseをアップグレードしている場合は、この手順を行う前に、Finesseアップグレード後
のデスクトップレイアウトのタスクを完了してください。

手順

ステップ 1 Finesse Administration（https://<Finesseサーバの FQDN>/cfadmin）にサインインします。
IPv6クライアントを使用する場合は、URLにポート番号を含める必要があります（https://<Finesse
プライマリノードの FQDN>:8445/cfadmin）。

ステップ 2 [デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]をクリックします。

ステップ 3 次のいずれかを行います。

•次のように、XMLからエージェントキュー統計情報ガジェットを削除します。
<gadget>/desktop/gadgets/QueueStatistics.jsp</gadget>

•次のように、エージェントの役割のエージェントキュー統計情報ガジェットにコメント文字
（<!--と -->）を追加して、ガジェットを無効にします。<!--

<gadget>/desktop/gadgets/QueueStatistics.jsp</gadget> -->

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

Finesseデスクトップレイアウトアップグレード後の作業, （206ページ）
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ライブデータレポート

Cisco Unified Intelligence Centerは、Finesseデスクトップに追加可能なライブデータのリアルタイ
ムレポートを提供します。

ライブデータの前提条件

デスクトップにライブデータレポートを追加する前に、次の前提条件を満たす必要があります。

• Cisco.comからライブデータレポートをダウンロードし、Cisco Unified Intelligence Centerに
インポートします。これらのレポートがUnified IntelligenceCenterで機能することを確認しま
す。

•ユーザの同期がCiscoUnified IntelligenceCenterに対して有効になっていることを確認します。
詳細については、『Administration Console User Guide for Cisco Unified Intelligence Center（Cisco
Unified Intelligence Center用の管理コンソールのユーザガイド）』（http://www.cisco.com/c/en/
us/support/customer-collaboration/unified-intelligence-center/products-maintenance-guides-list.html）
を参照してください。

• HTTPSを使用している場合、Finesseおよび Cisco Unified Intelligence Centerサーバにセキュ
リティ証明書をアップロードする必要があります。Finesseおよび Cisco Unified Intelligence
Centerの両方が、自己署名証明書を使用してインストールされます。ただし、自己署名証明
書を使用する場合、ライブデータガジェットを使用する前に、エージェントとスーパーバ

イザはサインインの際に Finesseデスクトップの証明書を受け入れる必要があります。この
要件を回避するために、CA証明書を提供できます。サードパーティ証明書のベンダーから
CA証明書を取得するか、組織に対して内部で CA証明書を作成できます。

関連トピック

レポートバンドルのダウンロード, （113ページ）
レポートバンドルのインポート, （114ページ）
ライブデータの証明書, （210ページ）

Finesse へのライブデータレポートの追加
ここでは、Finesseデスクトップにライブデータレポートを追加する方法について説明します。
実行する手順は、次の表に示すさまざまな要因に応じて異なります。

使用するタイミング手順

この手順は、新規インストール後に Finesseデ
スクトップにライブデータレポートを追加す

る場合、またはデォルトのデスクトップのレイ

アウトをカスタマイズしない場合のアップグ

レード後に使用します。

デフォルトデスクトップレイアウトへのライ

ブデータレポートの追加

Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)   

119

ライブデータレポート

http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-intelligence-center/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-intelligence-center/products-maintenance-guides-list.html


使用するタイミング手順

この手順は、Finesseデスクトップのレイアウト
をカスタマイズした場合に使用します。

カスタムデスクトップレイアウトへのライブ

データレポートの追加

この手順は、特定のチームに対してのみデスク

トップのレイアウトにライブデータレポート

を追加する場合に使用します。

チームレイアウトへのライブデータレポート

の追加

デフォルトデスクトップレイアウトへのライブデータレポートの追加

FinesseデフォルトレイアウトXMLには、Finesseデスクトップで使用できるライブデータレポー
トガジェットに対してコメントされた XMLコードが含まれます。ガジェットは、ライブデータ
ガジェットの HTTPSバージョンとライブデータガジェットの HTTPバージョンの 2つのカテゴ
リに分類されます。

この手順では、デフォルトのデスクトップレイアウトへのライブデータレポートガジェットの

追加方法について説明します。Finesseの新規インストール後に次の手順を使用します。Finesseを
アップグレードしたが、カスタムデスクトップのレイアウトがない場合は、[デスクトップレイ
アウトの管理（Manage Desktop Layout）]ガジェットで [デフォルトレイアウトを復元（Restore
DefaultLayout）]をクリックし、次の手順に従ってください。テキストの例での改行や空白は、読
みやすさのために示されているものであるため、実際のコードには含めないでください。

手順

ステップ 1 Finesse管理コンソール（https://Finesse サーバの FQDN/cfadmin）にサインインします。
ここで FQDNは完全修飾ドメイン名を指しています。

ステップ 2 [デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]タブをクリックします。

ステップ 3 デスクトップのレイアウトに追加する各レポートからコメント文字（<!--および -->）を削除しま
す。エージェントがFinesseデスクトップ（HTTPまたはHTTPS）にアクセスするために使用する
方法に一致するレポートを選択していることを確認します。

ステップ 4 my-cuic-serverを Cisco Unified Intelligence Centerサーバの完全修飾ドメイン名と置き換えます。

ステップ 5 任意で、ガジェットの高さを変更します。

例：

ライブデータガジェットの URLに指定される高さは、310ピクセルです。高さを変更する場合
は、URLのgadgetHeightパラメータを適切な値に変更します。たとえば、ガジェットの高さを400
ピクセルにするには、次のようにコードを変更し、310を 400に置き換えます。
<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?

gadgetHeight=400&viewId_1=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&
filterId_1=agent.id=CL%20teamName&viewId_2=9AB7848B10000141000001C50A0006C4&
filterId_2=agent.id=CL%20teamName
</gadget>
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スクロールバーを含むガジェットの最適な表示を維持するには、ガジェットの高さとして 200ピ
クセル以上の値を設定してください。レポートでスクロールバーが不要な場合（1行だけのレポー
トなど）は、ガジェットの高さをこれよりも小さい値（100ピクセルなど）に設定できます。ガ
ジェットの高さに何も指定しない場合（URLから 310を削除する場合）、デフォルト値は 170ピ
クセルです。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
ガジェットを追加したら、Finesseデスクトップにサインインして、適切に表示される
ことを確認します。多数の行が含まれているレポートを使用する場合、レポートが見や

すくなり、スクロールしなくても画面に多くの行が表示されるように、デスクトップへ

のアクセスに使用するコンピュータ上でガジェットの高さや画面解像度を調整してくだ

さい。

デスクトップのレイアウトを変更するときにサインインしているエージェントは、サイ

ンアウトしてから再度サインインして、デスクトップに変更が適用されていることを確

認する必要があります。

（注）

カスタムデスクトップレイアウトへのライブレポートの追加

FinesseデフォルトレイアウトXMLには、Finesseデスクトップで使用できるライブデータレポー
トガジェットに対してコメントされた XMLコードが含まれます。ガジェットは、ライブデータ
ガジェットの HTTPSバージョンとライブデータガジェットの HTTPバージョンの 2つのカテゴ
リに分類されます。

この手順では、カスタムデスクトップのレイアウトへのライブデータレポートガジェットの追

加方法について説明します。テキストの例での改行や空白は、読みやすさのために示されている

ものであるため、実際のコードには含めないでください。

手順

ステップ 1 Finesse管理コンソールにサインインします。

ステップ 2 [デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]タブをクリックします。

ステップ 3 [FinesseデフォルトレイアウトXML（Finesse Default Layout XML）]をクリックして、デフォルト
レイアウト XMLを表示します。

ステップ 4 Finesseデフォルトレイアウト XMLから追加するレポートの XMLコードをコピーします。

例：

HTTPS向けのエージェントレポートを追加するには、次の内容をコピーします。
<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?

gadgetHeight=310&viewId_1=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&
filterId_1=agent.id=CL%20teamName&
viewId_2=9AB7848B10000141000001C50A0006C4&
filterId_2=agent.id=CL%20teamName

</gadget>

ステップ 5 表示させるタブのタグ内に XMLを貼ります。
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例：

エージェントデスクトップの [home]タブにレポートを追加するには、次の手順を実行します。
<layout>
<role>Agent</role>
<page>
<gadget>/desktop/gadgets/CallControl.jsp</gadget>

</page>
<tabs>
<tab>
<id>home</id>
<label>finesse.container.tabs.agent.homeLabel</label>
<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?

gadgetHeight=310&viewId_1=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&
filterId_1=agent.id=CL%20teamName&
viewId_2=9AB7848B10000141000001C50A0006C4&
filterId_2=agent.id=CL%20teamName

</gadget>
</tab>
<tab>
<id>manageCall</id>
<label>finesse.container.tabs.agent.manageCallLabel</label>

</tab>
</tabs>

</layout>

ステップ 6 my-cuic-serverを Cisco Unified Intelligence Centerサーバの完全修飾ドメイン名と置き換えます。

ステップ 7 任意で、ガジェットの高さを変更します。

例：

ライブデータガジェットの URLに指定される高さは、310ピクセルです。高さを変更する場合
は、URLのgadgetHeightパラメータを適切な値に変更します。たとえば、ガジェットの高さを400
ピクセルにするには、次のようにコードを変更します。

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?
gadgetHeight=400&viewId_1=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&
filterId_1=agent.id=CL%20teamName&viewId_2=9AB7848B10000141000001C50A0006C4&
filterId_2=agent.id=CL%20teamName
</gadget>

スクロールバーを含むガジェットの最適な表示を維持するには、ガジェットの高さとして 200ピ
クセル以上の値を設定してください。レポートでスクロールバーが不要な場合（1行だけのレポー
トなど）は、ガジェットの高さをこれよりも小さい値（100ピクセルなど）に設定できます。ガ
ジェットの高さに何も指定しない場合（URLから 310を削除する場合）、デフォルト値は 170ピ
クセルです。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
ガジェットを追加したら、Finesseデスクトップにサインインして、適切に表示される
ことを確認します。多数の行が含まれているレポートを使用する場合、レポートが見や

すくなり、スクロールしなくても画面に多くの行が表示されるように、デスクトップへ

のアクセスに使用するコンピュータ上でガジェットの高さや画面解像度を調整してくだ

さい。

デスクトップのレイアウトを変更するときにサインインしているエージェントは、サイ

ンアウトしてから再度サインインして、デスクトップに変更が適用されていることを確

認する必要があります。

（注）
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チームレイアウトへのライブレポートの追加

FinesseデフォルトレイアウトXMLには、Finesseデスクトップで使用できるライブデータレポー
トガジェットに対してコメントされた XMLコードが含まれます。ガジェットは、ライブデータ
ガジェットの HTTPSバージョンとライブデータガジェットの HTTPバージョンの 2つのカテゴ
リに分類されます。

この手順では、特定のチームのデスクトップレイアウトへのライブデータレポートガジェット

の追加方法について説明します。テキストの例での改行や空白は、読みやすさのために示されて

いるものであるため、実際のコードには含めないでください。

手順

ステップ 1 Finesseデフォルトレイアウト XMLから追加するレポートの XMLコードをコピーします。

例：

HTTPS向けのエージェントレポートを追加するには、次の内容をコピーします。
<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?

gadgetHeight=310&viewId_1=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&
filterId_1=agent.id=CL%20teamName&viewId_2=9AB7848B10000141000001C50A0006C4&
filterId_2=agent.id=CL%20teamName
</gadget>

ステップ 2 [チームリソース（Team Resources）]タブをクリックします。

ステップ 3 レポートを追加するチームのリストからチームを選択します。

ステップ 4 <team name>エリアのリソースでは、[デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]タブをクリッ
クします。

ステップ 5 [システムデフォルトの上書き（Override System Default）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 表示させるタブのタグ内に XMLを貼ります。

例：

エージェントデスクトップの [home]タブにレポートを追加するには、次の手順を実行します。
<layout>
<role>Agent</role>
<page>
<gadget>/desktop/gadgets/CallControl.jsp</gadget>

</page>
<tabs>
<tab>
<id>home</id>
<label>finesse.container.tabs.agent.homeLabel</label>
<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?

gadgetHeight=310&viewId_1=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&
filterId_1=agent.id=CL%20teamName&
viewId_2=9AB7848B10000141000001C50A0006C4&
filterId_2=agent.id=CL%20teamName

</gadget>
</tab>
<tab>
<id>manageCall</id>
<label>finesse.container.tabs.agent.manageCallLabel</label>

</tab>
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</tabs>
</layout>

ステップ 7 my-cuic-serverを Cisco Unified Intelligence Centerサーバの完全修飾ドメイン名と置き換えます。

ステップ 8 任意で、ガジェットの高さを変更します。

例：

ライブデータガジェットの URLに指定される高さは、310ピクセルです。高さを変更する場合
は、URLのgadgetHeightパラメータを適切な値に変更します。たとえば、ガジェットの高さを400
ピクセルにするには、次のようにコードを変更します。

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?
gadgetHeight=400&viewId_1=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&
filterId_1=agent.id=CL%20teamName&viewId_2=9AB7848B10000141000001C50A0006C4&
filterId_2=agent.id=CL%20teamName
</gadget>

スクロールバーを含むガジェットの最適な表示を維持するには、ガジェットの高さとして 200ピ
クセル以上の値を設定してください。レポートでスクロールバーが不要な場合（1行だけのレポー
トなど）は、ガジェットの高さをこれよりも小さい値（100ピクセルなど）に設定できます。ガ
ジェットの高さに何も指定しない場合（URLから 310を削除する場合）、デフォルト値は 170ピ
クセルです。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。
ガジェットを追加したら、Finesseデスクトップにサインインして、適切に表示される
ことを確認します。多数の行が含まれているレポートを使用する場合、レポートが見や

すくなり、スクロールしなくても画面に多くの行が表示されるように、デスクトップへ

のアクセスに使用するコンピュータ上でガジェットの高さや画面解像度を調整してくだ

さい。

デスクトップのレイアウトを変更するときにサインインしているエージェントは、サイ

ンアウトしてから再度サインインして、デスクトップに変更が適用されていることを確

認する必要があります。

（注）

Finesse のライブデータストックレポートの変更

この手順では、Cisco Unified Intelligence Centerのライブデータストックレポートを変更して、
Finesseデスクトップのレイアウトに変更されたレポートを追加する方法について説明します。テ
キストの例での改行や空白は、読みやすさのために示されているものであるため、実際のコード

には含めないでください。

変更されたガジェットが確実にFinesseに表示されるようにするには、CiscoUnified Intelligence
Centerのレポートに対して適切な権限を与える必要があります。

（注）
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手順

ステップ 1 Finesseデフォルトレイアウト XMLから変更するレポートのガジェット URLをコピーして、テ
キストエディタに貼り付けします。

例：

HTTPSのエージェントレポートを変更する場合、次の URLをコピーして、テキストエディタに
貼り付けします。

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?
gadgetHeight=310&viewId_1=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&
filterId_1=agent.id=CL%20teamName&viewId_2=9AB7848B10000141000001C50A0006C4&
filterId_2=agent.id=CL%20teamName
</gadget>

ステップ 2 Cisco Unified Intelligence Centerでは、レポートの [編集（Edit）]ビューで、ガジェット URLを作
成するビューを選択してから、[リンク（Links）]をクリックします。
[HTMLリンク（HTML Link）]フィールドには、カスタマイズされたレポートのパーマリンクを
表示します。

ステップ 3 [HTMLリンク（HTMLLink）]フィールドからカスタマイズしたレポートのパーマリンクをコピー
し、テキストエディタに貼り付けます。目的のビューにこのリンクからのviewId値をコピーしま
す。

例：

レポートのパーマリンクから viewIdをコピーします（この例では下線が引かれています）。

https://<Server Name>:8444/cuic/permalink/PermalinkViewer.htmx?
viewId=5C90012F10000140000000830A4E5B33&linkType=htmlType&viewType=Grid

ステップ 4 ガジェット URLの viewId値を、カスタマイズされたレポートのパーマリンクからの viewId値と
置き換えます。

ステップ 5 my-cuic-serverを Cisco Unified Intelligence Centerサーバの FQDNと置き換えます。

ステップ 6 カスタマイズされたガジェットURLを [デスクトップレイアウトの管理（ManageDesktopLayout）]
ガジェットのデスクトップレイアウト XMLに追加し、[保存（Save）]をクリックします。

ガジェットを追加したら、Finesseデスクトップにサインインして、適切に表示される
ことを確認します。多数の行が含まれているレポートを使用する場合、レポートが見や

すくなり、スクロールしなくても画面に多くの行が表示されるように、デスクトップへ

のアクセスに使用するコンピュータ上でガジェットの高さや画面解像度を調整してくだ

さい。

デスクトップのレイアウトを変更するときにサインインしているエージェントは、サイ

ンアウトしてから再度サインインして、デスクトップに変更が適用されていることを確

認する必要があります。

（注）
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複数のビューを使用したライブデータレポートの設定

Cisco Unified Intelligence Centerでは、1つのガジェットで複数のライブデータレポートまたは
ビューを表示できます。エージェントは、ガジェットツールバーのドロップダウンリストから、

表示するビューを選択できます。このリストには、最大 5つのレポートビューが、レポート名 -
ビュー名の形式で表示されます。

次の手順では、viewId_nキーと filterId_nキーを使用して Finesseデスクトップレイアウトに複数
のライブデータビューを追加する方法を説明します。ガジェットに表示するレポートビューは、

最大 5つまで指定できます。5つのビューのうち、最初のビューがデフォルトビューです。残り
のビューの表示順序については特に定義されていません。

Finesseでは引き続き、1つの viewIdを使用した 1つのガジェットの表示がサポートされていま
す。ただし、複数の viewId_nキーとともに 1つの viewIdを指定すると、複数のビューが使用さ
れ、1つの viewIdは無視されます。

変更されたガジェットが確実にFinesseに表示されるようにするには、Unified IntelligenceCenter
のレポートに対して適切な権限を与える必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 ガジェットに組み込むレポートまたはビューごとに、そのビューのパーマリンクから関連 viewId
を取得します。

a) Unified IntelligenceCenterで、レポートの [編集（Edit）]ビューで該当するビューを選択し、[リ
ンク（Links）]をクリックします。
[HTMLリンク（HTMLLink）]フィールドには、カスタマイズされたレポートのパーマリンク
を表示します。

b) [HTMLリンク（HTML Link）]フィールドからカスタマイズされたレポートのパーマリンクを
コピーし、テキストエディタに貼り付けてから、パーマリンクの viewID値をコピーして保存
します。

例：

レポートのパーマリンクから viewIdをコピーします（この例では下線が引かれています）。

https://<Server Name>:8444/cuic/permalink/PermalinkViewer.htmx?
viewId=5C90012F10000140000000830A4E5B33&linkType=htmlType&viewType=Grid

ステップ 2 FinesseのデフォルトレイアウトXMLから、いずれかのライブデータレポートのガジェットURL
をコピーし、テキストエディタに貼り付けます。

例：
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デフォルトレイアウトXMLからHTTPSのエージェントスキルグループのURLをコピーし、テ
キストエディタに貼り付けます。

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?gadgetHeight=310&
viewId_1=9AB7848B10000141000001C50A0006C4&filterId_1=agent.id=CL%20teamName</gadget>

ステップ 3 別のレポートビューを参照するように URLを更新するには、viewId_1の値として（等号の後に
続けて）ステップ 1で取得した目的の viewIdを入力します。

例：

以下に、ステップ 1でコピーした viewIdの例を使って更新した URLを示します。

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?gadgetHeight=310&
viewId_1=5C90012F10000140000000830A4E5B33&filterId_1=agent.id=CL%20teamName</gadget>

ステップ 4 追加する各ビューごとに、次の操作を行います。

a) URLの末尾に、先頭にアンパサンドを付加した viewId_1および agentId_1の文字列をコピーア
ンドペーストします。

例：

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?gadgetHeight=310&
viewId_1=5C90012F10000140000000830A4E5B33&filterId_1=agent.id=CL%20teamName&
viewId_1=5C90012F10000140000000830A4E5B33&filterId_1=agent.id=CL%20teamName</gadget>

b) URLにコピーした viewId_1および filterId_1を、次に使用可能な整数に更新します（この例で
は、viewId_2および filterId_2）。

例：

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?gadgetHeight=310&
viewId_1=5C90012F10000140000000830A4E5B33&filterId_1=agent.id=CL%20teamName&
viewId_2=5C90012F10000140000000830A4E5B33&filterId_2=agent.id=CL%20teamName</gadget>

c) コピーしたviewIdの値（等号の後）に、目的のレポートのパーマリンクで定義されている値を
取り込みます(この例では 99E6C8E210000141000000D80A0006C4）。

例：

<gadget>https://my-cuic-server:8444/cuic/gadget/LiveData/LiveDataGadget.jsp?gadgetHeight=310&
viewId_1=5C90012F10000140000000830A4E5B33&filterId_1=agent.id=CL%20teamName&
viewId_2=99E6C8E210000141000000D80A0006C4&filterId_2=agent.id=CL%20teamName</gadget>

d) 次に示すように、filterId値が、レポートタイプに必要なタイプに一致していることを確認しま
す。

•エージェントレポート：filterId_N=agent.id=CL%20teamName

•エージェントスキルグループレポート：filterId_N=agent.id=CL%20teamName

•スキルグループレポート：filterId_N=skillGroup.id=CL%20teamName

•プレシジョンキューレポート：filterId_N=precisionQueue.id=CL%20teamName
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ステップ 5 my-cuic-serverを Cisco Unified Intelligence Centerサーバの完全修飾ドメイン名と置き換えます。

ステップ 6 カスタマイズされたガジェットURLを [デスクトップレイアウトの管理（ManageDesktopLayout）]
ガジェットのデスクトップレイアウト XMLに追加し、[保存（Save）]をクリックします。

ガジェットを追加したら、Finesseデスクトップにサインインして、適切に表示される
ことを確認します。多数の行からなるレポートを使用する場合、レポートを見やすく、

またスクロールしなくても画面に多くの行が表示されるように、デスクトップへのアク

セスに使用するコンピュータでガジェットの高さや画面解像度を調整してください。

デスクトップのレイアウトを変更するときにサインインしているエージェントは、サイ

ンアウトしてから再度サインインして、デスクトップに変更が適用されていることを確

認する必要があります。

（注）
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第 16 章

IPv6 を設定する

• IPv6設定, 129 ページ

• VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションの IPv6のセットアップ, 129 ページ

• IPv6対応の導入の NAT64の設定, 131 ページ

• Unified CVPコールサーバでの IPv6の設定, 133 ページ

• ゲートウェイでの IPv6サポートの設定, 134 ページ

• Unified Communications Managerでの IPv6の設定, 135 ページ

IPv6 設定
Packaged CCEは、エージェントおよびスーパバイザの Finesseデスクトップと電話で IPv6接続を
サポートできます。IPv6対応の導入では、使用するエンドポイントをすべて IPv6にするか、また
は IPv4と IPV6エンドポイントを混合することができます。これらのエンドポイントと通信する
サーバは、IPv4接続と IPv6接続の両方を受け入れることができます。サーバ間の通信では、引き
続き IPv4接続が使用されます。

この章では、IPv6対応の導入で実行する設定手順について説明します。

VOS ベースのコンタクトセンターアプリケーションの IPv6 のセット
アップ

デフォルトでは、Unified Communications Manager、Finesse、および Unified Intelligence Centerでは
IPv4だけが有効です。

これらのアプリケーションで IPv6を有効にする場合は、パブリッシャ/プライマリノードとサブ
スクライバ/セカンダリノードの両方で、アプリケーションに対して IPv6を有効にする必要があ
ります。

Cisco Unified Operating System Administrationまたは CLIを使用して IPv6を有効にできます。
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PackagedCCE導入での IPv6のサポートの詳細については、『CiscoPackagedContactCenterEnterprise
Design Guide』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
packaged-contact-center-enterprise/products-technical-reference-list.html）を参照してください。

Cisco Unified Operating System Administration を使用した IPv6 の設定
Cisco Unified Operating System Administrationを使用して IPv6を設定するには、プライマリとセカ
ンダリの VOSサーバで次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 パブリッシャ/プライマリノードで Cisco Unified Operating System Administrationにサインインしま
す。

• Unified Communications Managerおよび Unified Intelligence Center：https://<パブリッシャ
またはプライマリ ノードのホスト名または IP アドレス>/cmplatform

• Finesse：https://プライマリ ノードの FQDN:8443/cmplatform

ステップ 2 [設定（Settings）] > [IP] > [イーサネットIPv6（Ethernet IPv6）]を選択します。

ステップ 3 [IPv6を有効にする（Enable IPv6）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [IPv6アドレス（IPv6 Address）]、[プレフィックスの長さ（Prefix Length）]、および [デフォルト
ゲートウェイ（Default gateway）]の各フィールドに値を入力します。

ステップ 5 [リブートを使用した更新（Update with Reboot）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
サーバが再起動します。

ステップ 7 サブスクライバ/セカンダリノードに対してこの手順を繰り返します。

CLI を使用した VOS ベースアプリケーションの IPv6 のセットアップ
CLIを使用して IPv6を設定するには、プライマリ VOSサーバとセカンダリ VOSサーバの両方で
次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 VOSサーバで CLIにアクセスします。

ステップ 2 IPv6を有効または無効にするには、次のように入力します。
set network ipv6 service {enable | disable}

ステップ 3 IPv6アドレスおよびプレフィックス長を設定します。
set network ipv6 static_addressaddrmask

例：
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set network ipv6 static_address 2001:db8:2::a 64

ステップ 4 デフォルトゲートウェイを設定します。
set network ipv6 gatewayaddr

ステップ 5 システムを再起動し、変更を有効にします。
utils system restart

ステップ 6 IPv6設定を表示するには、次のように入力します。
show network ipv6 settings

IPv6 対応の導入の NAT64 の設定
NAT64により、IPv6ネットワークと IPv4ネットワーク間の通信が可能になります。IPv6対応の
導入では、IPv6ネットワークのスーパバイザが、IPv4ネットワーク上のUnifiedCCEAdministration
Webツールにアクセスできるように、NAT64を設定する必要があります。

ステートフルまたはステートレスのいずれかのNAT64を使用できます。ご使用の導入にとって最
適な変換タイプについては、表 2を参照してください。ステートレスとステートフルのNAT64の
比較： http://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/ios-nx-os-software/enterprise-ipv6-solution/white_
paper_c11-676278.html

NAT64はMトレイン IOSではサポートされません。Tトレインが必要です。

詳細については、http://docwiki.cisco.com/wiki/Compatibility_Matrix_for_Packaged_CCEで Packaged
Contact Center Enterpriseの互換性マトリックスを参照してください。

（注）

次に示すネットワーク構成図とインターフェイス設定の例は、IPv6ネットワークと IPv4ネット
ワーク間でのステートフル NAT64への変換を示します。

interface GigabitEthernet0/0
description ipv4-only interface
ip address 10.10.10.81 255.255.255.128
duplex auto
speed auto
nat64 enable
no mop enabled

interface GigabitEthernet0/1
description ipv6-only interface
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no ip address
duplex auto
speed auto
nat64 enable
ipv6 address 2001::1/64
ipv6 enable

ipv6 unicast-routing
ipv6 cef
!
nat64 prefix stateful 3001::/96
nat64 v4 pool POOL1 10.10.10.129 10.10.10.250
nat64 v6v4 list V6ACL1 pool POOL1 overload
ipv6 router rip RIPv6
!
ipv6 router rip RIP

!
ipv6 access-list V6ACL1
permit ipv6 2001::/64 any

IPv6 の DNS の設定
FQDNがUnified CCE Administrationにアクセスするという要件を満たすため、Unified CCEデータ
サーバと任意の外部 AW-HDS-DDSサーバの前方参照 AAAAレコードが DNSに作成されている
必要があります。

この手順のステップは、Windows DNSサーバを対象としています。

手順

ステップ 1 Windowsで [管理ツール（Administrative Tools）] > [DNS]を選択します。DNSマネージャが起動
されます。

ステップ 2 [前方参照ゾーン（Forward lookup zone）]で、導入のドメイン名に移動します。

ステップ 3 ドメイン名を右クリックし、[新しいホスト（Aまたは AAAA）（New Host (A or AAAA)）]を選
択します。

ステップ 4 [新しいホスト（New Host）]ダイアログボックスで、Unified CCEデータサーバと任意の外部
AW-HDS-DDSサーバのコンピュータ名および IPアドレスを入力します。[Add Host]をクリック
します。

DNS エントリの IPv4 アドレスの IPv6 変換の決定

AAAA DNSレコードに必要な IPv6アドレスを判別するには、Windowsマシンで混合表記を使用
して pingコマンドを実行します。「ping -6」と入力し、その後 IPv6 Nat64プレフィックス、2つ
のコロン、IPv4アドレスの順に入力します。
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pingに対する応答では、IPv4アドレスが 16進数の文字列に変換されます。静的 AAAAレコード
でこのアドレスを使用します。

オプションで、静的DNSエントリの代わりにDNS64を使用できます。DNS64を使用すると、
AリソースレコードからのAAAAリソースレコードを合成することで、IPv6ネットワークと
IPv4ネットワーク間での変換が促進されます。

『NAT64 Technology: Connecting IPv6 and IPv4 Networks』ホワイトペーパーに、DNS64の概要
と、DNS64を IPv6と共に使用する方法が記載されています（http://www.cisco.com/c/en/us/
products/collateral/ios-nx-os-software/enterprise-ipv6-solution/white_paper_c11-676278.html）。

（注）

Unified CVP コールサーバでの IPv6 の設定
IPv6対応導入では、IPv6アドレスをご使用のUnified CVPコールサーバの既存のネットワークイ
ンターフェイスに追加する必要があります。

この手順は、IPv6対応導入を使用している場合にだけ実行します。
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手順

ステップ 1 UnifiedCVPコールサーバで [コントロールパネル（ControlPanel）]> [ネットワークと共有（Network
and Sharing）]を選択します。

ステップ 2 [イーサネット（Ethernet）]をクリックします。

ステップ 3 [イーサネットのステータス（Ethernet Status）]ウィンドウで [プロパティ（Properties）]を選択し
ます。

ステップ 4 [インターネットプロトコルバージョン6（TCP/IPv6）（Internet Protocol Version 6 (TCP/IPv6)）]
チェックボックスをオンにし、[プロパティ（Properties）]を選択します。

ステップ 5 [次のIPv6アドレスを使う（Use the following IPv6 address）]オプションボタンをオンにします。

ステップ 6 [IPv6アドレス（IPv6 address）]、[サブネットプレフィックスの長さ（Subnet prefix length）]、お
よび [デフォルトゲートウェイ（Default gateway）]の各フィールドに値を入力します。

ステップ 7 プロンプトが表示されたら、[OK]をクリックしてWindowsを再起動します。

ゲートウェイでの IPv6 サポートの設定
IPv6対応導入では、IPv6アドレッシングを有効にするようにイングレスゲートウェイと VXML
ゲートウェイを設定する必要があります。

インターフェイスでの IPv6 プロトコルスタックのサポートの設定
この手順は、イングレスゲートウェイと VXMLゲートウェイの両方に適用されます。

手順

ゲートウェイで次の設定を行います。

>Enable
>configure terminal
>interface type number
>ipv6 address{ ipv6-address / prefix-length | prefix-name sub-bits / prefix-length}
>ipv6 enable

イングレスゲートウェイでの ANAT の有効化

手順

ゲートウェイで次の設定を行います。

>conf t
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>voice service voip
>SIP
>ANAT
>bind control source-interface GigabitEthernet0/2
>bind media source-interface GigabitEthernet0/2

イングレスゲートウェイでのデュアルスタックの有効化

手順

ゲートウェイで次の設定を行います。

>conf t
>sip-ua
>protocol mode dual-stack preference ipv6

Unified Communications Manager での IPv6 の設定
IPv6対応環境では、この項の手順を実行して Unified Communications Managerで IPv6を設定する
必要があります。

Unified CM Administration でのクラスタ全体の設定
クラスタ全体でのメディアおよびシグナリング用のアドレッシングモード設定として IPv6を設定
するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 各Unified CommunicationsManagerサーバでのクラスタ全体の IPv6設定を行うため、[CiscoUnified
CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から [システム（System）] > [エンタープライズパ
ラメータ（Enterprise Parameters）] > [IPv6設定モード（IPv6ConfigurationModes）]を選択します。

ステップ 2 [IPv6の有効化（Enable IPv6）]ドロップダウンリストから [はい（True）]を選択します。

ステップ 3 [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]ドロップ
ダウンリストから [IPv6]を選択します。

ステップ 4 [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]ド
ロップダウンリストから [IPv6]を選択します。

ステップ 5 [電話の自動設定を許可（Allow Auto-configuration for Phones）]ドロップダウンリストから [オフ
（Off）]を選択します。

ステップ 6 変更を保存します。
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トランスコーディング

IPv6対応環境では、次のシナリオでトランスコーダが必要です。

• IPv6エンドポイントにログインしているエージェントが、IPv4エンドポイントにログインし
ているエージェントとの間で転送を送受信する必要がある。

• IPv6エンドポイントにログインしているエージェントが、セルフサービスのために VXML
ゲートウェイに接続する必要がある。

関連トピック

Unified CMと IOSゲートウェイでのトランスコーダの設定, （104ページ）

Unified Communications Manager での共通デバイス設定プロファイルの追加
IPv6対応環境では、IPv4デバイスと IPv6デバイスの両方を使用できます。

Unified CommunicationsManagerで IPv4、IPv6、またはデュアルスタックの共通デバイス設定プロ
ファイルを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デ
バイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックして、新しい共通デバイス設定プロファイルの名前を入力し
ます。

ステップ 3 [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]ドロップダウンリストから次の操作を実行しま
す。

• UnifiedCommunicationsManagerで IPv6共通デバイス設定プロファイルを追加するには、[IPv6
のみ（IPv6 only）]を選択します。

• UnifiedCommunicationsManagerで IPv4共通デバイス設定プロファイルを追加するには、[IPv4
のみ（IPv4 only）]を選択します。

• UnifiedCommunicationsManagerでデュアルスタック共通デバイス設定プロファイルを追加す
るには、[IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]を選択します。[シグナリング用のIPアドレッシング
モード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]ドロップダウンリストから [IPv4]
を選択します。

ステップ 4 変更を保存します。
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ゲートウェイトランクへの共通デバイス設定プロファイルの関連付け

ゲートウェイトランクに共通デバイス設定プロファイルを関連付けるには、次の手順を実行しま

す。この手順は、イングレスゲートウェイに適用されます。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
表示するトランクプロファイルを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから次の操作を実行
します。

•ゲートウェイトランクに IPv6共通デバイス設定プロファイルを関連付けるには、IPv6共通
デバイス設定プロファイルを選択します。

•ゲートウェイトランクに IPv4共通デバイス設定プロファイルを関連付けるには、IPv4共通
デバイス設定プロファイルを選択します。

Unified CMゲートウェイトランクでは IPv4または IPv6トランクだけがサポートされて
います。Unified CMゲートウェイトランクにデュアルスタック共通デバイス設定プロ
ファイルを関連付けることはできません。

（注）

ステップ 4 [接続先アドレスIPv6（Destination Address IPv6）]フィールドに IPv6アドレスを入力します。
Unified CMからゲートウェイへのトランクでは、標準 SIPプロファイルだけがサポート
されており、ANAT対応デュアルスタック SIPトランクはサポートされていません。

（注）

ステップ 5 変更を保存します。

IPv4 または IPv6 電話への共通デバイス設定プロファイルの関連付け

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]から、[デバイス（Device）] > [電話
（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。
表示するトランクプロファイルを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、IPv6共通デバ
イス設定プロファイルを選択します。

• IPv6電話に IPv6共通デバイス設定プロファイルを関連付けるには、IPv6共通デバイス設定
プロファイルを選択します。
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• IPv4電話に IPv4共通デバイス設定プロファイルを関連付けるには、IPv4共通デバイス設定
プロファイルを選択します。

ステップ 4 変更を保存します。

Unified CM での SIP プロファイルの関連付け
IPv6対応の導入では、Unified CVPに対して設定したトランクに SIPプロファイルを関連付ける必
要があります。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。表示するトランクプロファイルを選択します。

ステップ 3 [SIPプロファイル（SIP Profile）]ドロップダウンリストから、作成した SIPプロファイルを選択
します。

SIPプロファイルの作成方法の詳細については、Unified CMでの SIPプロファイルの追
加, （109ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 4 変更を保存します。

関連トピック

トランクの設定, （109ページ）

SIP トランクへのデュアルスタック共通デバイス設定プロファイルの関連付け

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [トランク（Trunk）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。表示するトランクプロファイルを選択します。

ステップ 3 [共通デバイス設定（CommonDeviceConfiguration）]ドロップダウンリストから、デュアルスタッ
ク共通デバイス設定プロファイルを選択します。

デュアルスタック共通デバイス設定プロファイルの追加方法の詳細については、Unified
CommunicationsManagerでの共通デバイス設定プロファイルの追加, （136ページ）を参
照してください。

（注）

ステップ 4 変更を保存します。
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第 IV 部

オプションの外部 AW-HDS-DDS
• 外部 AW-HDS-DDSのインストールおよび設定, 141 ページ
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外部 AW-HDS-DDS のインストールおよび設
定

• 外部 AW-HDS-DDSのインストールおよび設定, 141 ページ

• 外部 AW-HDS-DDSの HDSデータベースの作成, 142 ページ

• 外部 AW-HDS-DDSの設定 , 143 ページ

• 外部AW-HDS-DDSでのUnified Intelligence Centerの SQLユーザアカウントの設定, 144 ペー
ジ

外部 AW-HDS-DDS のインストールおよび設定
デフォルトの導入では、リアルタイム、履歴およびコール詳細データが保存される Unified CCE
データサーバのロガーデータベースからデータが取得されます。履歴データの場合、保持期間は

400日で、コール詳細データは 40日です。

より長い保持期間が必要な場合、最大 2つの別個の外部サーバに、管理サーバ、リアルタイムお
よび履歴データサーバ、詳細データサーバ（AW-HDS-DDS）をインストールするオプションが
存在します。外部サーバは、[中央コントローラのサイド Aを優先（Central Controller Side A
Preferred）]または [中央コントローラのサイド Bを優先（Central Controller Side B Preferred）]と
して設定されます。

外部サーバ AW-HDS-DDSの要件については、『Virtualization for Unified CCE DocWiki』（http://
docwiki.cisco.com/wiki/Virtualization_for_Unified_CCE)を参照してください。

外部 AW-HDS-DDSをインストールするには、次の順序でタスクを実行します。

タスク順序

Microsoft Windows Serverのインストール, （42ページ）1

アンチウイルスソフトウェアのインストール, （38ページ）2

Microsoft SQL Serverのインストール, （47ページ）3
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タスク順序

Cisco Unified Contact Center Enterpriseのインストール, （52ページ）4

SQL Serverの設定, （69ページ）5

保持するデータ量のデータベースドライブを設定します。参照先データベースドラ

イブの設定, （37ページ）
6

外部 AW-HDS-DDSの HDSデータベースの作成, （142ページ）7

外部 AW-HDS-DDSの設定 , （143ページ）8

外部 AW-HDS-DDSでの Unified Intelligence Centerの SQLユーザアカウントの設定,
（144ページ）

9

外部 AW-HDS-DDSの Unified Intelligence Centerデータソースの設定, （111ページ）10

IPv6対応の導入を使用している場合は、DNSで外部 AW-HDS-DDSに対し前方参照
AAAAレコードを設定します。IPv6のDNSの設定,（132ページ）を参照してくださ
い。 IPv6の DNSの設定, （132ページ）

11

外部 AW-HDS-DDS の HDS データベースの作成
ICMDBAを使用して HDSデータベースを作成します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CCEツール（Cisco Unified CCE Tools）] > [ICMdba]を開きます。

ステップ 2 [管理&データサーバ（Administration & Data Server）]の下にデータベースが表示されるまで、イ
ンスタンスのツリービューを展開します。

ステップ 3 [管理 &データサーバ（Administration & Data Server）]を選択します。

ステップ 4 メニューから、[データベース（Database）] > [作成（Create）]の順に選択します。[追加（Add）]
をクリックします。

ステップ 5 [データ（Data）]オプションボタンをクリックし、2番目のディスクドライブを選択し、目的の
HDSのサイズを入力します。[OK]をクリックします。

ステップ 6 [ログ（Log）]オプションボタンをクリックし、2番目のディスクドライブを選択し、目的のロ
グサイズを入力します。[OK]をクリックします。

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。
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外部 AW-HDS-DDS の設定

手順

ステップ 1 [Unified CCE Webセットアップ（Unified CCE Web Setup）]を開きます。

ステップ 2 [コンポーネント管理（ComponentManagement）] > [管理サーバとデータサーバ（Administration&
Data Servers）]を選択します。[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 [展開（Deployment）]ページで、現在のインスタンスを選択します。

ステップ 4 [管理サーバとデータサーバの追加（AddAdministration&Data Servers）]ページで、次のように設
定します。

a) [エンタープライズ（Enterprise）]をクリックします。
b) [小規模から中規模の展開サイズ（Small to Medium Deployment Size）]をクリックします。
c) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [小規模から中規模の展開でのサーバロール（Server Role in a Small to Medium Deployment）]ペー
ジで、[管理サーバ、リアルタイム/履歴データサーバ、および詳細データサーバ（AW-HDS-DDS）
（Administration Server Real-time and Historical Data Server, and Detail Data Server (AW-HDS-DDS)）]
オプションを選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [管理&データサーバの接続（Administration&Data Servers Connectivity）]ページで、次の内容を実
行します。

a) [プライマリ管理&データサーバ（Primary Administration &Data Server）]のオプションボタン
をクリックします。

b) [*セカンダリ管理&データサーバ（*Secondary Administration & Data Server）]フィールドに、
そのサーバのホスト名を入力します。

c) [*プライマリ管理&データサーバ（*Primary Administration & Data Server）]フィールドに、そ
のサーバのホスト名を入力します。

d) [*プライマリ/セカンダリペア（サイト）名（*Primary/Secondary Pair (Site) Name）]フィールド
に、CCE-AW-1（1番目の外部 AW-HDS-DDSの場合）または CCE-AW-2（2番目の外部
AW-HDS-DDSの場合）を入力します。

e) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [データベースとオプション（Database and Options）]ページで、次のように設定します。
a) [次のドライブ上でデータベースを作成（Create Database(s) on Drive）]フィールドで、[C]を選
択します。

b) [エージェントのスキル変更（Agent Re-skilling）] Webツールをクリックしないでください。
Packaged CCEではこのツールはサポートされていません。スーパバイザは、Unified CCE
Administrationでエージェントツールを使用してエージェントのスキルを変更します。

c) [Internet Script Editor]をクリックします。
d) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [セントラルコントローラの接続（Central Controller Connectivity）]ページで、次のように設定し
ます。
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a) ルータサイド Aには、Unified CCEコールサーバ Aの IPアドレスを入力します。
b) ルータサイド Bには、Unified CCEコールサーバ Bの IPアドレスを入力します。
c) ロガーサイド Aには、Unified CCEデータサーバ Aの IPアドレスを入力します。
d) ロガーサイド Bには、Unified CCEデータサーバ Bの IPアドレスを入力します。
e) [セントラルコントローラドメイン名（Central Controller Domain Name）]を入力します。
f) [中央コントローラのサイド Aを優先（Central Controller Side A Preferred）]または [中央コント
ローラのサイド Bを優先（Central Controller Side B Preferred）]をクリックします。

g) [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [サマリー（Summary）]ページの内容を確認してから、[完了（Finish）]をクリックします。

外部 AW-HDS-DDS での Unified Intelligence Center の SQL ユーザアカウ
ントの設定

手順

ステップ 1 Microsoft SQL Server Management Studioを起動します。

ステップ 2 [セキュリティ（Security）] >[ログイン（Logins）]に移動し、[ログイン（Logins）]を右クリック
し、[新しいログイン（New Login）]を選択します。
このログインは、Cisco Unified Intelligence Centerレポーティング用のデータソースを設定すると
きに使用されます。

ステップ 3 [全般（General）]画面で、次を実行します。
a) ログイン名を入力します。
b) [SQL Server認証（SQL Server authentication）]を選択します。
c) パスワードを入力して確認します。
d) [パスワードポリシーを適用する（Enforce password policy）]をオフにします。

ステップ 4 [ユーザマッピング（User Mapping）]をクリックします。
a) AWdbに関連付けられているデータベースを確認します。
b) 各データベースを選択し、db_datareaderロールと publicロールに関連付けてから、[OK]をク
リックします。
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第 V 部

バージョンのアップグレード
• 共通グラウンドアップグレードプロセス, 147 ページ

• システムアップグレードの要件, 149 ページ

• アップグレード前のタスク, 153 ページ

• サイド Aのアップグレードの準備, 161 ページ

• サイド Aのアップグレード, 163 ページ

• サイド Bからサイド Aへのカットオーバー, 191 ページ

• サイド Bのアップグレード, 193 ページ

• サイド Aとサイド Bの同期, 201 ページ

• アップグレード後の作業, 205 ページ
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• 共通グラウンドアップグレードプロセス, 147 ページ

共通グラウンドアップグレードプロセス

この Packaged CCEリリースのアップグレードプロセスは、コンタクトセンターのダウンタイム
を最小限に抑えるように設計されています。サイドAのアップグレード中、サイド Bは引き続き
動作可能です。サイドAのアップグレード後、サイドBのアップグレード中はサイドAのコンタ
クトセンターのアクティビティが再開します。

アップグレードでは、アプリケーションとプラットフォームの両方のアップグレードが行われま

す。WindowsベースのコンポーネントをWindows2012にアップグレードします。UnifiedCCEデー
タサーバとオプションの外部AW-HDS-DDSサーバを、Microsoft SQL Server 2014にアップグレー
ドします。

VOSベースの各アプリケーションのアップグレードは、所要時間が 2～ 3時間として計画してく
ださい。

アップグレードでは 3つのメンテナンス期間が必要です。重要

• 1番目のメンテナンス期間では、アップグレードに向けて準備するためサイドAのサービ
スをシャットダウンします。

• 2番目のメンテナンス期間は、アップグレードの途中に、サイド Bからサイド Aにカッ
トオーバーするための期間です。サイド Aを起動する前にサイド Bを必ず停止してくだ
さい。

• 3番目のメンテナンス期間は、アップグレードの完了時に、サイド Aをサイド Bに同期
するための期間です。

このマニュアルでは、PackagedCCEのアップグレードプロセスを説明します。このプロセスにお
ける主な作業は次のとおりです。
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•アップグレードのためのシステム要件への対応。

•アップグレード前の作業の実行。

•サイド Aのすべてのコンポーネントのアップグレード。

•サイド Aからサイド Bへのカットオーバー。カットオーバーでは、サイド Aを起動する前
にサイド Bを停止します。

•サイド Bのすべてのコンポーネントのアップグレード。

•サイド Aとサイド Bの同期。

•アップグレード後の手順の実行。
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第 19 章

システムアップグレードの要件

• サポートされているアップグレードパス, 149 ページ

• NTPの設定要件, 149 ページ

• アップグレード前のシステム要件, 150 ページ

サポートされているアップグレードパス

PackagedCCEリリース 10.0またはリリース 10.5の任意のバージョンからこのリリースのPackaged
CCEにアップグレードすることができます。

PackagedCCEをリリース11.0(1)にアップグレードする前に、オンボックスまたはオフボックスの
Unified Communication Managerパブリッシャとサブスクライバをリリース 10.0(1)以降にアップグ
レードする必要があります。

共通グラウンドアップグレードによるハードウェアの更新

アップグレードプロセスでハードウェアの更新を行う場合は、最初に次のドキュメントの説明に

従ってターゲットサーバを準備しておく必要があります。

•カスタマーサイトサーバの準備, （9ページ）

•『Virtualization for Cisco Packaged CCE DocWiki』、URL： http://docwiki.cisco.com/wiki/
Virtualization_for_Cisco_Packaged_CCE

サーバの設定が完了したら、VMをサーバに移動し、共通グラウンドアップグレードプロセスを
実行できます。

NTP の設定要件
PackagedCCEは、時刻同期に依存しています。正しくNTPを設定することは、データの報告とコ
ンポーネント間の通信の信頼性を高めるために重要です。NTPおよび時刻同期, （17ページ）に
示す要件を実装することが大切です。
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アップグレード前のシステム要件

サポートされているすべての Ciscoコンタクトセンターおよびサードパーティ製ソフトウェアの
バージョンについては、http://docwiki.cisco.com/wiki/Compatibility_Matrix_for_Packaged_CCEの『Cisco
Packaged CCE Software Compatibility Matrix DocWiki』を参照してください。

要件項目

サポートされている ESXiバージョンについて
は、『Virtualization for Cisco Packaged CCE
DocWiki』（http://docwiki.cisco.com/wiki/
Virtualization_for_Cisco_Packaged_CCE）を参照
してください。

サイド Aとサイド Bの ESXiが同じバージョン
である必要があります。

VMwareホスト

• Unified CM 10.0(1)以降のメンテナンスリ
リース

• Unified CM 10.5(1)以降のメンテナンスリ
リース

Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Product Upgrade Tool（PUT）を使用
した Unified CVPライセンスのアップグ
レード

• CommunicationsManagerインターフェイス
を使用したUnifiedCommunicationsManager
ライセンスのアップグレード

コンタクトセンターソフトウェアライセンス
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要件項目

• Microsoft Windows Server 2012 R2 Standard
ライセンスおよびWindows 2008 R2
Operating Systemアップグレードのメディ
ア：

◦オンボックス VMに 10ライセンス
（オプションのUnified CVPReporting
Serverを含む）

◦オプションの外部 Unified CVP
Reporting Serverに 1ライセンス

◦オプションの外部AW-HDS-DDSごと
に 1ライセンス

• Microsoft SQL Server 2014 Standardの SQL
アップグレード用のライセンスおよびメ

ディア：

◦オンボックスUnifiedCCEデータサー
バに 2ライセンス

◦オプションの外部AW-HDS-DDSごと
に 1ライセンス

サードパーティ製ソフトウェアのライセンス
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第 20 章

アップグレード前のタスク

• アップグレード前の作業, 153 ページ

• Finesseでのアップグレード後の作業, 156 ページ

• Unified Intelligence Centerアップグレード前の作業, 157 ページ

• Unified CCEアップグレード前の作業, 159 ページ

• Unified CVPアップグレード前の作業, 159 ページ

• Unified Communications Managerアップグレード前の作業, 160 ページ

アップグレード前の作業

タスク手順

VMのバックアップ

問題が発生した場合に回復できるように、アップグレード前にサイドAとサイドBの
VMをバックアップします。

1

アップグレード後の結果と比較するアップグレード前のシステムステータスベースラインの決

定

Unified CCE Administrationで [システムインベントリ（System Inventory）]ツールを使
用して、ホストと各 VMのアラートのステータスを確認します。警告やエラーが発生
している場合は書き留めておきます。これにより、結果をアップグレード後のシステ

ムステータスと比較できます。

2
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タスク手順

サイド Aのサービスのシャットダウンに伴う影響の削減

コンポーネントをアップグレードするためにサイド Aのサービスを停止すると、エージェント
がデスクトップから強制的にログアウトされ、IP電話がホームに戻される場合があります。アッ
プグレード中にカスタマーがエージェントをアクティブにする必要がある場合は、次に示すアッ

プグレード前の作業を実行することで、サイドAのシャットダウンによる影響を削減できます。

電話機を、サイド Bの Unified Communications Managerサブスクライバに強制的に戻
します。

エージェントの電話のデバイスプールにサイド Aの Unified Communications Manager
サブスクライバ 1が含まれている場合は、次の手順を実行します。Unified
CommunicationsManager Administrationで、サイドBのUnified CommunicationsManager
サブスクライバ2を優先として追加し、サブスクライバ1をセカンダリに変更します。
デバイスプールの変更後に電話機をリセットします。

エージェントの電話のデバイスプールが、サイドAのUnifiedCommunicationsManager
サブスクライバ 1を優先とし、サイド Bの Unified Communications Managerサブスク
ライバ 2をセカンダリとして設定されている場合、このステップを実行する必要はあ
りません。サイド Aをシャットダウンすると、Unified Communications Managerによ
り、電話を使用してサブスクライバ 1にログインしているエージェントが強制的にロ
グアウトされ、これらのエージェントの電話がサブスクライバ 2に戻されます。

3

サイド Bの Finesseセカンダリノードにサインインするようにエージェントに対して
指示します。

4

Finesse管理コンソールの [デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]タブで、各ラ
イブデータレポートについてサイド Bの Cisco Unified Intelligence Centerサブスクラ
イバを参照するように、ライブデータガジェットを設定します。

5

コールが最初にサイド Bの Unified CVPサーバに送信され、次にサイド Aの Unified
CVPサーバに送信されるように、Cisco IOS Enterpriseイングレス音声ゲートウェイの
ダイヤルピア優先順位を設定します。

6

サイドAのアップグレード中にレポート機能を維持するため、Unified IntelligenceCenter
の履歴データソースおよびリアルタイムデータソースを次のいずれかに設定します。

•サイド Bの Unifiedデータサーバ

•外部 AW-HDS-DDS（中央コントローラでサイド Bを優先）

Unified Intelligence Centerデータソースの設定手順については、外部 AW-HDS-DDSの
Unified Intelligence Centerデータソースの設定, （111ページ）を参照してください。
必要に応じて、[データソースホスト（DatasourceHost）]と [データベース名（Database
Name）]フィールドに、サイド Bの Unifiedデータサーバまたは外部 AW-HDS-DDS
（中央コントローラでサイド Bを優先）の値を入力します。

7
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タスク手順

Finesseでのアップグレード前の作業の実行

プライマリ Finesseサーバのディザスタリカバリシステムアプリケーションを使用し
て、Finesseシステムデータをバックアップします。

DRSアプリケーションにアクセスするには、ブラウザで https://Finesse サーバ

の FQDN :8443/drfを指定します。詳細については、DRSアプリケーションで提供
されるオンラインヘルプを参照してください。

アップグレードで問題が発生し、以前のバージョンにロールバックする必要がある場

合、システムを復元するためにDRSバックアップが必要になります。システムの復元
に DRSバックアップを使用しないと、2番目の Finesseノードの複製が中断し、修復
できません。

8

現在のレイアウトの設定を保存します。プライマリFinesseノード（https://プライ
マリ Finesse サーバの FQDN /cfadmin）の管理コンソールにサインインします。
[デスクトップ設定（DesktopSettings）]タブの [デスクトップレイアウトの管理（Manage
DesktopLayout）]ガジェットからレイアウトXMLファイルをコピーします。このファ
イルをテキストファイルとしてローカルシステムに保存します。

現在デフォルトレイアウトを実行している場合、新しいレイアウトに自動

的にレイアウトがアップグレードされます。以前のバージョンのレイアウト

を使用する場合は、アップグレードが完了した後、[デスクトップレイアウ
トの管理（ManageDesktopLayout）]ガジェットにコピーして貼り付けます。

（注）

9

プライマリノードとセカンダリノードの Finesse Refresh Upgrade COPファイルをダウ
ンロードしてインストールします。

Finesseアップグレード COPファイルのダウンロードとインストール, （156ページ）
を参照してください。

10

Unified Intelligence Centerアップグレード前の作業の実行

ディザスタリカバリシステムアプリケーションを使用して、Unified IntelligenceCenter
システムデータをバックアップします。

DRSアプリケーションにアクセスするには、ブラウザで https://Intelligence

Center の IP アドレス:8443/drfに移動します。詳細については、DRSアプリ
ケーションで提供されるオンラインヘルプを参照してください。

11

パブリッシャとサブスクライバのUnified IntelligenceCenter COPファイルをダウンロー
ドしてインストールします。

Unified Intelligence Centerアップグレード COPファイルのダウンロードとインストー
ル, （157ページ）を参照してください。

12
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タスク手順

Unified Intelligence Centerインストールメディアをダウンロードします。

Unified Intelligence Centerインストールメディアのダウンロード, （158ページ）を参
照してください。

13

Unified CCEアップグレード前の作業の実行

サイド Aとサイド Bの Unified CCEデータサーバと外部 AW-HDS-DDSサーバ用の拡
張データベース移行ツール（EDMT）をダウンロードします。

拡張データベース移行ツールのダウンロード, （159ページ）を参照してください。

18

Unified CVPアップグレード前の作業の実行

すべての Unified CVPサーバと Unified CVP OAMPサーバで、Unified CVPサーバと
Operations Consoleのアップグレード前の作業を実行します。

UnifiedCVPサーバとUnifiedCVPOAMPサーバのアップグレード前の作業, （159ペー
ジ）を参照してください。

15

Unified Communications Managerアップグレード前の作業の実行

Unified Communications Managerアップグレード前の作業を実行します。

UnifiedCommunicationsManagerアップグレード前の作業,（160ページ）を参照してく
ださい。

16

オプション：Active Directoryドメインコントローラのアップグレード

Microsoft Windowsの資料に従い、Active DirectoryドメインコントローラをWindows
2012 R2にアップグレードします。

Active Directoryドメインコントローラオペレーティングシステムは、
Packaged CCEのアップグレード後でもアップグレードできます。

（注）

17

Finesse でのアップグレード後の作業

Finesse アップグレード COP ファイルのダウンロードとインストール
COPをセカンダリノードにインストールする前に、COPをプライマリノードにインストールし、
プライマリノードを再起動します。
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手順

ステップ 1 ブラウザで Cisco Finesseの [ソフトウェアのダウンロード（Download Software）]ページ（https://
software.cisco.com/download/type.html?mdfid=283613135&i=rm）に移動し、Finesseソフトウェアの
リンクをクリックします。

ステップ 2 必要なリリースのフォルダおよびサブフォルダに移動します。

ステップ 3 Finesseサーバからアクセスできる FTPサーバまたは SFTPサーバに、
ccd-finesse.refresh_upgrade-11.0(1).cop.sgnファイルをダウンロードします。

ステップ 4 SSHを使用して、プラットフォームの管理アカウントで Finesseサーバにサインインします。

ステップ 5 CLIにアクセスし、utils system upgrade initiateコマンドを実行します。

ステップ 6 画面に表示される指示に従います。リモートファイルシステム（SFTPまたは FTPサーバ）の場
所およびクレデンシャルを指定します。

プロンプトが表示されたら、SMTPサーバの情報を入力します。SMTPサーバがない場合は、SMTP
プロンプトでの操作を省略します。

ステップ 7 アップグレードが完了したら、サーバを再起動します。

ステップ 8 Finesse Agent Desktopにサインインし、アップグレードが成功したことを確認します
（https://Finesse サーバの FQDN/desktop）。

ステップ 9 セカンダリノードに対してこの手順を繰り返します。

Unified Intelligence Center アップグレード前の作業

Unified Intelligence Center アップグレード COP ファイルのダウンロードとインストー
ル

COPをサブスクライバノードにインストールする前に、COPをパブリッシャノードにインストー
ルしてパブリッシャノードを再起動します。
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手順

ステップ 1 ブラウザで Cisco Unified Intelligence Center（https://software.cisco.com/download/
type.html?mdfid=282163829&catid=null）の [ソフトウェアのダウンロード（Download Software）]
ページに移動し、Unified Intelligence Centerのソフトウェアへのリンクをクリックします。

ステップ 2 必要なリリースのフォルダおよびサブフォルダに移動します。

ステップ 3 ciscocuic.refresh_upgrade_v1.3.cop.sgnファイルを、Unified Intelligence Centerサーバ
からアクセスできる SFTPまたは FTPサーバにダウンロードします。

ステップ 4 SSHを使用して、プラットフォームの管理アカウントでUnified Intelligence Centerサーバにサイン
インします。

ステップ 5 CLIにアクセスし、utils system upgrade initiateコマンドを実行します。

ステップ 6 画面に表示される指示に従います。リモートファイルシステム（SFTPまたは FTPサーバ）の場
所およびクレデンシャルを指定します。

プロンプトが表示されたら、SMTPサーバの情報を入力します。SMTPサーバがない場合は、SMTP
プロンプトでの操作を省略します。

ステップ 7 アップグレードが完了したら、サーバを再起動します。

ステップ 8 サブスクライバノードに対してこの手順を繰り返します。

Unified Intelligence Center インストールメディアのダウンロード

手順

ステップ 1 ブラウザで Cisco Unified Intelligence Center（http://software.cisco.com/download/
type.html?mdfid=282163829&i=rm）の [ソフトウェアのダウンロード（Download Software）]ページ
に移動し、Unified Intelligence Centerのソフトウェアへのリンクをクリックします。

ステップ 2 必要なリリースのフォルダおよびサブフォルダに移動します。

ステップ 3 Unified Intelligence Centerインストーラ .isoファイルを選択し、[ダウンロード（Download）]をク
リックします。

ステップ 4 [ログイン（Log in）]をクリックします。
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Unified CCE アップグレード前の作業

拡張データベース移行ツールのダウンロード

EDMTは、UnifiedCCEデータベースのアップグレードに使用されるウィザードのアプリケーショ
ンです。サイド Aとサイド Bのデータサーバと外部 AW-HDS-DDSサーバのデータベースをアッ
プグレードするときに、このツールを実行します。

手順

ステップ 1 Unified Contact Center Enterpriseの [ソフトウェアのダウンロード（Download Software）]ページ
（https://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=268439622&i=rm）に移動し、[Cisco拡張デー
タ移行ツールソフトウェアリリース（Cisco Enhanced Data Migration Tool Software Releases）]をク
リックします。

ステップ 2 サイド Aの Unified CCEデータサーバにこのリリースの EDMT.zipファイルをダウンロードしま
す。

ステップ 3 サイド Bの Unified CCEデータサーバと外部 AW-HDS-DDSサーバに EDMTファイルのダウン
ロードを繰り返し行います。

Unified CVP アップグレード前の作業

Unified CVP サーバと Unified CVP OAMP サーバのアップグレード前の作業

手順

ステップ 1 すべてのプログラムを閉じます。

ステップ 2 サーバで実行されているサードパーティサービスおよびアプリケーションを停止します。

ステップ 3 すべての Unified CVPサーバの C:\Cisco\CVPフォルダをバックアップします。

ステップ 4 次のように Operations Consoleをバックアップします。
a) Operations Consoleにログインします。
b) [Operations Console]ページで、[システム（System）] > [システム設定のエクスポート（Export

System Configuration）] > [エクスポート（Export）]をクリックします。
c) <CVP_HOME>\confディレクトリから sip.propertiesファイルを手動でコピーします。（Unified

CVPの Operations Consoleでは、sip.propertiesファイルをエクスポートできません）。
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d) ネットワークストレージメディアまたはポータブルストレージメディアにエクスポートされ
た設定およびカスタムファイルをコピーします。

Unified Communications Manager アップグレード前の作業

手順

ステップ 1 新しいリリース用の必要なライセンスファイルがあることを確認します。

ステップ 2 システムをバックアップします。詳細については、『Administration Guide for Cisco Unified
Communications Manager』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html）を参照してくださ
い。

ステップ 3 Cisco.comからアップグレードファイルを取得し、FTPまたは SFTPサーバに保存します。アップ
グレードファイルにアクセスする際に入力するフォルダ名とファイル名では、大文字と小文字が

区別されます。詳細については、次のURLにある『Release Notes for Cisco Unified Communications
Manager』を参照してください。 http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-release-notes-list.html
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第 21 章

サイド A のアップグレードの準備

• サイド Aのアップグレードの準備, 161 ページ

サイド A のアップグレードの準備
これらのタスクは、メンテナンス期間中に、表に示されている順序で実行してください。

タスク手順

アップグレード中に設定変更を無効にするには、サイド Aまたはサイド Bの Unifiied
CCEコールサーバで次のレジストリキーを 1に設定します。
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems, Inc.\ICM\<instance
name>\Router<A/B>\Router\CurrentVersion\Configuration\Global\DBMaintenance。

変更は自動的にもう一方の側に複製されます。

1

次の各VMのデスクトップで、[UnifiedCCEサービスコントロール（UnifiedCCEService
Control）]を選択します。UnifiedCCEサービスを停止し、 [スタートアップ（Startup）]
を [手動（Manual）]に変更します。

•サイド Aの Unified CCEコールサーバ

•サイド Aの Unified CCEデータサーバ

•サイド Aに関連付けられている外部 AW-HDS-DDS（使用されている場合）。

2

アウトバウンドオプションを使用している場合は、サイド Bの Unified CCEコール
サーバのデスクトップで、[Unified CCEサービスコントロール（Unified CCE Service
Control）]を選択します。[ダイヤラ（Dialer）]サービスを停止し、[スタートアップ
（Startup）]を [手動（Manual）]に変更します。

3
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第 22 章

サイド A のアップグレード

• サイド Aのアップグレード作業, 163 ページ

• Unified CVP Reporting Serverのアップグレード前の手順, 171 ページ

• ソフトウェアアップグレードの共通手順, 173 ページ

• Finesseアップグレード手順, 178 ページ

• Unified Intelligence Centerアップグレード手順, 179 ページ

• Unified Contact Center Enterpriseデータサーバおよび外部 AW-HDS-DDSのアップグレード手
順, 180 ページ

• Cisco Unified Customer Voice Portalのアップグレード手順, 184 ページ

• Cisco Enterprise音声ゲートウェイのアップグレード手順, 187 ページ

• Unified CCEコールサーバのアップグレード手順, 188 ページ

• Unified Communications Managerのアップグレード手順, 189 ページ

サイド A のアップグレード作業

サイド Aですべてのコールが完了したら、サイド Aのアップグレードを開始します。サイド
Aでコールアクティビティが終了していることを確認するため、次の項目を確認します。

重要

• Unified CVP Diagnostic Portalで、サイド Aのポートが使用されていないことを確認しま
す。

• Unified Communications Manager RTMTツールで、電話がサイド Bに移行していることを
確認します。

次の表に示すアップグレード作業を実行する場合は、Windowsベースのアプリケーション（Unified
CCEおよびUnifiedCVP）をアップグレードする前に、Windowsオペレーティングシステムをアッ
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プグレードする必要があります。その他の主要なアップグレード手順はすべて同時に実行できま

す。たとえば、Finesseプライマリリノードのアップグレードと、Unified Intelligence Centerパブ
リッシャのアップグレードを同時に実行できます。

最適な結果を得るため、ローカルデータストアにアップグレードメディア ISOを配置します。

タスク手順

外部 CVP Reporting Serverでの作業の実行（使用されている場合）

Unified CVP Reporting Serverのアップグレード前の作業を実行します。

Unified CVP Reporting Serverのアップグレード前の作業, （171ページ）を参照してく
ださい。

1

Unified CVP Reporting Serverデータベースからデータをアンロードします。

レポートデータベースからのデータのアンロード,（172ページ）を参照してくださ
い。レポートデータベースからのデータのアンロード, （172ページ）

2

Unified CVP Reporting Serverをアンインストールします。

UnifiedCVPコンポーネントのアンインストール,（172ページ）を参照してください。

3

vSphere ESXiのアップグレード（必要な場合）

必要に応じて、サポートされているバージョンの ESXiにアップグレードします。

このリリースでサポートされている ESXiバージョンについては、『Virtualization for
Cisco Packaged CCE DocWiki』（http://docwiki.cisco.com/wiki/Virtualization_for_Cisco_
Packaged_CCE）を参照してください。

サポートされている ESXiバージョンを使用しており、別のサポートされている ESXi
バージョンにアップグレードする場合は、今すぐアップグレードするか、またはPackaged
CCEのアップグレードの完了後にアップグレードすることができます。

VMware vSphere ESXiのアップグレード, （173ページ）を参照してください。

4

サイド AWindows VMでの Upgrade VMware Settings Utilityの実行
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タスク手順

次に示すサイド AのWindows VMで Upgrade VMware Settings Utilityを実行します。

• Unified CVP Server 1A

• Unified CVP Server 2A

• Unified CVP OAMP Server

• Unified CCEデータサーバ

• Unified CCEコールサーバ

•外部 AW-HDS-DDS（サイド Aが中央サーバで優先される）（使用されている場
合）

•外部 Unified CVP Reporting Server（使用されている場合）

アップグレードのこの時点では、Finesse、Unified Intelligence Center、または
Unified Communications Managerでは Upgrade VMware Settings Utilityを実行し
ないでください。

重要

VMware Settings Utilityのアップグレード, （173ページ）を参照してください。

5

Finesseプライマリノードのアップグレード

Finesseプライマリノードをアップグレードします。

次のいずれかを参照してください。

• DVD/CDからの VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのアップグ
レード, （176ページ）

•リモートファイルシステムからのVOSベースのコンタクトセンターアプリケー
ションのアップグレード, （177ページ）

6

オプション：アライメントパーティションをサポートするため、Finesseを再インス
トールします。

アライメントパーティションをサポートするための Finesseの再インストール, （178
ページ）を参照してください。

7

Unified Intelligence Centerパブリッシャのアップグレード
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タスク手順

Unified Intelligence Centerパブリッシャをアップグレードします。

設定情報は自動的にアクティブパーティションのアップグレードされたバージョンに

移行されます。

次のいずれかを参照してください。

• DVD/CDからの VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのアップグ
レード, （176ページ）

•リモートファイルシステムからのVOSベースのコンタクトセンターアプリケー
ションのアップグレード, （177ページ）

8

オプション：アライメントパーティションをサポートするためUnified IntelligenceCenter
を再インストールします。

アライメントパーティションをサポートするためのUnified IntelligenceCenterの再イン
ストール, （179ページ）を参照してください。

9

サイド Aの VMでのWindowsオペレーティングシステムのアップグレード

次に示すサイドAのVMで、MicrosoftWindowsオペレーティングシステムをWindows
2012 R2にアップグレードします。

• Unified CVP Server 1A

• Unified CVP Server 2A

• Unified CVP OAMPサーバ

• Unified CCEデータサーバ

• Unified CCEコールサーバ

•外部 AW-HDS-DDS（サイド Aが中央サーバで優先される）（使用されている場
合）

•外部 Unified CVP Reporting Server（使用されている場合）

Windows 2012 R2 Standardへのアップグレード, （175ページ）を参照してください。

10

ディスククリーンアップユーティリティを使用して、以前にインストールされていた

Windowsを削除します。

このユーティリティを使用するため、Windows Server Managerからデスクトップエク
スペリエンスをインストールします。

デスクトップエクスペリエンスのインストール、またはディスククリーンアップユー

ティリティの使用方法の詳細については、Microsoftの資料を参照してください。

11
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タスク手順

（プライベートインターフェイスとパブリックインターフェイスの）固定の静的ルー

トと静的ネットワーク設定を確認します。ネットワーク設定が失われた場合は、これ

らの設定をリセットします。

サイドAのUnified CCEコールサーバとデータサーバで固定の静的ルートをリセット
するには、固定の静的ルートの設定, （46ページ）を参照してください。

12

多言語の言語パックは、アップグレード後に自動的にアンインストールされます。言

語パックを手動でインストールします。言語パックのインストールの詳細については、

Microsoftの資料（http://www.microsoft.com/OEM/en/installation/downloads/Pages/
Windows-Server-2012-Language-Packs.aspx#fbid=zkB4qwO9rHR）を参照してください。

13

サイド Aの Unified CCEデータサーバのアップグレード

Microsoft SQL ServerからMicrosoft SQL Server 2014へアップグレードします。

SQL Server 2014へのアップグレード, （180ページ）を参照してください。

14

Unified CCEデータサーバをアップグレードします。またアウトバウンドオプション
を使用している場合は、BAデータベースもアップグレードします。

UnifiedCCEデータサーバデータベースまたは外部AW-HDS-DDSデータベースのアッ
プグレード, （182ページ）を参照してください。

15

Unified CCEデータサーバをアップグレードします。

Unified CCEデータサーバまたは外部AW-HDS-DDSサーバのセットアップの実行, （
183ページ）を参照してください。

16

オプション：カスタマーがデフォルト以外の言語を必要とする場合は、デフォルト（英

語）以外の言語パックをインストールします。

言語パックのインストール, （183ページ）を参照してください。

17

外部AW-HDS-DDS（中央コントローラでサイドAを優先）のアップグレード（使用されている
場合）

Microsoft SQL ServerからMicrosoft SQL Server 2014へアップグレードします。

SQL Server 2014へのアップグレード, （180ページ）を参照してください。

18

外部 AW-HDS-DDSデータベースをアップグレードします。

UnifiedCCEデータサーバデータベースまたは外部AW-HDS-DDSデータベースのアッ
プグレード, （182ページ）を参照してください。

19

Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)   

167

サイド A のアップグレード作業

http://www.microsoft.com/OEM/en/installation/downloads/Pages/Windows-Server-2012-Language-Packs.aspx#fbid=zkB4qwO9rHR
http://www.microsoft.com/OEM/en/installation/downloads/Pages/Windows-Server-2012-Language-Packs.aspx#fbid=zkB4qwO9rHR


タスク手順

外部 AW-HDS-DDSをアップグレードします。

Unified CCEデータサーバまたは外部AW-HDS-DDSサーバのセットアップの実行, （
183ページ）を参照してください。

20

オプション：カスタマーがデフォルト以外の言語を必要とする場合は、デフォルト（英

語）以外の言語パックをインストールします。

言語パックのインストール, （183ページ）を参照してください。

21

サイド Aの Unified CVP VMのアップグレード

サイド Aのすべての Unified CVPノードを同時にアップグレードできます。

Unified CVPサーバ 1Aをアップグレードします。

Unified CVPサーバのアップグレード, （184ページ）を参照してください。

22

Unified CVPサーバ 2Aをアップグレードします。

Unified CVPサーバのアップグレード, （184ページ）を参照してください。

23

Unified CVP OAMPサーバをアップグレードします。

UnifiedCVPOperationsConsoleのアップグレード, （185ページ）を参照してください。

24

外部 Unified CVP Reporting Serverがない場合は、この時点でアップグレードライセン
スを取得して転送します。

外部 Unified CVP Reporting Serverを使用する場合は、外部 Unified CVP Reporting Server
のアップグレード後に、すべての Unified CVPコンポーネントにアップグレードライ
センスを転送できます。

Unified CVPのアップグレードライセンスの入手と転送, （186ページ）を参照してく
ださい。

25

スクリプトとメディアファイルを、現在サイドBで使用されていないゲートウェイに
転送します。

すべてのゲートウェイが使用中の場合は、サイド Bへのカットオーバーの時点でこの
ステップを実行します。

参照先： Unified CVPスクリプトおよびメディアファイルの転送, （80ページ）

26

サイド Aの Cisco音声ゲートウェイの IOSバージョンのアップグレード（必要な場合）
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タスク手順

Cisco音声ゲートウェイの IOSバージョンを、Packaged CCEのアップグレード後のリ
リース（またはそれ以降）で必要な最小バージョンにアップグレードします。IOSの
サポートについては、『Cisco Packaged CCE Software Compatibility Matrix DocWiki』
（http://docwiki.cisco.com/wiki/Compatibility_Matrix_for_Packaged_CCE）を参照してくだ
さい。

Cisco音声ゲートウェイの IOSバージョンのアップグレード, （187ページ）を参照し
てください。

27

サイド Aの Unified CCEコールサーバのアップグレード

Unified CCEコールサーバをアップグレードします。

UnifiedCCEコールサーバのセットアップの実行,（188ページ）を参照してください。

28

CTI OSサーバをアップグレードします（使用している場合）。

Cisco CTI OSサーバのセットアップの実行, （188ページ）を参照してください。

29

11.0外部 CVP Reporting Serverのインストール（使用する場合）

Unified CVP Reporting Server 11.0(1)をインストールします。

CiscoUnifiedCVPReportingServerのインストール,（54ページ）を参照してください。
Cisco Unified CVP Reporting Serverのインストール, （54ページ）

30

Unified CVP Reporting Serverにデータをロードします。

Reporting Serverデータベースへのデータのロード, （185ページ）を参照してくださ
い。

31

Operations Consoleで Unified CVP Reporting Serverを保存および導入します。

Unified CVP Reporting Serverの保存と導入, （186ページ）を参照してください。

32

アップグレードライセンスを取得して転送します。

Unified CVPのアップグレードライセンスの入手と転送, （186ページ）を参照してく
ださい。

33

サイド Aの Unified Communications Managerパブリッシャおよびサブスクライバ 1のアップグ
レード
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タスク手順

サイド Aの Cisco Unified Communications Managerパブリッシャをアップグレードしま
す。

次のいずれかを参照してください。

• DVD/CDからの VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのアップグ
レード, （176ページ）

•リモートファイルシステムからのVOSベースのコンタクトセンターアプリケー
ションのアップグレード, （177ページ）

34

サイド Aの Unified Communications Managerサブスクライバ 1をアップグレードしま
す。

UnifiedCommunicationsManagerサブスクライバのアップグレード前に、Unified
CommunicationsManagerパブリッシャのアップグレードが完了しており、新し
いリリースのソフトウェアがアクティブなバージョンである必要があります。

重要

次のいずれかを参照してください。

• DVD/CDからの VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのアップグ
レード, （176ページ）

•リモートファイルシステムからのVOSベースのコンタクトセンターアプリケー
ションのアップグレード, （177ページ）

35

Unified Communications Managerライセンスをアップグレードします。

UnifiedCommunicationsManagerライセンスのアップグレード, （189ページ）を参照し
てください。

36

サイド Aの Unified CCEコールサーバで JTAPIをアップグレードします。

コールサーバでの JTAPIのアップグレード, （189ページ）を参照してください。

37

サイド A VMでの Upgrade VMware Settings Utilityの実行
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タスク手順

サイド AのWindows VMで Upgrade VMware Settings Utilityを再実行します。

• Unified CVP Server 1A

• Unified CVP Server 2A

• Unified CVP OAMPサーバ

• Unified CCEデータサーバ

• Unified CCEコールサーバ

•外部 AW-HDS-DDS（サイド Aが中央サーバで優先される）（使用されている場
合）

•外部 Unified CVP Reporting Server（使用されている場合）

VMware Settings Utilityのアップグレード, （173ページ）を参照してください。

38

サイド Aの VOS VMで Upgrade VMware Settings Utilityを実行します。

• Finesseプライマリノード

• Unified Intelligence Centerパブリッシャ

• Unified Communications Managerパブリッシャ

• Unified Communications Managerサブスクライバ 1

VMware Settings Utilityのアップグレード, （173ページ）を参照してください。

39

Unified CVP Reporting Server のアップグレード前の手順

Unified CVP Reporting Server のアップグレード前の作業

手順

ステップ 1 C:\Cisco\CVP\bin\cvpbackup.batを実行して Informixデータベースをバックアップします。
これは、E:\cvp-db-backup\cvp-backup-data.gzにデータベースをバックアップします。

ステップ 2 スケジュールされたパージを次のようにオフにします。

a) [アクティブタスク（Active Tasks）]でいずれかの Unified CVPタスクをダブルクリックしま
す。
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b) Unified CVP関連タスクをすべて選択し、右クリックし、[無効（Disable）]を選択します。

ステップ 3 UnifiedCVPReportingServerがドメインに含まれず、ワークグループに含まれていることを確認し
ます。必要に応じて、アップグレード後にドメインに追加します。

レポートデータベースからのデータのアンロード

手順

ステップ 1 Unified CVPにユーザ Informix（cvp_dbadmin）としてログインします。

ステップ 2 Cisco CVPコールサーバサービスをWindows Service Managerから停止します。
アンロードスクリプトは、アンロードの前にハードディスク容量を確認しま

す。

（注）

ステップ 3 Unified CVPインストールファイルにアクセスします。

ステップ 4 コマンドプロンプトから、ディレクトリを migrationフォルダに変更します。
migrationフォルダをローカルディスクにコピーして、アンロードスクリプトを直接実
行することもできます。

（注）

ステップ 5 migrate_unload.batファイルを見つけます。

ステップ 6 次のコマンドを実行して Reportingデータベースをアンロードします。migrate_unload.bat –p<db
をエクスポートできるパス>

例：
migrate_unload.bat –p c:\cvpdata

スクリプトの実行後、データベースは指定したパスの cvpdb.tarファイルにエクスポートされま
す。ここで cvpdb.tarファイルが c:\cvpdataにエクスポートされます。

ステップ 7 Unified CVPデータベースの Reporting Serverにエクスポートされた cvpdb.tarファイルをコピーし
ます。

Unified CVP コンポーネントのアンインストール

はじめる前に

•すべてのアプリケーションをシャットダウンし、開いているすべてのファイルを閉じます。

• Unified CVPコンポーネントおよび関連ファイルを閉じます。
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手順

ステップ 1 [スタート（Start）] > [コントロールパネル（Control Panel）] > [プログラムと機能（Programs and
Features）]をクリックします。

ステップ 2 [Cisco Unified Customer Voice Portal / Cisco Unified Call Studio]をクリックし、[削除（Remove）]を
クリックします。

ステップ 3 [次へ（Next）]をクリックします。
アンインストール後に、[アンインストール完了（UninstallComplete）]画面が表示されます。サー
バをリブートします。

Unified CVPのアンインストール手順を実行しても、ログファイル、メディアファイ
ル、フォルダなど、インストール後に生成されたすべてのファイルやフォルダがクリー

ンアップされるわけではありません。同名のメディアフォルダは、CVPインストール
プロセス中に置換されます。ユーザが作成したメディアファイルとフォルダは、CVP
アップグレード中は変更されません。a-lawおよびu-lawファイルをサポートする将来の
Unified CVPリリースへの移行プロセスを容易にするため、すべてのメディアフォルダ
を wwwroot内に作成し、相対パスを使用してください。

（注）

ソフトウェアアップグレードの共通手順

VMware vSphere ESXi のアップグレード
VMware vCenter Serverを導入で使用する場合は、VMware vCenter Serverをアップグレードしてか
ら、VMware vSphere ESXiをアップグレードします。

サイド Aとサイド Bのサーバで、このリリースの Packaged CCEでサポートされる最新バージョ
ンに、VMWare vSphere ESXiをアップグレードします。Packaged CCEでは、VMwareのマニュア
ル（https://www.vmware.com/support/pubs/）に記載されている標準的なアップグレード手順を使用
します。

VMware Settings Utility のアップグレード

サイド Aとサイド Bのアップグレードタスクシーケンスで指示される場合にだけこのユー
ティリティを実行します。

重要

アップグレード後のリリースに対し、このユーティリティの最新バージョンを使用します。

非アクティブな ESXiホストサーバのアップグレード時に、このユーティリティを実行します。
VCenterまたは VMホストマシンのいずれかにアクセスできるマシンから、このユーティリティ
を実行できます。
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このツールは次のように VMを検証し、更新します。

• VM名を検証します。

• VMwareツールを更新します。

•このリリースのシステム要件に対応するように、VMのCPU、メモリ、ネットワークアダプ
タ、Windowsディスクコントローラ、ビデオカード、および VMwareオペレーティングシ
ステム設定を変更します。

•仮想マシンのバージョンを更新します（Unified CVP）。

このリリースの OVA仕様については、『Virtualization for Cisco Packaged CCE DocWiki』（http://
docwiki.cisco.com/wiki/Virtualization_for_Cisco_Packaged_CCE）を参照してください。

はじめる前に

すべての仮想マシンに電源が投入され、VMwareツールがインストールされている必要がありま
す。

VM名にはスペースや特殊文字を使用しないでください。また、この名前は 32文字以下にしてく
ださい。

このユーティリティを実行するには、Java7（任意のアップデート）をインストールする必要があ
ります。Java 8以降のリリースはサポートされていません。

手順

ステップ 1 [PackagedCCEソフトウェアのダウンロード（PackagedCCEDownloadSoftware）]ページの [Packaged
Contact Center Enterprise導入スクリプト（Packaged Contact Center Enterprise Deployment Scripts）]リ
ンク（http://software.cisco.com/download/type.html?mdfid=284360381&i=rm）から
UpgradeVMwareSettings zipファイルをダウンロードします。zipファイルをローカルに解凍しま
す。

ステップ 2 コマンドラインから java -jar UpgradeVMwareSettings-<バージョン>.jarを実行します。（例：java

-jar UpgradeVMwareSettings-11.0.jar）

ステップ 3 次の手順は、ESXiホストが vCenterの一部であるかどうかによって異なります。ご使用のシステ
ムに該当する手順に従ってください。

• ESXiホストが vCenterの一部である場合は、yesと入力します。vCenterの IPアドレス、
vCenterへの管理者レベルアクセスのクレデンシャル、およびサイド Aとサイド Bの ESXi
ホストの IPアドレスを入力します。

• ESXiホストが vCenterの一部でない場合は、noと入力します。サイド Aとサイド Bの ESXi
ホストの IPアドレスと、ESXiホストへのルートレベルアクセスのクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 4 すべての VMを番号で示すサマリーと、ツールが実行する必要があるアクション（ある場合）を
示すメッセージが表示されます。更新が必要なサーバの番号を入力します（一度に 1つの VMだ
けを更新できます）。
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Windowsベースの VMのWindowsディスクコントローラを LSI Logic SASに更新する必要がある
場合は、Windows OSの Administratorのユーザ名とパスワードを入力します。

変換プロセスの結果が画面に表示され、vmwareConversion.logの結果ディレクトリに保存されま
す。

関連トピック

サイド Aのアップグレード作業, （163ページ）
サイド Bのアップグレード作業, （193ページ）

Windows 2012 R2 Standard へのアップグレード
Microsoftは、オペレーティングシステムおよび SQLのインプレースアップグレードをサポート
しています。ここでは、Microsoft Windows Server 2012 R2へのアップグレード方法については説
明しません。この詳細については、該当するMicrosoftのマニュアルを参照してください。ここで
は、オペレーティングシステムのアップグレード前とアップグレード後に実行するアクションだ

けを説明します。

Packaged CCE 11.0(x)ではWindows Server 2012 R2 Standard（GUIを備えたサーバ）だけがサ
ポートされています。

重要

はじめる前に

• Windows Server 2012にアップグレードすると、Unified CCEコールサーバとデータサーバへ
の固定の静的ルートが削除されます。アップグレード実行前に、固定の静的ルートを記録し

ておきます。アップグレード完了後に、これらの設定を再設定します。

• VMに非実体化ネットワークアダプタがある場合は、アップグレード中に静的ネットワーク
設定が失われることがあります。

アップグレード前に、VMに非実体化ネットワークアダプタがないことを確
認します。

重要

Windows Server 2012R2 Standardへのアップグレード前に、非実体化（非表示）ネットワーク
アダプタを表示し、デバイスマネージャからアンインストールします。詳細な手順について

は、VMwareの KB文書 1179を参照してください。

• Windows Server 2012にアップグレードすると、すべてのWindows VMの静的ネットワーク設
定（プライベートインターフェイスおよびパブリックインターフェイス）が削除される可

能性があります。アップグレードする前に、静的ネットワーク設定（TCP/IP IPv4情報を含
む）を記録しておきます。アップグレード完了後に、これらの設定を再設定します。
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アップグレードによって、ネットワーク接続のアクセス順序も変更されることがあります。

アップグレードが完了したら、プライベートネットワークよりも前にパブリックネットワー

クをリストします（[ネットワークと共有センター（Network and Sharing Center）] > [アダプ
ター設定の変更（Change adapter settings）]を選択し、Altキーを押します）。

• Unified CCEコールサーバでWindowsをアップグレードする場合は、設定変更が防止される
ことを確認します。設定変更を保存しようとすると、次のメッセージが表示されます。「デー

タベースを更新できませんでした。（Failed to update the database.）」 「CallRouter への

排他アクセスは拒否されました。構成変更が現在ルータレジストリで無効になっています。

（Exclusive access to the CallRouter denied because configuration

changes are currently disabled in the router registry.）」

•アップグレード前に、仮想マシンに十分なスペースがあることを確認します。Windows 2012
へのオペレーティングシステムのアップグレードでは、プライマリハードディスクに16GB
以上のディスク領域が必要です。仮想マシンがUnifiedCCEデータサーバの場合、SQLServer
2014 Standardまたは Enterpriseエディションへのアップグレードにはさらに 6 GBが必要で
す。

DVD/CD からの VOS ベースのコンタクトセンターアプリケーションのアップグレー
ド

FinesseおよびUnified IntelligenceCenter 11.0では、新規インストールでのみアライメントパーティ
ションがサポートされています。以前のリリースからアップグレードする場合、プラットフォー

ムにより、アライメントされていないパーティションが検出され、「エラー-サポート対象外:

アラインメントされていないパーティション（ERROR-UNSUPPORTED: Partitions

unaligned）」というエラーが表示されます。

機能に影響を与えることなく、アライメントされていないパーティションを使用してFinesseおよ
び Unified Intelligence Centerを実行できます。アライメントパーティションのメリットを得るに
は、アップグレード後に新規インストールを実行します。
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手順

ステップ 1 Finesse、Unified Intelligence Center、または Unified Communications Managerシステムに SSH接続
し、vSphereの VMコンソールでそのシステムを開きます。

ステップ 2 プラットフォームの管理アカウントを使用してログインします。

ステップ 3 ISOイメージをマウントします。

ステップ 4 CLIから、utils system upgrade initiateコマンドを実行します。

ステップ 5 [ローカル DVD/CD（Local DVD/CD）]を選択します。utils system upgrade initiateコ
マンドの指示に従ってください。

ステップ 6 プロンプトが表示されたら、SMTPサーバ情報を入力します。SMTPサーバがない場合は、この
手順を省略します。

ステップ 7 [アップグレードが正常に完了したら自動的にバージョンを切り替える（Automaticallyswitchversions
if the upgrade is successful）]プロンプトで、yesと入力します。

ステップ 8 アップグレードが完了したら、ISOをマウント解除して、CD/DVDドライブを接続解除します。

ステップ 9 アップグレードが正常に完了したことを確認するには、次の手順を実行します。

• Finesse：Finesse Agent Desktopにサインインします（https://<Finesse サーバの FQDN
>/desktop）。

Finesseが再起動したら、約 20分待ってから、デスクトップにサインインしま
す。

（注）

• Unified Intelligence Center：Unified Intelligence Centerにサインインします（https://<ホス
ト名>:8444/cuic）。

• Unified Communications Manager：コンソールでサインイン画面を確認します。

関連トピック

ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （33ページ）

リモートファイルシステムからの VOS ベースのコンタクトセンターアプリケー
ションのアップグレード

FinesseおよびUnified IntelligenceCenter 11.0では、新規インストールでのみアライメントパーティ
ションがサポートされています。以前のリリースからアップグレードする場合、プラットフォー

ムにより、アライメントされていないパーティションが検出され、「エラー-サポート対象外:

アラインメントされていないパーティション（ERROR-UNSUPPORTED: Partitions

unaligned）」というエラーが表示されます。
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機能に影響を与えることなく、アライメントされていないパーティションを使用してFinesseおよ
び Unified Intelligence Centerを実行できます。アライメントパーティションのメリットを得るに
は、アップグレード後に新規インストールを実行します。

手順

ステップ 1 Finesse、Unified Intelligence Center、または Unified Communications Managerシステムに SSH接続
し、vSphereの VMコンソールでそのシステムを開きます。

ステップ 2 プラットフォームの管理アカウントを使用してログインします。

ステップ 3 CLIから、utils system upgrade initiateコマンドを実行します。

ステップ 4 [SFTP]または [FTP]を選択します。

ステップ 5 utils system upgrade initiateコマンドの指示に従ってください。

ステップ 6 リモートサイトの場所およびクレデンシャルを指定します。

ステップ 7 プロンプトが表示されたら、SMTPサーバ情報を入力します。SMTPサーバがない場合は、この
手順を省略します。

ステップ 8 [アップグレードが正常に完了したら自動的にバージョンを切り替える（Automaticallyswitchversions
if the upgrade is successful）]プロンプトで、yesと入力します。

ステップ 9 アップグレードが正常に完了したことを確認するには、次の手順を実行します。

• Finesse：Finesse Agent Desktopにサインインします（https://<Finesse サーバの FQDN
>/desktop）。

Finesseが再起動したら、約 20分待ってから、デスクトップにサインインしま
す。

（注）

• Unified Intelligence Center：Unified Intelligence Centerにサインインします（https://<ホス
ト名>:8444/cuic）。

• Unified Communications Manager：コンソールでサインイン画面を確認します。

Finesse アップグレード手順

アライメントパーティションをサポートするための Finesse の再インストール
Finesse 11.0では、新規インストールでのみアライメントパーティションがサポートされていま
す。アライメントパーティションのメリットを得るには、Finesseをリリース11.0にアップグレー
ドした後で次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 ディザスタリカバリシステム（DRS）アプリケーションを使用して、プライマリ Finesseサーバ
で DRSバックアップを実行します。DRSアプリケーションにアクセスするには、ブラウザで
https://Finesse サーバの FQDN :8443/drfを指定します。

ステップ 2 Finesseリリース 11.0の新規インストールを実行します。

ステップ 3 DRSアプリケーションにアクセスし、バックアップからの復元を実行します。
DRSバックアップと復元に関する詳細については、DRSアプリケーションに付属の詳細なオンラ
インヘルプと『Cisco Finesse Administration Guide』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/finesse/products-user-guide-list.html）を参照してください。

関連トピック

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリノードのイ
ンストール, （55ページ）
VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリノードの
インストール, （61ページ）

Unified Intelligence Center アップグレード手順

アライメントパーティションをサポートするための Unified Intelligence Center の再
インストール

Unified Intelligence Center 11.0では、新規インストールでのみアライメントパーティションがサ
ポートされています。アライメントパーティションのメリットを得るには、Unified Intelligence
Centerをリリース 11.0にアップグレードした後で次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ディザスタリカバリシステム（DRS）アプリケーションを使用して、プライマリUnified Intelligence
Centerサーバでバックアップを実行します。DRSアプリケーションにアクセスするには、ブラウ
ザで https://Unified Intelligence Center サーバの FQDN:8443/drfに移動します。

ステップ 2 Unified Intelligence Centerリリース 11.0の新規インストールを実行します。

ステップ 3 DRSアプリケーションにアクセスし、バックアップからの復元を実行します。
DRSバックアップと復元に関する詳細については、DRSアプリケーションに付属の詳細なオンラ
インヘルプと『Administration Console User Guide for Cisco Unified Intelligence Center（Cisco Unified
Intelligence Center用の管理コンソールのユーザガイド）』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-intelligence-center/products-maintenance-guides-list.html）を参照してく
ださい。
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関連トピック

VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのパブリッシャ/プライマリノードのイ
ンストール, （55ページ）
VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのサブスクライバ/セカンダリノードの
インストール, （61ページ）

Unified Contact Center Enterprise データサーバおよび外部 AW-HDS-DDS
のアップグレード手順

SQL Server 2014 へのアップグレード
Microsoftでは、オペレーティングシステムおよび SQL Serverのインプレースアップグレードが
サポートされています。オペレーティングシステムをアップグレードした後で、SQL Serverを
アップグレードします。

サポートされているエディションまたはサービスパックについては、『Cisco Packaged CCE
Software Compatibility Matrix DocWiki』（http://docwiki.cisco.com/wiki/Compatibility_Matrix_for_
Packaged_CCE）を参照してください。

（注）

はじめる前に

• SQL Server 2014にアップグレードするには、6 GB以上のディスク領域が必要です。アップ
グレードを開始する前に、仮想マシンに必要な領域があることを確認します。

•仮想マシンに SQL Server 2008 R2 SP2がインストールされていることを確認します。インス
トールされているSQLServer 2008R2が適切に動作していることを確認します。アップグレー
ド中に SQL Serverサービスの状態を [アクティブ（Active）]に設定します。

•仮想マシンに SQL Server 2008 R2 Enterpriseがインストールされている場合は、SQL Server
2014Enterpriseバージョンだけにアップグレードします。ただし、仮想マシンにSQL2008R2
Standard Editionがインストールされている場合は、これを SQL Server 2014 Standard Editionま
たは Enterprise Editionにアップグレードできます。

• DB-libレジストリキーが
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\Microsoft\MSSQLServer\Client\DB-Lib
にある場合は、SQLアップグレードの開始前にこのレジストリキーをこの場所から削除しま
す。
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手順

ステップ 1 SQL Server 2014 Standardまたは Enterprise Editionのインストーラを実行します。必要に応じて、
Microsoftの資料を参照してください。

ステップ 2 ウィザードの手順に従います。必要に応じて、デフォルトを受け入れるか、または導入に対して

適切なインスタンスを選択します。[フルテキスト検索アップグレードオプション（Full-TextSearch
Upgrade Options）]ページで [再構築（Rebuild）]を選択します。

ステップ 3 アップグレード完了後に、SQL Serverと SQL Server Agentサービスアカウントを仮想アカウント
に変更します。

仮想アカウントに変更するには、次の手順を実行します。

1 SQL Server 2014 Configuration Managerを開きます。

2 [SQLServerサービス（SQL server services）]で [SQLServer(MSSQLSERVER)]を右クリックし、
[プロパティ（Properties）]を選択します。

3 [次のアカウント（This Account）]を選択します。

4 [アカウント名（Account Name）]フィールドに、NT SERVICE\MSSQLSERVERと入力しま
す。

5 [パスワード（Password）]フィールドはブランクのままにします。詳細については、https://
msdn.microsoft.com/en-us/library/ms143504.aspxでWindowsサービスアカウントと権限に関する
Microsoftの資料を参照してください。

6 [OK]をクリックします。

アカウント名として NT SERVICE\SQLSERVERAGENTを使用して、SQL Server Agentサービス
に対して同じ手順を繰り返してから、サービスを起動します。

仮想アカウントの代わりにネットワークまたはローカルサービスアカウントを使用で

きますが、仮想アカウントを使用するとセキュリティが強化されます。

（注）

（注） • SQL Server 2008 R2の SQL Serverクライアントツールは、SQL Server 2014の同ツールと
共に、サーバに残ります。このツールには、SQL Server Management Studio、SQL Server
Profiler、データベースエンジンチューニングアドバイザー、sqlcmd、および osqlが含ま
れています。

• SQL Server 2014では、古いバージョンの SQL Serverクライアントツールからの設定のイ
ンポートがサポートされています。
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Unified CCE データサーバデータベースまたは外部 AW-HDS-DDS データベースのアッ
プグレード

次の手順を使用して、EDMTを使用して Unified CCEまたは外部 AW-HDS-DDSデータベースを
アップグレードします。導入にアウトバウンドオプションが含まれている場合、サイド Aの
Unified CCEデータサーバの BAデータベースに対してのみこの手順を繰り返します。

仮想アカウント（NT SERVICE）またはネットワークサービスアカウント（NT
AUTHORITY\NETWORKSERVICE）として実行するようにSQLサービスを設定している場合は、
ローカル管理者として EDMTを実行する必要があります。

はじめる前に

拡張データベース移行ツール（EDMT）をサーバにダウンロードします。

手順

ステップ 1 MicrosoftSQLのバックアップ/復元ユーティリティを使用し、データベースのバックアップコピー
を作成します。

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms187510(v=sql.100).aspxのMicrosoft社の手順を参照してく
ださい。

ステップ 2 ダウンロードロケーションから、EDMTを開き、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [共通グラウンド（Common Ground）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [はい（Yes）]をクリックして、警告メッセージを承認します。

ステップ 5 データベースを選択します。

• <instanceName>_SideA

• <instanceName>_SideB

• <instancename>_hds

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [移行を開始（Start Migration）]をクリックします。

ステップ 8 [はい（Yes）]をクリックして、内容を確定します。

ステップ 9 EDMTによるロガーデータベースの移行が完了したら、EDMTを終了します。

ステップ 10 サイド Aの場合のみ、アウトバウンドオプションを使用する場合は BAデータベース
（<instanceName>_baA）に対してこの手順を繰り返し行います。

関連トピック

拡張データベース移行ツールのダウンロード, （159ページ）
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Unified CCE データサーバまたは外部 AW-HDS-DDS サーバのセットアップの実行

手順

ステップ 1 ISOをマウントします。

ステップ 2 ICM-CCE-CCHInstallerを起動し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 （任意）メンテナンスリリースを適用するには、[参照（Browse）]をクリックして、メンテナン
スリリースのソフトウェアに移動します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 （任意）[SQL Server 2014セキュリティ強化（SQL Server 2014 Security Hardening）]を選択して、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 パッチがインストールされている場合は、[はい（Yes）]をクリックして、セットアップがアップ
グレードの一環としてこれを削除することを許可します。

ステップ 6 表示される情報メッセージで [OK]をクリックします。

ステップ 7 [Install（インストール）]をクリックします。

ステップ 8 アップグレーが完了したら、サーバを再起動します。

関連トピック

Unified CCEデータサーバデータベースまたは外部 AW-HDS-DDSデータベースのアップグ
レード, （182ページ）
ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （33ページ）

言語パックのインストール

カスタマーがデフォルト（英語）以外の言語を必要とする場合は、[Unified Contact Centerソフト
ウェアダウンロード（Unified Contact Center Download Software）]https://software.cisco.com/download/
type.html?mdfid=268439622&flowid=46046ページから Packaged CCE言語パックの実行可能ファイ
ルをダウンロードします。

言語パックのインストール

Unified CCEデータサーバと外部AW-HDS-DDSサーバのアップグレード後に、言語パックをこれ
らのサーバにインストールします。

言語パックをインストールすると、[Unified CCE管理サインイン（Unified CCE Administration
Sign-In）]ページに、すべての使用可能な言語をリストする言語ドロップダウンメニューが表示
されます。ある言語でユーザインターフェイスとオンラインヘルプを表示するには、その言語を

選択します。
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言語パックのアンインストール

Windowsの [コントロールパネル（Control Panel）] > [プログラムと機能（Programs and Features）]
> [プログラムのアンインストールまたは変更（Uninstall or change a program）]から言語パックを
アンインストールできます。

Cisco Unified Customer Voice Portal のアップグレード手順

Unified CVP サーバのアップグレード
Unified CVPサーバをアップグレードする場合、Unified Call Studioも同じバージョンにアップグ
レードする必要があります。

同じサイドですべての Unified CVPノードを同時にアップグレードできます。

手順

ステップ 1 このリリースの Unified CVP（U-Law）のデフォルトメディアファイル形式を維持するには、ス
テップ 2を省略して、ステップ 3に進みます。

ステップ 2 U-Lawから A-Law形式に変更する場合：
a) C:\Cisco\CVP\confの場所に移動します。
b) カスタムアプリケーションやWhisper Agent-Agent Greeting（WAAG）などのカスタムメディ
アファイルや、U-lawのアプリケーションを A-lawに変換します。

c) cvp_pkgs.propertiesファイルで、cvp-pkgs.PromptEncodeFormatALaw = 1プロパティを
7行に追加して A-Lawフラグを有効にします。

「=」記号の前後にスペースを入れる必要がありま

す。

（注）

ステップ 3 Unified CVP ISOイメージをマウントします。

ステップ 4 UnifiedCVPインストールDVDの新しいリリースのCVP\Installer_Windowsフォルダから、setup.exe
を実行します。

インストーラのプロンプトに従って、アップグレードプロセスを実行します。

ステップ 5 サーバを再起動します。

次の作業

バックアップされたサードパーティのライブラリを復元します。

関連トピック

Call Studioのアップグレード, （206ページ）
ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （33ページ）
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Unified CVP Operations Console のアップグレード
デフォルトのメディアファイルは、UnifiedCVPアップグレード時に上書きされます。ウィスパー
アナウンスメントやエージェントのグリーティングなどのカスタマイズされたメディアファイル

は、上書きされません。以前のリリースの形式を維持します。

手順

ステップ 1 このリリースの Unified CVPのデフォルトメディアファイル形式（U-Law）を維持するには、ス
テップ 2を省略して、ステップ 3に進みます。

ステップ 2 U-Lawから A-Law形式に変更する場合：
a) C:\Cisco\CVP\confの場所に移動します。
b) カスタムアプリケーションやWhisper Agent-Agent Greeting（WAAG）などのカスタムメディ
アファイルや、U-lawのアプリケーションを A-lawに変換します。

c) cvp_pkgs.propertiesファイルで、cvp-pkgs.PromptEncodeFormatALaw = 1プロパティを
7行に追加して A-Lawフラグを有効にします。

「=」記号の前後にスペースを入れる必要がありま

す。

（注）

ステップ 3 Unified CVP ISOイメージをマウントします。

ステップ 4 このリリースの Unified CVPインストール DVDの CVP\Installer_Windows フォルダから、
setup.exeを実行します。

ステップ 5 画面に表示される指示に従います。

ステップ 6 サーバを再起動します。

関連トピック

ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （33ページ）

Unified CVP Reporting Server のアップグレード手順

Reporting Server データベースへのデータのロード

手順

ステップ 1 Unified CVPインストールファイルを開きます。

ステップ 2 [CVP] > [Migration]に移動します。

ステップ 3 コマンドプロンプトから、ディレクトリを migrationフォルダに変更します。
migrationフォルダをローカルディスクにコピーして、ロードスクリプトを直接実行す
ることもできます。

ヒント
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ステップ 4 ローカルディスクで、Unified CVPデータベースにロードするUnified CVPデータベースのバック
アップファイル（cvpdb.tar）を検索します。

これは、Unified CMデータベースからデータをアンロードしたときに作成したバック
アップファイルです。

（注）

ステップ 5 コマンド migrate_load.bat -p <tar ファイルの絶対パス>を実行し、Unified CVPデータ
ベースをロードします。

例：migrate_load.bat-p c:\cvpdata\cvpdb.tar。

バックアップ cvpdb.tarファイルがc:\cvpdataにある場合、migrate_load.bat -p
c: \cvpdata\cvpdb.tarとしてスクリプトロードを実行する必要があります。

このスクリプトは、以前のコールデータとともに 3つすべての Unified CVP Reporting
データベースを Unified CVP Reportingデータベースにロードします。

（注）

Unified CVP Reporting Server の保存と導入

手順

ステップ 1 Unified CVP OAMPサーバで、Operations Consoleを開いてログインします。

ステップ 2 [デバイス管理（Device Management）] > [Unified CVP Reporting Server]に進みます。

ステップ 3 Unified CVP Reporting Serverのホスト名をクリックします。

ステップ 4 [保存して展開（Save and Deploy）]をクリックします。

Unified CVP のアップグレードライセンスの入手と転送
Unified CVPサーバと Unified CVP Reporting Serverには、更新されたライセンスが必要です。
Operations Consoleは、ライセンスがなくても動作します。

はじめる前に

ソフトウェアをアップグレードするには、契約番号を次のCisco Product Upgrade Tool（PUT）に入
力します：http://tools.cisco.com/gct/Upgrade/jsp/index.jsp。アップグレードする権限がある場合、ツー
ルは製品認証キー（PAK）を返します。アップグレードする権限がない場合、ツールは PAKを購
入するためのオプションを表示します。

Cisco.comの製品ライセンス登録ポータル（https://tools.cisco.com/SWIFT/LicensingUI/Home）で、
PAKを使用してライセンスファイルを生成します。

手順については、ライセンスの生成, （81ページ）を参照してください。

Operations Consoleを使用して転送できるように、ライセンスファイルをローカルに保存します。
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手順

ステップ 1 Operation Consoleで、[一括管理（Bulk Administration）] > [ファイル転送（File Transfer）] > [ライ
センス（Licenses）]に進みます。

ステップ 2 [デバイスの関連付け（Device Association）]パネルで、ドロップダウンリストからデバイスタイ
プを選択します。たとえば、[Unified CVP Reporting Server]または [Unified CVPサーバ（Unified
CVP Server）]を選択します。

ステップ 3 ライセンスを与えるオブジェクトを [使用可能（Available）]から [選択済み（Selected）]に移動し
ます。

ステップ 4 [ライセンスファイル（Licenses Files）]パネルで、[新しいファイルの選択（Select new file）]を
選択してから、アップグレードライセンスを保存した場所を参照します。

ステップ 5 [転送（Transfer）]をクリックします。

Cisco Enterprise 音声ゲートウェイのアップグレード手順

Cisco 音声ゲートウェイの IOS バージョンのアップグレード
この手順は、アップグレードする側の各ゲートウェイに対して実行します。

Cisco音声ゲートウェイの IOSバージョンを、Packaged CCEのアップグレード後のリリース（ま
たはそれ以降）で必要な最小バージョンにアップグレードします。IOSのサポートについては、
『Cisco Packaged CCE Software Compatibility Matrix DocWiki』（http://docwiki.cisco.com/wiki/
Compatibility_Matrix_for_Packaged_CCE）を参照してください。

手順

ステップ 1 リモート TFTPサーバからフラッシュメモリに新しいイメージをコピーして、独自の TFTPサー
バの IPアドレスと Cisco IOSファイル名が確実に指定されるようにします。

ステップ 2 新しいイメージがダウンロードされたことを確認します。

ステップ 3 新しいイメージを使用して起動します。新しいバージョンを使用して起動するように、ゲートウェ

イ設定を更新します。

ステップ 4 新しいイメージを使用するように、ゲートウェイを再ロードします。

『Cisco AS5350XM and Cisco AS5400XM Universal Gateways Software Configuration Guide』（http://
www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/as5300-series-universal-gateways/
tsd-products-support-series-home.html）の「Hardware and Architecture and Cisco IOS Software」の章を
参照してください。
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Unified CCE コールサーバのアップグレード手順

Unified CCE コールサーバのセットアップの実行

手順

ステップ 1 ISOをマウントします。ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （33ページ）を参照して
ください。

ステップ 2 ICM-CCE-CCHInstallerを起動し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 （任意）メンテナンスリリースを適用するには、[参照（Browse）]をクリックして、メンテナン
スリリースのソフトウェアに移動します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 表示される情報メッセージで [OK]をクリックします。

ステップ 5 パッチがインストールされている場合は、[はい（Yes）]をクリックして、セットアップがアップ
グレードの一環としてこれを削除することを許可します。

ステップ 6 CTI OSサーバをアップグレードする場合、Unified CCEおよび CT IOSサーバの両方のアップグ
レードが完了したら、リブートします。CTIOSサーバをアップグレードしない場合、リブートは
任意です。

Cisco CTI OS サーバのセットアップの実行
このステップは、CTI OSがインストールされた場合のみ必要です。

手順

ステップ 1 ISOをマウントします。ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （33ページ）を参照して
ください。

ステップ 2 このリリースの CTIOSインストーラを開始し、プロンプトに従います。

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、メンテナンスリリースを適用します。

ステップ 4 [すべてアップグレード（Upgrade All）]をクリックします。

ステップ 5 [はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 6 [はい（Yes）]をクリックして、セットアップが完了したら再起動します。
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Unified Communications Manager のアップグレード手順

Unified Communications Manager ライセンスのアップグレード

はじめる前に

この手順を使用して、ライセンスを生成します。ライセンスの生成と登録, （63ページ）

手順

ステップ 1 電子メールメッセージからライセンスファイルを解凍します。

ステップ 2 ブラウザでUnified CommunicationsManagerを起動します（https://<CUCM パブリッシャの IP

アドレス>）。

ステップ 3 [Cisco Prime License Manager]をクリックして、[ライセンス（License）] > [履行（Fulfillment）]に
移動します。

ステップ 4 [その他の履行オプション（OtherFulfillmentOptions）]で、[ライセンスをファイルから履行（Fulfill
Licenses from File）]を選択します。

ステップ 5 [参照（Browse）]をクリックしてライセンスファイルを検索します。

ステップ 6 [インストール（Install）]をクリックし、ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 7 [製品インスタンス（Product Instances）]に移動します。古いインスタンスを削除します。次に、
[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 8 Cisco Unified Communications Managerパブリッシャの名前、ホスト名/IPアドレス、ユーザ名、お
よびパスワードを入力します。

ステップ 9 Unified CMの製品タイプを選択します。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 [今すぐ同期（Synchronize Now）]をクリックします。

コールサーバでの JTAPI のアップグレード
Unified Communications Managerをアップグレードする場合、サイド Aとサイド Bの Unified CCE
コールサーバに存在する JTAPIクライアントもアップグレードする必要があります。

新しい JTAPIクライアントは Unified Communications Manager Administrationアプリケーションを
使用してインストールします。

手順

ステップ 1 各コールサーバから古い JTAPIクライアントをアンインストールします。
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a) [コントロールパネル（Control Panel）] > [プログラムと機能（Programs and Features）]に移動
します。

b) すべてのプロンプトに従い、Cisco Unified Communications Manager JTAPIクライアントを削除
します。

ステップ 2 Unified Communications Manager Administrationアプリケーションを起動するには、各 Unified CCE
コールサーバのWebブラウザに次のURLを入力します：https://<Unified Communications

Manager の IP アドレス>/ccmadmin。

ステップ 3 Unified Communications Managerのインストールと設定時に作成したユーザ名とパスワードを入力
します。

ステップ 4 [アプリケーション（Application）] > [プラグイン（Plug-ins）]を選択します。

ステップ 5 [検索（Find）]をクリックして、アプリケーションの一覧を表示します。

ステップ 6 Windows対応の Cisco JTAPI 32-bit Clientの隣りのダウンロードリンクをクリックします。

ステップ 7 [このプログラムを現在の場所から実行する（Run this program from its current location）]を選択し
ます。[OK]をクリックします。

ステップ 8 [セキュリティ上の警告（Security Warning）]ボックスが表示されたら、[はい（Yes）]をクリック
してインストールします。

ステップ 9 Cisco TFTPサーバの IPアドレスの入力を求められたら、Unified CommunicationsManagerパブリッ
シャの IPアドレスを入力します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 残りのセットアップウィンドウで [次へ（Next）]または [続行（Continue）]を選択します。デフォ
ルトのインストールパスを受け入れます。

ステップ 11 [終了（Finish）]をクリックします。
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サイド B からサイド A へのカットオーバー

• サイド Bからサイド Aへのカットオーバーのタスク, 191 ページ

サイド B からサイド A へのカットオーバーのタスク
この章で説明するタスクは、メンテナンス期間に、表に示されている順序で実行してください。

タスク手順

Cisco音声ゲートウェイのダイヤルピア優先順位の設定

Cisco IOSEnterpriseイングレス音声ゲートウェイのダイヤルピア優先順位設定を逆に
します。これで、コールが最初にサイド Aの Unified CVPサーバに送信され、次に
サイド Bの Unified CVPサーバに送信されます。

1

サイド Bの停止

次の各VMに対し、デスクトップで [UnifiedCCEサービスコントロール（UnifiedCCE
ServiceControl）]をクリックします。UnifiedCCEサービスを停止し、[スタートアッ
プ（Startup）]を [手動（Manual）]に変更します。

•サイド Bの Unified CCEコールサーバ

•サイド Bの Unified CCEデータサーバ

•外部 AW-HDS-DDS（中央コントローラでサイド Bを優先）（使用されている
場合）

2

vSphereクライアントで Finesseセカンダリノード VMの電源をオフにします。3

vSphereクライアントで Unified Intelligence Centerサブスクライバ VMの電源をオフ
にします。

4
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タスク手順

Unified CVPスクリプトとメディアファイルを、現在サイド Aで使用されていない
ゲートウェイに転送します。

Unified CVPスクリプトおよびメディアファイルの転送, （80ページ）を参照して
ください。

5

Windows OSから、次に示す Unified CVPコンポーネントをこの順序でシャットダウ
ンします。

1 Unified CVPサーバ 1B

2 Unified CVPサーバ 2B

3 Unified CVP Reporting Server

6

vSphereクライアントで Unified Communication Managerサブスクライバ 2 VMの電源
をオフにします。

7

サイド Aの起動

次の各VMに対し、デスクトップで [UnifiedCCEサービスコントロール（UnifiedCCE
Service Control）]を選択します。Unified CCEサービスを開始し、[スタートアップ
（Startup）]を [自動（Automatic）]に変更します。

1 サイド Aの Unified CCEデータサーバ

2 サイド Aの Unified CCEコールサーバ

3 外部 AW-HDS-DDS（サイド Aが中央サーバで優先される）（使用されている場
合）

8

アップグレード前の作業でUnifiedCommunicationsManagerデバイスプール設定を変
更した場合は、元の設定を復元します。

9

エージェントに対し、サイド Aの Finesseプライマリノードにサインインするよう
指示します。

10

各ライブデータレポートのために、サイドAの Cisco Unified Intelligence Centerパブ
リッシャを参照するように、Finesseでライブデータガジェットを変更します。

11

Unified Intelligence Centerの履歴データソースおよびリアルタイムデータソースを
元の設定に変更します。

Unified Intelligence Centerデータソースの設定手順については、外部 AW-HDS-DDS
の Unified Intelligence Centerデータソースの設定, （111ページ）を参照してくださ
い。

12
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サイド B のアップグレード

• サイド Bのアップグレード作業, 193 ページ

サイド B のアップグレード作業
次の表に示すアップグレード作業を実行する場合は、Windowsベースのアプリケーション（Unified
CCEおよびUnifiedCVP）をアップグレードする前に、Windowsオペレーティングシステムをアッ
プグレードしてください。その他の主要なアップグレード手順はすべて同時に実行できます。た

とえば、Finesseセカンダリノードのアップグレードと、Unified IntelligenceCenterサブスクライバ
のアップグレードを同時に実行できます。

最適な結果を得るため、ローカルデータストアにアップグレードメディア ISOを配置します。

タスク手順

サイド Bの Unified CVPコンポーネントの開始

次の Unified CVPコンポーネントを示されている順序で開始します。

1 Unified CVPサーバ 1B

2 Unified CVPサーバ 2B

3 Unified CVP Reporting Server

1

Unified CVP Reporting Serverでの作業の実行（使用する場合）

Unified CVP Reporting Serverのアップグレード前の作業を実行します。

UnifiedCVPReportingServerのアップグレード前の作業,（171ページ）を参照してく
ださい。

2
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Unified CVP Reporting Serverデータベースからデータをアンロードします。

レポートデータベースからのデータのアンロード, （172ページ）を参照してくださ
い。

3

Unified CVP Reporting Serverをアンインストールします。

Unified CVPコンポーネントのアンインストール, （172ページ）を参照してくださ
い。

4

vSphere ESXiのアップグレード（必要な場合）

必要に応じて、サポートされているバージョンの ESXiにアップグレードします。

このリリースでサポートされている ESXiバージョンについては、『Virtualization for
Cisco Packaged CCE DocWiki』（http://docwiki.cisco.com/wiki/Virtualization_for_Cisco_
Packaged_CCE）を参照してください。

サポートされているESXiバージョンを使用しており、別のサポートされているESXi
バージョンにアップグレードする場合は、今すぐアップグレードするか、または

Packaged CCEのアップグレードの完了後にアップグレードすることができます。

VMware vSphere ESXiのアップグレード, （173ページ）を参照してください。

5

サイド BWindows VMでの Upgrade VMware Settings Utilityの実行

次に示すサイド BのWindows VMで Upgrade VMware Settings Utilityを実行します。

• Unified CVPサーバ 1B

• Unified CVPサーバ 2B

• Unified CVP Reporting Server

• Unified CCEデータサーバ

• Unified CCEコールサーバ

•外部 AW-HDS-DDS（中央コントローラでサイド Bを優先）（使用されている
場合）

アップグレードのこの時点では、Finesse、Unified Intelligence Center、または
Unified CommunicationsManagerではUpgrade VMware Settings Utilityを実行し
ないでください。

重要

VMware Settings Utilityのアップグレード, （173ページ）を参照してください。

6

Finesseセカンダリノードのアップグレード

vSphereクライアントで Finesseセカンダリノード VMの電源をオンにします。7
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タスク手順

Finesseセカンダリノードをアップグレードします。

次のいずれかを参照してください。

• DVD/CDからの VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのアップ
グレード, （176ページ）

•リモートファイルシステムからの VOSベースのコンタクトセンターアプリ
ケーションのアップグレード, （177ページ）

8

オプション：アライメントパーティションをサポートするため、Finesseを再インス
トールします。

アライメントパーティションをサポートするためのFinesseの再インストール,（178
ページ）を参照してください。

9

Unified Intelligence Centerサブスクライバのアップグレード

vSphereクライアントで Unified Intelligence Centerサブスクライバ VMの電源をオン
にします。

10

Unified Intelligence Centerサブスクライバをアップグレードします。

設定情報は自動的にアクティブパーティションのアップグレードされたバージョン

に移行されます。

次のいずれかを参照してください。

• DVD/CDからの VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのアップ
グレード, （176ページ）

•リモートファイルシステムからの VOSベースのコンタクトセンターアプリ
ケーションのアップグレード, （177ページ）

11

オプション：アライメントパーティションをサポートするため Unified Intelligence
Centerを再インストールします。

アライメントパーティションをサポートするためのUnified Intelligence Centerの再イ
ンストール, （179ページ）を参照してください。

12

サイド Bの VMでのWindowsオペレーティングシステムのアップグレード
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タスク手順

次に示すサイドBのVMで、MicrosoftWindowsオペレーティングシステムをWindows
2012 R2にアップグレードします。

• Unified CVPサーバ 1B

• Unified CVPサーバ 2B

• Unified CVP Reporting Server

• Unified CCEデータサーバ

• Unified CCEコールサーバ

•外部 AW-HDS-DDS（使用されている場合）

Windows 2012R2Standardへのアップグレード, （175ページ）を参照してください。

13

ディスククリーンアップユーティリティを使用して、以前にインストールされてい

たWindowsを削除します。

このユーティリティを使用するため、Windows Server Managerからデスクトップエ
クスペリエンスをインストールします。

デスクトップエクスペリエンスのインストール、またはディスククリーンアップ

ユーティリティの使用方法の詳細については、Microsoftの資料を参照してください。

14

（プライベートインターフェイスとパブリックインターフェイスの）固定の静的

ルートと静的ネットワーク設定を確認します。ネットワーク設定が失われた場合は、

これらの設定をリセットします。

サイド Bの Unified CCEコールサーバとデータサーバで固定の静的ルートをリセッ
トするには、固定の静的ルートの設定, （46ページ）を参照してください。

15

多言語の言語パックは、アップグレード後に自動的にアンインストールされます。

言語パックを手動でインストールします。言語パックのインストールの詳細につい

ては、Microsoftの資料（http://www.microsoft.com/OEM/en/installation/downloads/Pages/
Windows-Server-2012-Language-Packs.aspx#fbid=zkB4qwO9rHR）を参照してください。

16

サイド Bの Unified CCEデータサーバのアップグレード

Microsoft SQL ServerからMicrosoft SQL Server 2014へアップグレードします。

SQL Server 2014へのアップグレード, （180ページ）を参照してください。

17

Unified CCEデータサーバデータベースをアップグレードします。

Unified CCEデータサーバデータベースまたは外部 AW-HDS-DDSデータベースの
アップグレード, （182ページ）を参照してください。

18

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)
196

サイド B のアップグレード作業

http://www.microsoft.com/OEM/en/installation/downloads/Pages/Windows-Server-2012-Language-Packs.aspx#fbid=zkB4qwO9rHR
http://www.microsoft.com/OEM/en/installation/downloads/Pages/Windows-Server-2012-Language-Packs.aspx#fbid=zkB4qwO9rHR


タスク手順

Unified CCEデータサーバをアップグレードします。

Unified CCEデータサーバまたは外部 AW-HDS-DDSサーバのセットアップの実行,
（183ページ）を参照してください。

19

オプション：カスタマーがデフォルト以外の言語を必要とする場合は、デフォルト

（英語）以外の言語パックをインストールします。

言語パックのインストール, （183ページ）を参照してください。

20

外部AW-HDS-DDS（中央コントローラでサイドBを優先）のアップグレード（使用されている
場合）

Microsoft SQL ServerからMicrosoft SQL Server 2014へアップグレードします。

SQL Server 2014へのアップグレード, （180ページ）を参照してください。

21

外部 AW-HDS-DDSデータベースをアップグレードします。

Unified CCEデータサーバデータベースまたは外部 AW-HDS-DDSデータベースの
アップグレード, （182ページ）を参照してください。

22

外部 AW-HDS-DDSをアップグレードします。23

オプション：カスタマーがデフォルト以外の言語を必要とする場合は、デフォルト

（英語）以外の言語パックをインストールします。

言語パックのインストール, （183ページ）を参照してください。

24

サイド Bの Unified CVP VMのアップグレード

サイド Bのすべての Unified CVPノードを同時にアップグレードできます。

Unified CVPサーバ 1Bをアップグレードします。

Unified CVPサーバのアップグレード, （184ページ）を参照してください。

25

Unified CVPサーバ 2Bをアップグレードします。

Unified CVPサーバのアップグレード, （184ページ）を参照してください。

26

UnifiedCVPReporting Serverがない場合は、この時点でアップグレードライセンスを
転送します。

Unified CVP Reporting Serverを使用する場合は、Unified CVP Reporting Serverのアッ
プグレード後に、すべての Unified CVPコンポーネントにアップグレードライセン
スを転送できます。

Unified CVPのアップグレードライセンスの入手と転送, （186ページ）を参照して
ください。

27

Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)   

197

サイド B のアップグレード作業



タスク手順

11.0 Unified CVP Reporting Serverのインストール（使用する場合）

Unified CVP Reporting Server 11.0(1)をインストールします。

Cisco Unified CVP Reporting Serverのインストール, （54ページ）を参照してくださ
い。

28

Unified CVP Reporting Serverにデータをロードします。

Reporting Serverデータベースへのデータのロード, （185ページ）を参照してくださ
い。

29

Operations Consoleで Unified CVP Reporting Serverを保存および導入します。

Unified CVP Reporting Serverの保存と導入, （186ページ）を参照してください。

30

アップグレードライセンスを転送します。

Unified CVPのアップグレードライセンスの入手と転送, （186ページ）を参照して
ください。

31

サイド Bの Cisco音声ゲートウェイの IOSバージョンのアップグレード（必要な場合）

Cisco音声ゲートウェイの IOSバージョンを、Packaged CCEのアップグレード後の
リリース（またはそれ以降）で必要な最小バージョンにアップグレードします。IOS
のサポートについては、『Cisco Packaged CCE Software CompatibilityMatrix DocWiki』
（ http://docwiki.cisco.com/wiki/Compatibility_Matrix_for_Packaged_CCE）を参照してく
ださい。

Cisco音声ゲートウェイの IOSバージョンのアップグレード,（187ページ）を参照し
てください。

32

サイド Bの Unified CCEコールサーバのアップグレード

Unified CCEコールサーバをアップグレードします。

Unified CCEコールサーバのセットアップの実行, （188ページ）を参照してくださ
い。

33

CTI OSサーバをアップグレードします（使用している場合）。

Cisco CTI OSサーバのセットアップの実行, （188ページ）を参照してください。

34

サイド Bの Unified Communications Managerサブスクライバ 2のアップグレード

vSphereクライアントでUnified CommunicationsManagerサブスクライバ 2 VMの電源
をオンにします。

35
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タスク手順

Unified Communications Managerサブスクライバ 2をアップグレードします。

次のいずれかを参照してください。

• DVD/CDからの VOSベースのコンタクトセンターアプリケーションのアップ
グレード, （176ページ）

•リモートファイルシステムからの VOSベースのコンタクトセンターアプリ
ケーションのアップグレード, （177ページ）

36

サイド Bの Unified CCEコールサーバで JTAPIをアップグレードします。

コールサーバでの JTAPIのアップグレード, （189ページ）を参照してください。

37

サイド Bの VMでの Upgrade VMware Settings Utilityの実行

サイド BのWindows VMで Upgrade VMware Settings Utilityを再実行します。

• Unified CVPサーバ 1B

• Unified CVPサーバ 2B

• Unified CVP Reporting Server

• Unified CCEデータサーバ

• Unified CCEコールサーバ

•外部 AW-HDS-DDS（中央コントローラでサイド Bを優先）（使用されている
場合）

VMware Settings Utilityのアップグレード, （173ページ）を参照してください。

38

サイド Aの VOS VMで Upgrade VMware Settings Utilityを実行します。

• Finesseセカンダリノード

• Unified Intelligence Centerサブスクライバ

• Unified Communications Managerサブスクライバ 2

VMware Settings Utilityのアップグレード, （173ページ）を参照してください。

39
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第 25 章

サイド A とサイド B の同期

• サイド Aとサイド Bの同期作業, 201 ページ

• Packaged CCE導入の検証およびシステムインベントリの構築, 202 ページ

サイド A とサイド B の同期作業
メンテナンス期間中に次の作業を行ってサイドAとサイド Bを同期し、アップグレード後にシス
テムをテストします。

タスク手順

サイド Bのサービスの開始とサービス自動開始の設定

次の各VMに対し、デスクトップで [UnifiedCCEサービスコントロール（UnifiedCCE
Service Control）]を選択します。Unified CCEサービスを開始し、[スタートアップ
（Startup）]を [自動（Automatic）]に変更します。

1 サイド Bの Unified CCEデータサーバ

2 サイド Bの Unified CCEコールサーバ

3 外部 AW-HDS-DDS（中央コントローラでサイド Bを優先）（使用されている場
合）

1

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイの設定の変更

Cisco IOS Enterprise音声ゲートウェイのダイヤルピア設定を、アップグレード前の設
定に変更します。

2

設定変更の有効化
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タスク手順

サイド Aまたはサイド Bのいずれかの Unified CCEコールサーバで、次のレジスト
リキーを 0に設定して、設定の変更を有効にします。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Cisco Systems, Inc.\ICM\<インスタンス名
>\Router <A/B>\Router\CurrentVersion\Configuration\Global\DBMaintenance

このステップは片側でのみ実行します。変更は自動的にもう一方の側に複製されま

す。変更が複製されたことを確認するには、もう一方の側のレジストリを確認しま

す。

3

Packaged CCE導入の検証およびシステムインベントリの確認

Unified CCE Administrationを使用して Packaged CCE導入を確認します。

Packaged CCE導入の検証およびシステムインベントリの構築, （202ページ）を参照
してください。

4

Unified CCEAdministrationで [システムインベントリ（System Inventory）]ツールを使
用して、ホストとすべての VMのバージョンを確認します。

ホストと各VMのアラートのステータスを調べ、アップグレード前のアラートおよび
警告と比較します。必要に応じて、警告とエラーを調査して修正します。

5

Finesseでの作業の実行

エージェントに対し、正しい Finesseノードにサインインするように指示します。6

Finesse管理コンソールの [デスクトップレイアウト（Desktop Layout）]タブで、各ラ
イブデータレポートについて正しい Cisco Unified Intelligence Centerサーバを参照す
るように、ライブデータガジェットを変更します。

7

Packaged CCE 導入の検証およびシステムインベントリの構築
Unified CCE Administration Deploymentツールを使用して PCCEの導入を検証します。

手順を完了する際には、不明な情報のみが要求されます。必ずしもすべての手順を実行する必要

はありません。

手順

ステップ 1 Active Directoryのユーザ名とパスワードを使用して Unified CCE Administrationにログインします
（https://<IPアドレス>/cceadmin、<IPアドレス>はサイド Aの CCEデータサーバまたはサイド B
の CCEデータサーバのいずれかのアドレス）。

ステップ 2 [システム（System）] > [展開（Deployment）]をクリックします。
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[導入を設定する（Configure your deployment）]ページが開きます。

ステップ 3 サイド Aとサイド Bの VMwareホストの IPアドレス、ユーザ名、およびパスワードのフィール
ドを入力します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 導入の各コンポーネントの情報を入力します。コンポーネントの情報を入力したら、[次へ（Next）]
をクリックします。

システムは、入力されたクレデンシャルを検証し、次のコンポーネントの情報を要求します。

必要な情報コンポーネント

次のいずれかを行います。

•オンボックス Unified Communications Manager導入の Unified CM
パブリッシャ。

•外部 Unified Communications Manager導入の Unified CMパブリッ
シャ名と IPアドレス。

AXLユーザ名およびパスワード。

Unified CM

Unified CVP Ops Console Server Web Servicesマネージャの CLIユーザ
名およびパスワード。

Unified CVP Operations Consoleユーザ名およびパスワード。

Unified CVP

Unified CCE診断フレームワークサービスのドメイン、ユーザ名、お
よびパスワード。

これらのクレデンシャルは、インスタンスの設定のセキュリティグ

ループのメンバーであり、導入（サイド Aおよび B Unified CCEデー
タサーバおよびサイド Aおよび Bは、 Unified CCEサーバ）にコー
ルのすべての CCEコンポーネントの有効な必要があるドメインユー
ザ用である。

Unified CCEデータサー
バ

Unified IntelligenceCenter Administrationのユーザ名およびパスワード。Unified Intelligence Center

Finesse Administrationのユーザ名およびパスワード。Finesse

ステップ 5 [完了（Done）]をクリックします。
[システムインベントリ（System Inventory）]が開きます。

ステップ 6 マルチチャネルアプリケーション（SocialMiner、E-Mail and Web Interaction Manager、サードパー
ティ製マルチチャネルなど）を使用している場合は、これらを外部マシンとしてシステムインベ

ントリに追加します。

a) [マシンの追加（Add Machine）]をクリックします。
b) ドロップダウンリストから、該当するタイプを選択します。
c) 名前を入力します。
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d) ホスト名または IPアドレスを入力します。
e) [保存（Save）]をクリックします。
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第 26 章

アップグレード後の作業

• アップグレード後の作業, 205 ページ

• Finesseデスクトップレイアウトアップグレード後の作業, 206 ページ

• Call Studioのアップグレード, 206 ページ

• Unified CVP REST APIのメタデータの同期の開始, 207 ページ

アップグレード後の作業

これらのアップグレード後の作業は任意の順序で実行できます。

タスクコンポーネン

ト

Finesseデスクトップレイアウトのアップグレード後のタスクの実行。

Finesseデスクトップレイアウトアップグレード後の作業, （206ページ）を参照
してください。

Finesse

Call Studioのアップグレード。

Call Studioのアップグレード, （206ページ）

Unified CVP

オプション：同期ツールを使用して Unified CVP REST APIのメタデータファイ
ルを同期する。

Unified CVPRESTAPIのメタデータの同期の開始, （207ページ）を参照してくだ
さい。

オプション：ESXiのアップグレード。

VMware vSphere ESXiのアップグレード, （173ページ）を参照してください。

すべて

（All）
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Finesse デスクトップレイアウトアップグレード後の作業
カスタムデスクトップレイアウトを使用しない場合は、Cisco Finesseをアップグレードした後に
次の作業を行います。

1 [デスクトップレイアウトの管理（Manage Desktop Layout）]ガジェットで [デフォルトレイア
ウトの復元（Restore Default Layout）]をクリックして、新しいデスクトップのデフォルトのレ
イアウトから更新をすべて追加します。

2 デフォルトのデスクトップレイアウトから、エージェントの役割に対して、エージェント

キュー統計情報ガジェットを無効にします。このガジェットは、PackagedCCEの展開で、エー
ジェントの役割に対応していません。

3 オプション：エージェントの役割に対して、ライブデータレポートガジェットを有効にしま

す。

カスタムデスクトップレイアウトを使用する場合は、Finesseをアップグレードした後に次の作
業を行います。

1 Cisco Finesseのアップグレード後に、エージェントの役割に対して、オプションのライブデー
タレポートガジェットを追加します。

2 デスクトップの前のレイアウトを復元する場合は、プライマリ Finesseノードの管理コンソー
ルにサインインします。[デスクトップレイアウトの管理（Manage Desktop Layout）]ガジェッ
トに保存したレイアウト XMLをコピーアンドペーストします。

関連トピック

デフォルトのデスクトップレイアウトのエージェントキュー統計情報ガジェットの無効化,
（118ページ）
デフォルトデスクトップレイアウトへのライブデータレポートの追加, （120ページ）
カスタムデスクトップレイアウトへのライブレポートの追加, （121ページ）

Call Studio のアップグレード

はじめる前に

以前のバージョンのライセンスは、最新バージョンでは無効です。そのため、Unified Call Studio
の新しいライセンスを取得します。

手順

ステップ 1 [ナビゲータ（Navigator）]ビュー内の任意のプロジェクトを右クリックし、[エクスポート（Export）]
を選択し、エクスポートウィザードの指示に従います。

エクスポートウィザードで表示される一覧から、複数のプロジェクトを選択して同時

にエクスポートします。

（注）
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ステップ 2 Call Studioソフトウェアをアンインストールします。
詳細については、UnifiedCVPコンポーネントのアンインストール,（172ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 3 Call Studioソフトウェアをインストールします。
詳細については、次を参照してください。 Unified Call Studioのインストール, （207ページ）

関連トピック

Unified Customer Voice Portalライセンス, （81ページ）

Unified Call Studio のインストール

手順

ステップ 1 Unified CVPの ISOイメージをマウントし、setup.exeを実行します。

ステップ 2 [ようこそ（Welcome）]画面で [次へ（Next）]をクリックします。
このページ、またはこのページに続く [プログラムをインストールする準備完了（Ready
to Install the Program）]画面の前までのダイアログ画面で [キャンセル（Cancel）]をク
リックすると、インストールがキャンセルされ、[セットアップを終了（Exit Setup）]ダ
イアログボックスが表示されます。

（注）

ステップ 3 使用許諾契約を確認し、同意して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プログラムをインストールする準備完了（Ready to Install the Program）]画面で、選択したコン
ポーネントを確認し、[インストール（Install）]をクリックします。

ステップ 5 [InstallShieldウィザード完了（InstallShield Wizard Complete）]画面で、[完了（Finish）]をクリッ
クします。

Call Studioソフトウェアがコンピュータにインストールされます。

関連トピック

ISOファイルのマウントおよびアンマウント, （33ページ）

Unified CVP REST API のメタデータの同期の開始
CVP REST APIアーキテクチャでは、メディアサーバのメディアファイルおよびVXML Serverの
VXMLアプリケーションの情報は、DerbyデータベースのメタデータとしてWSMServerに保存さ
れます。これらのメタデータ情報は、RESTAPIコールによって作成、更新、削除されます。メタ
データがVXMLServerおよびメディアサーバのファイルと同期していない可能性がある場合があ
ります。CVPServerの追加および削除、RESTAPI以外のツールによるアプリケーションおよびメ
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ディアファイルの展開、REST APIがサポートされていなかったバージョンからアップグレード
した CVP Media Serverまたは VXML Serverの例を示します。

VXML Serverとメディアサーバのファイルとメタデータの同期を有効にするには、コマンドライ
ンツール「metasynch.cmd」（C:\Cisco\CVP\wsm\CLI で入手可能）を使用できます。内部的
にツールはSynchUpAPIを使用して同期を実行します。これには3つの引数、つまり、WSMユー
ザ名、WSMユーザパスワード、およびサーバタイプ（MEDIA、VXML、または VXML_
STANDALONE）が使用されます。サーバタイプの情報に基づいて、それぞれのサーバタイプの
すべてのサーバが同期されます。サーバタイプ引数を入力しないと、メタデータはOAMPで設定
されているすべてのメディアサーバおよび VXML Serverと同期されます。

アップグレードの場合、メディアファイルおよび VXMLアプリケーションはメディアサーバと
VXMLServerにありますが、対応するメタデータ情報は、WSMServerにはありません。メタデー
タ情報がないと、ユーザは REST APIを使用できず、メディアサーバと VXML Serverの既存のメ
ディアファイルと VXMLアプリケーションへのアクセス、更新、および削除ができなくなりま
す。

Sync-up ツールを使用したメタデータファイルの同期
metasynch.cmdを呼び出すには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 C:\Cisco\CVP\wsm\CLIの場所に移動します。

ステップ 2 次の引数を指定して metasynch.cmdファイルを実行します。

• wsmのユーザ名

• wsmのパスワード

例：
metasynch.cmd wsmusername wsmpassword MEDIA

使用法：metasynch [オプション] username password [サーバタイプ]
サーバタイプ：MEDIA/VXML/VXML_STANDALONE

オプション：-help -? print this help message

サーバタイプの引数は、MEDIA、VXML、またはVXML_STANDALONEタイプである
必要があります。サーバタイプ引数を指定しないと、メタデータは、VXML Server上
のすべてのVXMLアプリケーションと、メディアサーバ上のすべてのメディアファイ
ルと同期されます。synchコマンドツールのログは次の場所にあります。

（注）

C:\Cisco\CVP\wsm\CLI\log\SyncTool.log
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付録 A
参照

• 簡易ネットワーク管理プロトコル, 209 ページ

• ライブデータの証明書, 210 ページ

簡易ネットワーク管理プロトコル
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を使用すると、ネットワークデバイス間での管理情
報を簡単に交換できるため、管理者はネットワークパフォーマンスを管理し、ネットワークの問

題を解決できます。SNMPコミュニティストリング、ユーザ、およびネットワーク宛先は、Cisco
Unified Serviceabilityで設定されます。

Unified Serviceabilityは、Cisco Unified Communicationsソリューションツール内の [ナビゲーショ
ン（Navigation）]ドロップダウンから開くツールの 1つです。また、http://x.x.x.x/ccmservice/と入
力して Unified Serviceabilityにアクセスすることもできます（x.x.x.xはパブリッシャの IPアドレ
スです）。

コミュニティストリング

SNMPエージェントは、セキュリティの提供にコミュニティストリングを使用します。管理情報
ベース（MIB）にアクセスするには、コミュニティストリングを設定する必要があります。Cisco
Serviceability管理インターフェイスに新しいコミュニティストリングを追加します。

コミュニティストリングは、次を使用して設定します。

•サーバ 1台

•最大 32文字の名前

•任意のホストまたは指定したホストからの SNMPパケットを受け入れる設定

•アクセス権限（readonly、readwrite、readwritenotify、notifyonly、readnotifyonly、および none）

•クラスタ内のすべてのノードにコミュニティストリングを適用する設定
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通知宛先

イベント発生時の SNMP通知イベントの配信のための通知宛先を追加します。Cisco Serviceability
管理インターフェイスで通知宛先を追加およびメンテナンスします。

通知宛先は、次を使用して設定します。

•サーバ 1台

•トラップ宛先のホスト IPアドレス

•ポート番号

• SNMPバージョン（V1または V2c）

•ホストが生成する通知メッセージで使用するコミュニティストリング名

•通知の種類

•クラスタ内のすべてのノードに通知宛先設定を適用する設定

ライブデータの証明書
HTTPSを使用して Finesseと Cisco Unified Intelligence Centerのセキュリティ証明書をセットアッ
プする必要があります。

次の操作を実行できます。

• Finesseおよび Cisco Unified Intelligence Centerに付属の自己署名証明書を使用します。

•サードパーティベンダーから認証局（CA）証明書を入手してインストールします。

•証明書を内部で作成します。

その他の自己署名証明書を使用する場合、ライブデータガジェットを使用する前に、エージェ

ントはサインインの際に Finesseデスクトップでライブデータ証明書を受け入れる必要があり
ます。

（注）

ライブデータの自己署名証明書の追加

FinesseおよびUnified IntelligenceCenterの両方が、自己署名証明書を使用してインストールされま
す。独自の CA証明書を作成したり、サードパーティの証明書ベンダーから CA証明書を入手す
るのではなく、これらの自己署名証明書を使用する場合は、最初にUnified Intelligence Centerパブ
リッシャとサブスクライバから証明書をエクスポートする必要があります。次に、証明書をFinesse
にインポートする必要があります。パブリッシャの証明書はFinesseプライマリノードにインポー
トし、サブスクライバ証明書は Finesseセカンダリノードにインポートします。
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その他の自己署名証明書を使用する場合と同様に、ライブデータガジェットを使用する前に、

エージェントはサインイン時に Finesseデスクトップでライブデータ証明書を受け入れる必要が
あります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Intelligence Centerで Cisco Unified Operating System Administrationにサインインします
（https://<Cisco Unified Intelligence Center サーバのホスト名>/cmplatform）。

ステップ 2 [セキュリティ（Security）]メニューから、[証明書の管理（Certificate Management）]を選択しま
す。

ステップ 3 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

•サーバの tomcat証明書がリストにない場合は、[新規作成（Generate New）]をクリックしま
す。証明書の作成が完了したら、サーバを再起動します。この手順を再開します。

•サーバの tomcat証明書がリストにある場合は、その証明書をクリックして選択します。（選
択した証明書に、サーバのホスト名が含まれていることを確認します。）

ステップ 5 [.pemファイルのダウンロード（Download .pem file）]をクリックして、ファイルをデスクトップ
に保存します。

Cisco Unified Intelligence CenterパブリッシャとCisco Unified Intelligence Centerサブスクライバのホ
スト名を含む証明書をダウンロードする必要があります。

ステップ 6 プライマリ Finesseサーバで Cisco Unified Operating System Administrationにサインインします
（https://Finesseサーバの FQDN:8443/cmplatform）。

ステップ 7 [セキュリティ（Security）]メニューから、[証明書の管理（Certificate Management）]を選択しま
す。

ステップ 8 [証明書のアップロード（Upload Certificate）]をクリックします。

ステップ 9 [証明書の名前（Certificate Name）]ドロップダウンリストから、[tomcat-trust]を選択します。

ステップ 10 [参照（Browse）]をクリックし、.pemファイル（Cisco Unified Intelligence Centerパブリッシャと
サブスクライバの証明書）の場所を参照します。

ステップ 11 [ファイルのアップロード（Upload File）]をクリックします。

ステップ 12 Finesseサーバで Cisco Finesse Tomcatを再起動します。

サードパーティベンダーからのライブデータの CA 証明書の取得およ
びアップロード

FinesseとCiscoUnified Intelligence Centerサーバ間のHTTPS接続を確立するときには、サードパー
ティベンダーから提供される証明機関（CA）の証明書を使用できます。
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/packaged-contact-center-enterprise/
tsd-products-support-series-home.htmlから入手可能なテクニカルノート『Procedure to Obtain and
Upload CA Certificate from a Third-party Vendor』の手順に従ってください。

内部的な証明書の作成

Windows 2008 R2 での Microsoft Certificate Server のセットアップ
この手順では、導入にWindows Server 2008 R2（Standard）Active Directoryサーバが使用されてい
ることを前提とします。Windows 2008 R2（Standard）ドメインコントローラでActive Directory証
明書サービスの役割を追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [スタート（Start）]をクリックし、[コンピュータ（Computer）]を右クリックして、[管理
（Manage）]を選択します。

ステップ 2 左側のペインで、[役割（Roles）]をクリックします。

ステップ 3 右側のペインで、[役割の追加（Add Roles）]をクリックします。
[役割の追加（Add Roles）]ウィザードが開きます。

ステップ 4 [サーバの役割の選択（Select Server Roles）]画面で、[Active Directory証明書サービス（Active
Directory Certificate Services）]チェックボックスをオンにして [次へ（Next）]を選択します。

ステップ 5 [Active Directory証明書サービスについて（Introduction to Active Directory Certificate Services）]画
面で、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [役割サービスの選択（Select Role Services）]画面で、[認証局（Certification Authority）]チェック
ボックスをオンにして、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [セットアップの種類の指定（Specify Setup Type）]画面で、[エンタープライズ（Enterprise）]を
選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [CAの種類の指定（SpecifyCAType）]画面で、[ルートCA（RootCA）]を選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 9 [公開キーのセットアップ（Set Up Private Key）]、[CAの暗号化を設定（Configure Cryptography for
CA）]、[CA名の設定（Configure CA Name）]、[有効期間を設定（Set Validity Period）]、および
[証明書データベースの設定（Configure Certificate Database）]画面で [次へ（Next）]をクリックし
て、デフォルトの値を受け入れます。

ステップ 10 [インストール時の選択を確認（Confirm Installations Selections）]画面で、情報を確認し、[インス
トール（Install）]をクリックします。
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Windows Server 2012 R2 での Microsoft Certificate Server のセットアップ
この手順では、導入にWindows Server 2012 R2（Standard）Active Directoryサーバが使用されてい
ることを前提とします。Windows Server 2012 R2（Standard）ドメインコントローラの Active
Directory証明書サービスの役割を追加するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

開始する前に、Microsoft .Net Framework 3.5 Service Pack 1をインストールしている必要がありま
す。手順については、Windows Server 2012のマニュアルを参照してください。
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手順

ステップ 1 Windowsで [サーバーマネージャ（Server Manager）]を開きます。

ステップ 2 [クイックスタート（Quick Start）]ウィンドウで [役割と機能の追加（Add Roles and Features）]を
クリックします。

ステップ 3 [インストールタイプの設定（Set InstallationType）]タブで、[役割ベースまたは機能ベースのイン
ストール（Role-based or feature-based installation）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [サーバの選択（Server Selection）]タブで、宛先サーバを選択してから [次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 5 [サーバの役割（Server Roles）]タブで、[ActiveDirectory証明書サービス（ActiveDirectoryCertificate
Services）]ボックスをオンにし、ポップアップウィンドウで [機能の追加（Add Features）]ボタ
ンをクリックします。

ステップ 6 [機能（Features）]タブと [AD CS]タブで、[次へ（Next）]をクリックしてデフォルト値を受け入
れます。

ステップ 7 [役割サービス（Role Services）]タブで [証明機関（CertificationAuthority）]ボックスがオンになっ
ていることを確認し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [確認（Confirmation）]タブで [インストール（Install）]をクリックします。

ステップ 9 インストールが完了したら、[対象サーバーにActiveDirectory証明書サービスを構成する（Configure
Active Directory Certificate Service on the destination server）]リンクをクリックします。

ステップ 10 （ドメイン管理者ユーザの）クレデンシャルが正しいことを確認し、[次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 11 [役割サービス（Role Services）]タブで [証明機関（CertificationAuthority）]ボックスをオンにし、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 [セットアップの種類（Setup Type）]タブで [エンタープライズCA（Enterprise CA）]を選択し、
[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 [CAの種類（CA Type）]タブで [ルートCA（Root CA）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックし
ます。

ステップ 14 [秘密キー（PrivateKey）]、[暗号化（Cryptography）]、[CAの名前（CAName）]、[有効期間（Validity
Period）]、および [証明書データベース（Certificate Database）]の各タブで、[次へ（Next）]をク
リックしてデフォルト値を受け入れます。

ステップ 15 [確認（Confirmation）]タブで情報を確認し、[構成（Configure）]をクリックします。

CA 証明書のダウンロード
この手順は、Windows証明書サービスを使用していることを前提としています。次の手順を実行
して、認証局からルートCA証明書を取得します。ルート証明書を取得した後、各ユーザはFinesse
にアクセスするために使用するブラウザにインストールする必要があります。
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手順

ステップ 1 Windowsドメインコントローラで、CLIコマンド certutil -ca.cert ca_name.cerを実行します（ca_name
は証明書の名前です）。

ステップ 2 ファイルを保存します。後で検索できるように、ファイルを保存した場所のメモを残しておきま

す。

Internet Explorer のルート証明書の導入
グループポリシーがActive Directoryドメインによって適用されている環境では、ルート証明書を
各ユーザの Internet Explorerに自動的に追加できます。証明書を自動的に追加すると、設定に関す
るユーザ要求が簡略化されます。

証明書の警告を回避するために、各ユーザは Finesseサーバの完全修飾ドメイン名（FQDN）
を使用してデスクトップにアクセスする必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 Windowsドメインコントローラで、[管理ツール（Administrative Tools）] > [グループポリシーの
管理（Group Policy Management）]を選択します。

ステップ 2 [デフォルトのドメインポリシー（Default Domain Policy）]を右クリックし、[編集（Edit）]を選
択します。

ステップ 3 [グループポリシー管理コンソール（Group Policy Management Console）]で、[コンピュータ設定
（Computer Configuration）] > [ポリシー（Policies）] > [ウィンドウの設定（Window Settings）] >
[セキュリティ設定（Security Settings）] > [公開キーポリシー（Public Key Policies）]に進みます。

ステップ 4 [信頼されたルート証明機関（Trusted Root CertificationAuthorities）]を右クリックし、[インポート
（Import）]を選択します。

ステップ 5 ca_name.cerファイルをインポートします。
ステップ 6 [コンピュータ設定（Computer Configuration）] > [ポリシー（Policies）] > [Windows設定（Windows

Settings）] > [セキュリティ設定（Security Settings）] > [公開キーポリシー（Public Key Policies）]
> [証明書サービスクライアント -自動登録（Certificate Services Client - Auto-Enrollment）]に進み
ます。

ステップ 7 [設定モデル（Configuration Model）]リストから、[有効（Enabled）]を選択します。

ステップ 8 ドメインに含まれるコンピュータにユーザとしてサインインし、Internet Explorerを開きます。

ステップ 9 ユーザに証明書がない場合は、ユーザのコンピュータ上でコマンド gpupdate.exe/tartget:computer
/forceを実行します。
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Internet Explorer ブラウザの証明書のセットアップ
CA証明書を取得してアップロードした後、すべてのユーザが証明書を受け入れるか、証明書がグ
ループポリシーによって自動的にインストールされる必要があります。

ユーザがドメインに直接ログインしていないか、グループポリシーが使用されていない環境で

は、証明書を受け入れたら、システム内の Internet Explorerのすべてのユーザが次の手順を実行す
る必要があります。

手順

ステップ 1 Windows Explorerで ca_name.cerファイル（ca_nameは証明書の名前）をダブルクリックし、[開く
（Open）]をクリックします。

ステップ 2 [証明書のインストール（Install Certificate）] > [次へ（Next）] > [証明書をすべて次のストアに配置
する（Place all certificates in the following store）]をクリックします。

ステップ 3 [参照（Browse）]をクリックし、[信頼されたルート証明機関（TrustedRootCertificationAuthorities）]
を選択します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [終了（Finish）]をクリックします。
認証局（CA）から証明書をインストールしようとしていることを示すメッセージが表示されま
す。

ステップ 7 [はい（Yes）]をクリックします。
インポートが正常に実行されたことを示すメッセージが表示されます。

ステップ 8 証明書がインストールされたことを確認するには、Internet Explorerを開きます。ブラウザのメ
ニューから、[ツール（Tools）] > [インターネットオプション（Internet Options）]を選択します。

ステップ 9 [コンテンツ（Content）]タブをクリックします。

ステップ 10 [証明書（Certificates）]をクリックします。

ステップ 11 [信頼されたルート証明機関（Trusted Root Certification Authorities）]タブをクリックします。

ステップ 12 新しい証明書がリストに表示されていることを確認します。

Firefox ブラウザの証明書のセットアップ
システム上のFirefoxのすべてのユーザは、次の手順を一度実行して、証明書を受け入れる必要が
あります。
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証明書の警告を回避するために、各ユーザは Finesseサーバの完全修飾ドメイン名（FQDN）
を使用してデスクトップにアクセスする必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 Firefoxのブラウザメニューの [オプション（Options）]を選択します。

ステップ 2 [詳細設定（Advanced）]をクリックします。

ステップ 3 [証明書（Certificates）]タブをクリックします。

ステップ 4 [証明書を表示（View Certificate）]をクリックします。

ステップ 5 [インポート（Import）]をクリックし、ca_name.cerファイルを参照します（ca_nameは証明書の
名前です）。

Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)   

217

参照

Firefox ブラウザの証明書のセットアップ



   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)
218

参照

Firefox ブラウザの証明書のセットアップ



索引

C

CCEコールサーバ 26
VM 26

CCEデータサーバ 26
VM 26

CVP Reporting Server 54
install 54

D

DNSの設定 36

F

Finesseセカンダリ 30, 61
install 61
VM 30

Finesseプライマリ 55
install 55

I

install 38, 42, 43, 47, 54, 55, 61, 183
CVP Reporting Server 54
Finesseセカンダリ 61
Finesseプライマリ 55
Microsoft SQL Server 47
Microsoft Windows Server 42
Unified Communications Managerサブスクライバ 61
Unified Intelligence Center 55, 61
VMWareツール 43
アンチウイルスソフトウェア 38
言語パック 183

ISOファイル 33
マウントおよびアンマウント 33
マウント 33

M

Microsoft SQL Server 47
install 47

Microsoft Windows Server 42
install 42

O

OVAファイル 33

Q

QoS 21

S

SNMP 209

U

Unified Communications Managerサブスクライバ 29, 61
install 61
VM 29

Unified Communications Managerパブリッシャ 28
VM 28

Unified CVPレポートテンプレート 88
取得 88

Unified Intelligence Center 88
データソース 88

Unified Intelligence Centerサブスクライバ 31, 61
install 61
VM 31

Unified Intelligence Centerパブリッシャ 31
VM 31

Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)   

IN-1



V

VMWareツール 43

あ

アンチウイルスソフトウェア 38

こ

コミュニティストリング 209

そ

ソリューションのコンポーネント 4

た

タイムゾーン 88
データソース 88

て

データソース 88
追加 88

ら

ライセンス 208
コンポーネントの追加 208

ライセンスのアップロード 208

れ

レポートテンプレート 88
アクセス 88

ろ

ローカリゼーション 51, 183

   Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレードガイド、リリース 11.0(1)
IN-2

索引


	Cisco Packaged Contact Center Enterprise インストレーション/アップグレード ガイド、リリース 11.0(1)
	目次
	はじめに
	変更履歴
	このマニュアルについて
	対象読者
	関連資料
	マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
	フィールド アラートおよびフィールド通知
	マニュアルに関するフィードバック
	表記法

	準備
	システム要件
	ソリューションのコンポーネント
	VMware ホスティングおよびハードウェア サポート
	ソフトウェアの互換性
	ソフトウェア ライセンス

	カスタマー サイト サーバの準備
	カスタマー サイト サーバの準備
	Cisco UCS C シリーズ カスタマー サイト サーバの準備
	C240 MS3 TRC#1 の RAID の設定
	VMware vSphere ESXi のインストール
	ホスト サーバへのデータストアの追加
	vCenter へのカスタマー ESXi ホストの追加

	RAID Config Validator ユーティリティの実行

	Cisco UCS B シリーズ カスタマー サイト サーバの準備
	ファブリック インターコネクトの要件
	Cisco UCS B シリーズ ブレードの要件
	vNIC の要件
	vHBA の要件

	NTP および時刻同期
	Cisco UCS B シリーズ サーバのタイム ゾーンと NTP タイム サーバの設定


	ネットワーク設計の考慮事項
	ネットワーク設計の考慮事項
	帯域幅のプロビジョニングおよびネットワーク QoS の考慮事項


	インストール
	コンポーネントの仮想マシンの作成
	VM の作成について
	Cisco Unified Contact Center Enterprise コール サーバ用の VM の作成
	Unified Contact Center Enterprise データ サーバ用の VM の作成
	Cisco Unified Customer Voice Portal サーバ用の VM の作成
	Cisco Unified CVP Reporting Server 用の VM の作成
	Cisco Unified Communications Manager パブリッシャ用の VM の作成
	Cisco Unified Communications Manager サブスクライバ用の VM の作成
	Cisco Finesse プライマリ用の VM の作成
	Cisco Finesse セカンダリ用の VM の作成
	Cisco Unified Intelligence Center パブリッシャ用の VM の作成
	Cisco Unified Intelligence Center サブスクライバ用の VM の作成

	仮想マシンの共通タスク
	仮想化ファイルを開く
	ISO ファイルのマウントおよびアンマウント
	OVA からの仮想マシンの作成
	DNS サーバの設定
	データベース ドライブの設定
	アンチウイルス ソフトウェアのインストール
	Java Runtime Environment の更新（任意）

	コンポーネントのソフトウェア インストール
	Microsoft Windows Server のインストール
	VMware ツールのインストール
	Unified CCE コール サーバおよび Unified CCE データ サーバのネットワーク アダプタの設定
	固定の静的ルートの設定
	Windows アップデートの実行
	Microsoft SQL Server のインストール
	ローカリゼーションの照合順序とロケールの設定

	Cisco Unified Contact Center Enterprise のインストール
	Cisco Unified CVP のネットワーク アダプタの設定
	Cisco Unified CVP サーバのインストール
	Cisco Unified CVP Reporting Server のインストール
	VOS ベースのコンタクト センター アプリケーションのパブリッシャ/プライマリ ノードのインストール
	Cisco Unified Intelligence Center ライセンス
	ライセンスの入手
	MAC アドレスの特定

	ライセンスのアップロード

	Cisco Unified Communications Manager 用のクラスタの設定
	Unified Communications Manager AXL ユーザ アカウントの作成
	Cisco Unified Intelligence Center のクラスタの設定
	Cisco Finesse のクラスタの設定
	VOS ベースのコンタクト センター アプリケーションのサブスクライバ/セカンダリ ノードのインストール
	Unified Communications Manager ライセンス
	ライセンスの生成と登録
	ライセンスのインストール

	サービスのアクティブ化


	設定
	Cisco Unified Contact Center Enterprise データ サーバの設定
	Cisco Unified Contact Center Enterprise データ サーバの設定
	SQL Server の設定
	ドメイン マネージャの設定

	Cisco Packaged Contact Center Enterprise 導入の初期化
	Packaged CCE 導入タイプの初期化
	コンポーネントの自動初期化タスク

	システム レベルの設定

	Cisco Unified Contact Center Enterprise コール サーバの設定
	Cisco Unified Contact Center Enterprise コール サーバの設定
	メディア ルーティング ペリフェラル ゲートウェイへの PIM の追加

	Cisco Unified Customer Voice Portal の設定
	Cisco Unified Customer Voice Portal の設定
	ゲートウェイの設定
	Unified CVP スクリプトおよびメディア ファイルの転送
	Unified Customer Voice Portal ライセンス
	ライセンスの生成
	Unified CVP Server のライセンス ファイルの転送

	SNMP の設定
	SIP サーバ グループの設定
	ダイヤル番号パターンの設定

	Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting Server の設定
	Cisco Unified Customer Voice Portal Reporting Server の設定
	Unified CVP Reporting Server のライセンス ファイルの転送
	Cisco Unified Customer Voice Portal レポート テンプレートの取得
	Cisco Unified CVP レポート データのデータ ソースの作成
	Unified Intelligence Center への Unified CVP レポート テンプレートのインポート

	Cisco IOS Enterprise 音声ゲートウェイの設定
	イングレス ゲートウェイおよび VXML ゲートウェイの設定について
	イングレス ゲートウェイおよび VXML ゲートウェイの共通設定
	イングレス ゲートウェイの設定
	VXML ゲートウェイの設定
	イングレス ゲートウェイおよび VXML ゲートウェイの A-law コーデックの設定
	イングレス ゲートウェイの設定
	VXML ゲートウェイの設定


	Cisco Unified Communications Manager の設定
	Cisco Unified Communications Manager の設定
	完全修飾ドメイン名の設定
	Cisco Unified Communications Manager グループの設定
	会議ブリッジの設定
	メディア ターミネーション ポイントの設定
	Unified CM と IOS ゲートウェイでのトランスコーダの設定
	トランスコーダの設定
	イングレス ゲートウェイでの CPU コール サーバ ダイヤル ピアの設定

	メディア リソース グループの設定
	メディア リソース グループ リストの設定および関連付け
	CTI ルート ポイントの設定
	ロケーション ベースのコール アドミッション制御のためのイングレス ゲートウェイの設定
	ルート グループの設定
	ルート リストの設定
	ルート パターンの設定

	Unified CM での SIP プロファイルの追加
	トランクの設定

	Cisco Unified Intelligence Center の設定
	Cisco Unified Intelligence Center の設定
	外部 AW-HDS-DDS の Unified Intelligence Center データ ソースの設定
	レポート バンドルのダウンロード
	レポート バンドルのインポート
	Unified Intelligence Center Administration の設定

	Cisco Finesse の設定
	Cisco Finesse の設定
	ライブ データ レポートのためのコンタクト センター エージェントおよびルーティングの設定
	デフォルトのデスクトップ レイアウトのエージェント キュー統計情報ガジェットの無効化
	ライブ データ レポート
	ライブ データの前提条件
	Finesse へのライブ データ レポートの追加
	デフォルト デスクトップ レイアウトへのライブ データ レポートの追加
	カスタム デスクトップ レイアウトへのライブ レポートの追加
	チーム レイアウトへのライブ レポートの追加
	Finesse のライブ データ ストック レポートの変更
	複数のビューを使用したライブ データ レポートの設定



	IPv6 を設定する
	IPv6 設定
	VOS ベースのコンタクト センター アプリケーションの IPv6 のセットアップ
	Cisco Unified Operating System Administration を使用した IPv6 の設定
	CLI を使用した VOS ベース アプリケーションの IPv6 のセットアップ

	IPv6 対応の導入の NAT64 の設定
	IPv6 の DNS の設定
	DNS エントリの IPv4 アドレスの IPv6 変換の決定


	Unified CVP コール サーバでの IPv6 の設定
	ゲートウェイでの IPv6 サポートの設定
	インターフェイスでの IPv6 プロトコル スタックのサポートの設定
	イングレス ゲートウェイでの ANAT の有効化
	イングレス ゲートウェイでのデュアル スタックの有効化

	Unified Communications Manager での IPv6 の設定
	Unified CM Administration でのクラスタ全体の設定
	トランスコーディング
	Unified Communications Manager での共通デバイス設定プロファイルの追加
	ゲートウェイ トランクへの共通デバイス設定プロファイルの関連付け
	IPv4 または IPv6 電話への共通デバイス設定プロファイルの関連付け
	Unified CM での SIP プロファイルの関連付け
	SIP トランクへのデュアル スタック共通デバイス設定プロファイルの関連付け



	オプションの外部 AW-HDS-DDS
	外部 AW-HDS-DDS のインストールおよび設定
	外部 AW-HDS-DDS のインストールおよび設定
	外部 AW-HDS-DDS の HDS データベースの作成
	外部 AW-HDS-DDS の設定
	外部 AW-HDS-DDS での Unified Intelligence Center の SQL ユーザ アカウントの設定


	バージョンのアップグレード
	共通グラウンド アップグレード プロセス
	共通グラウンド アップグレード プロセス

	システム アップグレードの要件
	サポートされているアップグレード パス
	NTP の設定要件
	アップグレード前のシステム要件

	アップグレード前のタスク
	アップグレード前の作業
	Finesse でのアップグレード後の作業
	Finesse アップグレード COP ファイルのダウンロードとインストール

	Unified Intelligence Center アップグレード前の作業
	Unified Intelligence Center アップグレード COP ファイルのダウンロードとインストール
	Unified Intelligence Center インストール メディアのダウンロード

	Unified CCE アップグレード前の作業
	拡張データベース移行ツールのダウンロード

	Unified CVP アップグレード前の作業
	Unified CVP サーバと Unified CVP OAMP サーバのアップグレード前の作業

	Unified Communications Manager アップグレード前の作業

	サイド A のアップグレードの準備
	サイド A のアップグレードの準備

	サイド A のアップグレード
	サイド A のアップグレード作業
	Unified CVP Reporting Server のアップグレード前の手順
	Unified CVP Reporting Server のアップグレード前の作業
	レポート データベースからのデータのアンロード
	Unified CVP コンポーネントのアンインストール

	ソフトウェア アップグレードの共通手順
	VMware vSphere ESXi のアップグレード
	VMware Settings Utility のアップグレード
	Windows 2012 R2 Standard へのアップグレード
	DVD/CD からの VOS ベースのコンタクト センター アプリケーションのアップグレード
	リモート ファイル システムからの VOS ベースのコンタクト センター アプリケーションのアップグレード

	Finesse アップグレード手順
	アライメント パーティションをサポートするための Finesse の再インストール

	Unified Intelligence Center アップグレード手順
	アライメント パーティションをサポートするための Unified Intelligence Center の再インストール

	Unified Contact Center Enterprise データ サーバおよび外部 AW-HDS-DDS のアップグレード手順
	SQL Server 2014 へのアップグレード
	Unified CCE データ サーバ データベースまたは外部 AW-HDS-DDS データベースのアップグレード
	Unified CCE データ サーバまたは 外部 AW-HDS-DDS サーバのセットアップの実行
	言語パックのインストール

	Cisco Unified Customer Voice Portal のアップグレード手順
	Unified CVP サーバのアップグレード
	Unified CVP Operations Console のアップグレード
	Unified CVP Reporting Server のアップグレード手順
	Reporting Server データベースへのデータのロード
	Unified CVP Reporting Server の保存と導入

	Unified CVP のアップグレード ライセンスの入手と転送

	Cisco Enterprise 音声ゲートウェイのアップグレード手順
	Cisco 音声ゲートウェイの IOS バージョンのアップグレード

	Unified CCE コール サーバのアップグレード手順
	Unified CCE コール サーバのセットアップの実行
	Cisco CTI OS サーバのセットアップの実行

	Unified Communications Manager のアップグレード手順
	Unified Communications Manager ライセンスのアップグレード
	コール サーバでの JTAPI のアップグレード


	サイド B からサイド A へのカットオーバー
	サイド B からサイド A へのカットオーバーのタスク

	サイド B のアップグレード
	サイド B のアップグレード作業

	サイド A とサイド B の同期
	サイド A とサイド B の同期作業
	Packaged CCE 導入の検証およびシステム インベントリの構築

	アップグレード後の作業
	アップグレード後の作業
	Finesse デスクトップ レイアウト アップグレード後の作業
	Call Studio のアップグレード
	Unified Call Studio のインストール

	Unified CVP REST API のメタデータの同期の開始
	Sync-up ツールを使用したメタデータ ファイルの同期



	参照
	簡易ネットワーク管理プロトコル
	ライブ データの証明書
	ライブ データの自己署名証明書の追加
	サード パーティ ベンダーからのライブ データの CA 証明書の取得およびアップロード
	内部的な証明書の作成
	Windows 2008 R2 での Microsoft Certificate Server のセットアップ
	Windows Server 2012 R2 での Microsoft Certificate Server のセットアップ
	CA 証明書のダウンロード

	Internet Explorer のルート証明書の導入
	Internet Explorer ブラウザの証明書のセットアップ
	Firefox ブラウザの証明書のセットアップ


	索引

